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・電気設備工事
　　非常用発電設備×一式（新設）
　　地下タンク×一式（新設）
・建築改修工事
　　発電機室改修工事×一式（改修）
　　発電機室建築電気設備改修工事×一式（改修）
　　発電機室建築機械設備改修工事×一式（改修）

013700409松  戸  市



費目 工種 種別 細別 単位 数量 単価 金額 摘要

         本  工  事  内  訳  書

電気設備工事
式 1    第 1 号内訳書参照

土木工事
式 1    第 2 号内訳書参照

建築改修工事
式 1    第 3 号内訳書参照

建築電気設備改修工事
式 1    第 4 号内訳書参照

建築機械設備改修工事
式 1    第 5 号内訳書参照

直接工事費計
式 1    

共通仮設費
式 1    

共通仮設費計
式 1    

純工事費
式 1    

現場管理費
式 1    

工事原価
式 1    
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費目 工種 種別 細別 単位 数量 単価 金額 摘要

         本  工  事  内  訳  書 頁2

一般管理費等
式 1    

工事価格
式 1    

消費税及び地方消費税
相当額 式 1    

工事費計
式 1    
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

第 1 電気設備工事 1式号 内訳書

機器費
式 1    第 1 号単価表参照

材料費
式 1    第 2 号単価表参照

労務費
式 1    第 3 号単価表参照

複合工費 電気設備工事
式 1    第 4 号単価表参照

仮設費 電気設備工事
式 1    第 5 号単価表参照

計
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

第 2 土木工事 1式号 内訳書

地下タンク新設工事
式 1    第 6 号単価表参照

場内整備工事
式 1    第 7 号単価表参照

計
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

第 3 建築改修工事 1式号 内訳書

直接仮設
式 1    第 8 号単価表参照

外壁改修
式 1    第 9 号単価表参照

建具改修
式 1    第 10 号単価表参照

内装改修
式 1    第 11 号単価表参照

塗装改修
式 1    第 12 号単価表参照

耐震（躯体）改修
式 1    第 13 号単価表参照

環境配慮改修
式 1    第 14 号単価表参照

発生材処理
式 1    第 15 号単価表参照

計
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

第 4 建築電気設備改修工事 1式号 内訳書

電灯設備 電灯幹線
式 1    第 16 号単価表参照

電灯設備 電灯分岐
式 1    第 17 号単価表参照

電灯設備 コンセント分岐
式 1    第 18 号単価表参照

撤去工事
式 1    第 19 号単価表参照

廃材処分費
式 1    第 20 号単価表参照

計
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

第 5 建築機械設備改修工事 1式号 内訳書

衛生器具設備工事
式 1    第 21 号単価表参照

給水設備工事
式 1    第 22 号単価表参照

排水設備工事
式 1    第 23 号単価表参照

換気設備工事
式 1    第 24 号単価表参照

廃材処分費
式 1    第 25 号単価表参照

計
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 1 機器費 1 式号 単価表

自家発電装置 屋内キュービクル式

ディーゼル機関200kVA、420V 式 1    

排気消音器 三連構造

50dB以下 式 1    

排風消音器 縦型消音器

換気能力：227m3/min以上 式 1    

給気消音器 縦型消音器

給気能力：252m3/min以上 式 1    

給油口ボックス 屋外壁掛型

SUS製 面 1    

燃料移送ポンプ 安全防爆形
台 2    

地下タンク液位計 フロート式（防爆形）
台 1    

地下タンク 地下貯蔵タンク式

タンク容量：4000L 基 1    

補機盤 屋内自立型
面 1    

400V動力盤機能増設 幸田配水場
式 1    

高圧受電盤機能増設 幸田配水場
式 1    
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 1 機器費 1 式号 単価表 頁2

コントローラ盤(1)(2)機能増
設

幸田配水場
式 1    

TM(子局)盤機能増設 幸田配水場
式 1    

TM(親局)盤機能増設 小金浄水場
式 1    

HIS1,2操作卓機能増設 小金浄水場
式 1    

Webサーバ機能増設 小金浄水場
式 1    

計 1式 当り

P-9



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 2 材料費 1 式号 単価表

低圧ケーブル 600V EM-CET 325 sq
ｍ 45.7  

低圧ケーブル 600V EM-CE 5.5 sq- 3 c
ｍ 43.7  

低圧ケーブル 600V EM-CE 3.5 sq- 3 c
ｍ 32.1  

低圧ケーブル 600V EM-CE 2 sq- 3 c
ｍ 39.8  

低圧ケーブル 600V EM-CE 2 sq- 2 c
ｍ 118    

制御ケーブル EM-CEE 2 sq- 20 c
ｍ 9.9  

制御ケーブル EM-CEE 2 sq- 15 c
ｍ 6.6  

制御ケーブル EM-CEE 2 sq- 10 c
ｍ 30.6  

制御ケーブル EM-CEE 2 sq- 5 c
ｍ 46.8  

制御ケーブル EM-CEE 2 sq- 2 c
ｍ 14.1  

制御ケーブル EM-CEE-S 2 sq- 2 c
ｍ 149    
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 2 材料費 1 式号 単価表 頁2

制御ケーブル EM-CPEE-S 0.65 mm- 3 p
ｍ 39.6  

その他電線 EM-IE 60 sq
ｍ 41.4  

その他電線 EM-IE 22 sq
ｍ 38.5  

その他電線 EM-IE 14 sq
ｍ 64.7  

その他電線 EM-IE 3.5 sq
ｍ 96.1  

ケーブル付属材料費
式 1    

端末処理材 600V EM-CET 325 sq
組 2    

電線管類 FEP 50 mm（埋込）
ｍ 64.6  

電線管類 FEP 30 mm（埋込）
ｍ 126    

電線管類 GP 22 mm（露出）
ｍ 82.5  

電線管付属材料費
式 1    

P-11



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 2 材料費 1 式号 単価表 頁3

接地装置 接地銅板 900*900*1.5t
枚 4    

接地装置 接地棒 φ14*1500
本 3    

接地装置 接地棒用リード端子 φ14用
本 3    

接地装置 接地埋設標 140*90*1.5t黄銅製
枚 6    

電線管類 接地埋設標 ｺﾝｸﾘｰﾄ製
本 6    

電線管類 ベルマウス FEP  50φ用
個 5    

電線管類 ベルマウス FEP  30φ用
個 10    

電線管類 異種管接続材 H型FEP  50φ用
個 1    

電線管類 異種管接続材 H型FEP  30φ用
個 2    

電線管類 プルボックス（SUS-WP） 150*150*100
個 2    

電線管類 ケーブル埋設シート
ｍ 70.4  
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 2 材料費 1 式号 単価表 頁4

コンクリート製品 ケーブル埋設標 ｺﾝｸﾘｰﾄ製
本 3    

コンクリート製品 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ側溝 (3種)500A
個 11    

コンクリート製品 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ側溝蓋 (3種)500A用
枚 44    

鋼材カバー 鋼板 3.2t
㎏ 11.6  

小配管，弁類 炭素鋼鋼管 SGP 200（屋内）
ｍ 6.2  

小配管，弁類 炭素鋼鋼管 SGP 200（屋外）
ｍ 0.8  

小配管，弁類 炭素鋼鋼管 SGP PLC 65（屋外）
ｍ 11.2  

小配管，弁類 炭素鋼鋼管 SGP  40（屋内）
ｍ 11.9  

小配管，弁類 炭素鋼鋼管 SGP PLC 40（屋外）
ｍ 17.9  

小配管，弁類 炭素鋼鋼管 SGP PLC 32（屋外）
ｍ 15.2  

小配管，弁類 炭素鋼鋼管 SGP  25（屋内）
ｍ 26.8  
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 2 材料費 1 式号 単価表 頁5

小配管，弁類 炭素鋼鋼管 SGP PLC 25（屋外）
ｍ 17.5  

小配管付属材料費
式 1    

小配管，弁類 仕切弁 JIS 10K40A
個 1    

小配管，弁類 仕切弁 JIS 10K25A
個 7    

小配管，弁類 逆止弁 JIS 10K25A
個 2    

小配管，弁類 Y形ストレーナー JIS 10K25A
個 3    

小配管，弁類 フレキシブル継手 JIS 10K200A
個 2    

小配管，弁類 フレキシブル継手 JIS 10K65A
個 2    

小配管，弁類 フレキシブル継手 JIS 10K40A
個 4    

小配管，弁類 フレキシブル継手 JIS 10K25A
個 6    

小配管，弁類 通気先端金具 32A
個 1    
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 2 材料費 1 式号 単価表 頁6

小配管，弁類 燃料用緊急遮断弁

仕切弁 単相電動弁（AC100V） φ25 個 1    

小配管，弁類 燃料給油弁

仕切弁 単相電動弁（AC100V） φ25 個 1    

小配管，弁類 断熱材 ﾛｯｸｳｰﾙ75mm
m2 4.21 

小計行

雑材料
式 1    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 3 労務費 1 式号 単価表

電工
人

電工
人

夜間

配管工
人

電気通信技術者
人

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 4 複合工費 電気設備工事 1 式号 単価表

防火区画処理補修 壁 
300*1000 箇所 1    

防火区画処理補修 壁 300*300
箇所 1    

コア抜き　100φ
箇所 2    

コア抜き  75φ
箇所 15    

コア抜き  50φ
箇所 1    

床掘り
m3 92.2  第 26 号単価表参照

埋戻し 改良土
m3 72.1  第 27 号単価表参照

土砂運搬工
m3 72.1  第 28 号単価表参照

発生土処理
m3 20.1  第 29 号単価表参照

埋戻し 川砂
m3 8.26 第 30 号単価表参照

コンクリート
m3 1.25 第 31 号単価表参照
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 4 複合工費 電気設備工事 1 式号 単価表 頁2

基礎砕石
m2 20.9  第 32 号単価表参照

一般型枠工 均しｺﾝｸﾘｰﾄ
m2 2.75 第 33 号単価表参照

ナゲット処理
㎏ 127    

処分１号銅線
㎏ 57.4  

処分２号銅線
㎏ 16.8  

処分混合廃棄物
m3 0.02 

処分廃棄物運搬費
回 2    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 5 仮設費 電気設備工事 1 式号 単価表

取り卸しクレーン ラフテレーンクレーン運転

油圧伸縮ジブ型20t吊 日

敷鉄板賃料
枚 26    第 34 号単価表参照

敷鉄板設置・撤去
m2 121    第 35 号単価表参照

H鋼 300型
t・日 6.36 

H鋼運搬費 12m以内

片道10km ｔ 2.12 

交通誘導警備員Ｂ
人

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 6 地下タンク新設工事 1 式号 単価表

土留め工事 鋼矢板打込み

鋼矢板Ⅲ型　L=6.00m 枚 62    第 36 号単価表参照

バイブロハンマ施工による 鋼矢板引抜き
枚 62    第 37 号単価表参照

床掘り
m3 103    第 26 号単価表参照

発生土処理
m3 33.7  第 29 号単価表参照

埋戻し 改良土
m3 69.3  第 27 号単価表参照

土砂運搬工
m3 69.3  第 28 号単価表参照

基礎砕石
m2 13.8  第 32 号単価表参照

コンクリート
m3 15.7  第 31 号単価表参照

一般型枠工 均しｺﾝｸﾘｰﾄ
m2 0.9  第 33 号単価表参照

型枠
m2 73.6  第 38 号単価表参照

鉄筋工 鉄筋加工組立工

SD345、D13 ｔ 1.777 第 39 号単価表参照
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 6 地下タンク新設工事 1 式号 単価表 頁2

単管足場工
油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型 25t吊 掛m2 40    第 40 号単価表参照

乾燥砂
m3 10.8  

PHC杭 φ500、L=11m
本 4    

コンクリート
m3 0.5  第 41 号単価表参照

鉄筋工 鉄筋加工組立工

SD345、D16 ｔ 0.041 第 42 号単価表参照

敷鉄板設置・撤去
m2 162.6  第 35 号単価表参照

敷鉄板賃料
枚 17    第 43 号単価表参照

敷鉄板賃料
枚 1    第 34 号単価表参照

水替え工
式 1    第 44 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 7 場内整備工事 1 式号 単価表

舗装工(人力施工) 車道及び路肩 仕上り厚50mm 大型車

再生粗粒度アスコン（２０） m2 107.3  第 45 号単価表参照

下層路盤工（施工幅1.8ｍ未満
）

全仕上り厚20cm 転圧回数1層

ＲＣ－４０ m2 107.3  第 46 号単価表参照

歩車道境界ブロック
m 7.9  第 47 号単価表参照

舗装版切断
m 142    第 48 号単価表参照

ﾊﾞｯｸﾎｳによる舗装版直接掘削
・積込工

舗装厚0cmを超え10cm以下

山積0.28m3(平積0.20m3) m2 124.4  第 49 号単価表参照

As塊運搬費 ＤＩＤ区間有り 運搬距離7.5km 良好

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ2ｔ積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3 m3 6.2  第 50 号単価表参照

Asガラ処分費 処分区：東葛
t 14.622

As切断濁水処分費
m3 0.2  第 51 号単価表参照

歩車道境界ブロック撤去
m 0.3  第 52 号単価表参照

Co塊（無筋）運搬費 ＤＩＤ区間有り 運搬距離7.5km 良好

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ2ｔ積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3 m3 0.3  第 53 号単価表参照

Coガラ処分費
ｔ 0.588
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 7 場内整備工事 1 式号 単価表 頁2

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 8 直接仮設 1 式号 単価表

墨出し 外壁改修
m2 16.6  第 54 号単価表参照

墨出し 内部　複合改修
m2 64    第 55 号単価表参照

養生 外壁改修
m2 20.2  第 56 号単価表参照

養生 内部　複合改修
m2 64    第 57 号単価表参照

整理清掃後片付け 外壁改修
m2 20.2  第 58 号単価表参照

整理清掃後片付け 内部　複合改修
m2 64    第 59 号単価表参照

内部仕上足場 脚立足場4ヵ月
m2 60.7  

ローリング足場 1段　4ヵ月

外壁改修・内部改修補助兼用 台 1    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 9 外壁改修 1 式号 単価表

（撤去）

カッター入れ コンクリート面
m3 85.2  

コンクリート撤去 有筋集積共
m3 0.7  

（改修）

外壁　下地調整材 コンクリート面C-1
m2 11.1  

外壁　可とう型改修塗材RE シリコン系　ローラー塗り　ゆず肌状
m2 11.1  

設備基礎　コンクリート直均
し仕上げ

直仕上げ
m2 2    

屋上点検タラップ アルミ製W400×H5750

安全カゴ付　取付金物・アンカー共 か所 1    

室名札 平付型300×75

アクリル樹脂板 t5　インクジェット印刷 か所 2    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 10 建具改修 1 式号 単価表

（撤去）

建具周囲はつり RC　W120
ｍ 35.3  

鋼製建具撤去 片開き戸　枠共　集積共
m2 2.9  第 60 号単価表参照

鋼製建具撤去 両開き戸　枠共　集積共
m2 4    第 61 号単価表参照

鋼製建具撤去 ガラスブロック枠　ガラス共　集積共
m2 6.4  第 62 号単価表参照

木建具撤去 片開き戸　扉のみ　集積共
m2 1.1  第 63 号単価表参照

沓摺テラゾブロック撤去 t40　W150　集積共
ｍ 1.5  第 64 号単価表参照

（改修）

SD-1　片開きフラッシュドア W900×H2100
か所 1    

SD-2　片開きフラッシュドア W670×H2100
か所 1    

WD-1　障子のみ新設 ポリ合板　W600×H1800

丁番・錠共 か所 1    第 65 号単価表参照
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 10 建具改修 1 式号 単価表 頁2

型板ガラス t6　2.18m2以下
m2 0.1  

ガラスシーリング シリコーン系　5×5
ｍ 3.3  

ガラス清掃
m2 0.1  

建具周囲シーリング MS-2　15×10
ｍ 11.5  

建具周囲防水モルタル充填 外部建具
ｍ 11.5  

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 11 内装改修 1 式号 単価表

（撤去）

カッター入れ コンクリート面
ｍ 22.2  

コンクリート撤去 有筋集積共
m3 10.1  

砕石撤去 集積共
m3 9.9  第 66 号単価表参照

床　タイル撤去 下地モルタル共
m2 1    

配線ピット蓋撤去 CPL-4.5　W300～425

枠共　集積共 ｍ 19.8  第 67 号単価表参照

壁　化粧石綿スレート撤去 t6.3　アスベスト含有　集積共
m2 87.4  

壁　木毛セメント板撤去 t25　集積共
m2 87.4  

壁　下地処理 木毛セメント板撤去跡

サンダー掛 m2 87.4  

壁　タイル撤去 下地モルタル共　集積共
m2 2.1  

天井　化粧石綿スレート撤去 t6.3　アスベスト含有　集積共
m2 77.2  
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 11 内装改修 1 式号 単価表 頁2

天井　木毛セメント板撤去 t25　集積共
m2 77.2  

天井　下地処理 木毛セメント板撤去跡

サンダー掛 m2 77.2  

鏡撤去 500×600　集積共
か所 1    第 68 号単価表参照

（改修）

床　モザイクタイル
m2 0.8  

排油溜桝蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

桝穴300角用　400角 か所 2    

排油側溝蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅100用　W150　L1050 か所 1    

排油側溝蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅100用　W150　L2850 か所 1    

配線/配管ピット蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅300用　W400　L880 か所 1    

配線/配管ピット蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅300用　W400　L1400 か所 1    

配線/配管ピット蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅300用　W400　L1795 か所 1    
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 11 内装改修 1 式号 単価表 頁3

配線/配管ピット蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅300用　W400　L1880 か所 1    

配線/配管ピット蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅300用　W400　L2040 か所 1    

配線/配管ピット蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅300用　W400　L2230 か所 1    

配線/配管ピット蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅300用　W400　L2235 か所 1    

配線/配管ピット蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅300用　W400　L3290 か所 1    

配線/配管ピット蓋 スチールメッキ　細目　T-2　受枠共

溝幅300用　W400　L5235 か所 1    

床　コンクリート直均し仕上
げ

塗床下地
m2 45.8  

床　モルタル塗り タイル下地
m2 0.8  

排油側溝　コンクリート直均
し仕上げ

塗床下地
m2 0.4  

排油桝、配線/配管ピット　モ
ルタル塗り

t30　塗床下地
m2 6.6  

防液堤天端　コンクリート直
均し仕上げ

塗床下地　W120
ｍ 5.4  
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 11 内装改修 1 式号 単価表 頁4

発電機基礎　コンクリート直
均し仕上げ

塗床下地
m2 5.8  

床　合成樹脂塗床 エポキシ樹脂塗床　防滑
m2 45.8  

排油側溝・桝、配線/配管ﾋﾟｯﾄ
合成樹脂塗床

エポキシ樹脂塗床　防滑（床・天端）
m2 7.7  

排油側溝・桝、配線/配管ﾋﾟｯﾄ
合成樹脂塗床

エポキシ樹脂塗床　防滑（立上）
m2 21.3  

発電機基礎　合成樹脂塗床 エポキシ樹脂塗床　防滑（天端）
m2 5.8  

発電機基礎　合成樹脂塗床 エポキシ樹脂塗床　防滑（立上）
m2 1    

巾木　ケレン
m2 1.4  第 69 号単価表参照

巾木　合成樹脂塗床 エポキシ樹脂塗床　防滑
m2 2.9  

ライニング甲板 メラミンポストフォーム　t20

200×1000 か所 1    

シーリング ライニング甲板取合

SR-1　10×10 ｍ 2.4  

ライニング75角タイル ボード面
m2 1    
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 11 内装改修 1 式号 単価表 頁5

ライニング軽鉄壁下地 65形＠450
m2 2    

ライニングケイカル板 t8　突付
m2 1    

ライニングシージング石膏ボ
ード

t12.5　下張り
m2 1    

壁　ALC板 t100　取付金物共
m2 31.7  

壁　ALC板定規アングル 上端　L-65×65×6

耐火目地共 ｍ 9.2  

壁　ALC板定規アングル 下端　L-65×65×6
ｍ 9.2  

壁　75角タイル
m2 2.1  

壁　モルタル塗り タイル下地
m2 2.1  

耐火間仕切 強化石膏ボード　t12.5両面スタッド共
m2 2.1  

耐火シール 耐火間仕切～コンクリート取合
ｍ 2    

壁　グラスウールボード t50　ガラスクロス共
m2 131    
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 11 内装改修 1 式号 単価表 頁6

天井　グラスウールボード t50　ガラスクロス共
m2 75.7  

大型消火器
本 1    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 12 塗装改修 1 式号 単価表

（改修）

DP塗り 1級　鋼製建具面　新規面

錆止め共 m2 9    第 70 号単価表参照

SOP塗り 鋼製建具面　塗替え面

錆止め共（木製建具枠） m2 1    第 71 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 13 耐震（躯体）改修 1 式号 単価表

（壁開口塞ぎ）

異形鉄筋 SD295A　D10
㎏ 68.1  

異形鉄筋 SD295A　D13
㎏ 9.2  

スクラップ控除 鉄くず　ヘビーH2
㎏ 2.1  

鉄筋加工組立 壁開口塞ぎ
㎏ 74.4  

鉄筋運搬 4t車
㎏ 74.4  

スパイラル鉄筋 鉄筋φ6　スパイラルφ75＠50
ｍ 30.4  

差筋アンカー 金属系　D10　下向き打ち
本 30    

差筋アンカー 金属系　D10　横向き打ち
本 97    

差筋アンカー 金属系　D10　上向き打ち
本 30    

差筋アンカー 金属系　D13　下向き打ち
本 3    
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 13 耐震（躯体）改修 1 式号 単価表 頁2

差筋アンカー 金属系　D13　横向き打ち
本 2    

差筋アンカー 金属系　D13　上向き打ち
本 3    

目あらし 壁
m2 4.6  

普通コンクリート Fc21M　スランプ18cm
m3 1.6  

構造体強度補正 +3N　Fc21N　スランプ18cm
m3 1.6  

コンクリート打設手間 流し込み工法
m3 1.6  

ポンプ圧送 50m3/回未満　圧送料金含む
回 1    

無収縮モルタル注入 試験費共　Fc=30
m3 0.2  

普通合板型枠 壁開口塞ぎ
m2 9.5  

打放合板型枠 B種　壁開口塞ぎ
m2 11.7  

型枠運搬 4t車
m2 21.2  
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 13 耐震（躯体）改修 1 式号 単価表 頁3

打放し面補修 B種　コーン処理共
m2 11.7  第 72 号単価表参照

無収縮モルタル注入用型枠 両面木製
ｍ 6    

（連続繊維補強）

連続繊維補強 炭素繊維シート工法
m2 8.7  

（床・設備基礎等）

根切り 人力
m3 37.7  

杭間ざらい
本 4    

埋戻し 人力
m3 9.7  

発生土処理
m3 28    第 29 号単価表参照

砕石地業 RC-40　基礎下
m3 1.2  

砕石地業 RC-40　土間下
m3 7.7  
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 13 耐震（躯体）改修 1 式号 単価表 頁4

普通コンクリート Fc18N　スランプ18cm
m3 0.2  

普通コンクリート Fc21M　スランプ18cm
m3 5.5  

構造体強度補正 +3N　Fc21N　スランプ18cm
m3 5.5  

コンクリート打設手間 人力打設　捨てコンクリート
m3 0.2  第 73 号単価表参照

コンクリート打設手間 ポンプ打設　コマ基礎均しコンクリート
m3 5.5  

ポンプ圧送 コマ基礎均しコンクリート

50m3/回未満　圧送料金含む 回 1    

P1　先端羽付鋼管杭 STK400　φ139.8　K11.2m

上杭2ｍ+中杭6ｍ+下杭3ｍ+杭先端0.2ｍ 本 4    

杭施工費 機械組立・運搬共
式 1    

杭運搬費 重機組立・解体共
式 1    

杭頭補強 4-D13
組 4    第 74 号単価表参照

コマ基礎 φ330型　6連タイプ
基 62    

P-38



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 13 耐震（躯体）改修 1 式号 単価表 頁5

コマ基礎 φ330型　4連タイプ
基 10    

コマ基礎 φ330型　3連タイプ
基 5    

コマ基礎施工費
式 1    

コマ基礎運搬費
式 1    

スタイロ充填
m3 12.8  第 75 号単価表参照

異形鉄筋 SD295A　D10
㎏ 370    

異形鉄筋 SD295A　D13
㎏ 0.67 

スクラップ控除 鉄くず　ヘビーH2
㎏ 30    

鉄筋加工組立 床・設備基礎等
ｔ 1    

鉄筋運搬 4t車
㎏ 1,000    

普通コンクリート Fc21M　スランプ18cm
m3 15.1  
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 13 耐震（躯体）改修 1 式号 単価表 頁6

構造体強度補正 +3N　Fc21N　スランプ18cm
m3 15.1  

コンクリート打設手間
m3 4.8  第 76 号単価表参照

コンクリート打設手間 ポンプ打設　土間
m3 9.5  

コンクリート打設手間 人力打設　立上
m3 0.8  第 77 号単価表参照

ポンプ圧送 土間

50m3/回未満　圧送料金含む 回 1    

普通合板型枠 基礎部
m2 13.7  

普通合板型枠 陸上部
m2 1.7  

打放合板型枠 B種　基礎部
m2 21.7  

打放合板型枠 B種　地上部
m2 2.7  

埋殺し枠 既存地中梁部
m2 1.3  

型枠運搬 4t車
m2 41.1  
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 13 耐震（躯体）改修 1 式号 単価表 頁7

打放し面補修 B種　コーン処理共
m2 24.4  第 72 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 14 環境配慮改修 1 式号 単価表

外壁　石綿含有複層塗材除去 GSCウェットサンダーケレン工法

産業廃棄物処理共 m2 6.4  

建具周囲シーリング除去 アスベスト含有

産業廃棄物処理共 ｍ 29.6  

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 15 発生材処理 1 式号 単価表

除去石綿処理 密封処理
m3 1    

発生材積込 人力

コンクリート・モルタル類 m3 23.4  

発生材積込 人力

木材・仕上材類 m3 5.3  

発生材運搬 コンクリート塊　有筋

10t車　片道概ね25km程度 台 3    

発生材運搬 がれき類（砕石）

10t車　片道概ね25km程度 台 2    

発生材運搬 ガラス・陶磁器くず

2t車　片道概ね25km程度 台 1    

発生材運搬 木くず

2t車　片道概ね25km程度 台 1    

発生材運搬 安定型混合廃棄物

10t車　片道概ね25km程度 台 1    

発生材運搬 石綿含有産業廃棄物

4t車　片道概ね25km程度 台 1    

発生材処分 コンクリート塊　有筋
ｔ 29.6  

発生材処分 がれき類（砕石）
m3 9.9  
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 15 発生材処理 1 式号 単価表 頁2

発生材処分 ガラス・陶磁器くず
m3 0.6  

発生材処分 木くず
m3 0.1  

発生材処分 安定型混合廃棄物
m3 4.2  

発生材処分 石綿含有産業廃棄物
m3 1    

発生材処分 スチール　ヘビーH4
ｔ 0.4  

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 16 電灯設備 電灯幹線 1 式号 単価表

エコケーブル 管内

EM-CE3.5-3C ｍ 4    

エコケーブル コロガシ

EM-CE3.5-3C ｍ 9    

エコケーブル 管内

EM-CE3.5-2C ｍ 8    

エコケーブル コロガシ

EM-CE3.5-2C ｍ 17    

電線管 露出配管

E39 ｍ 2    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 17 電灯設備 電灯分岐 1 式号 単価表

照明器具 非常照明

K1-LSS11-3 個 1    

照明器具 LSS1-4-48
個 10    

照明器具 LSS9-2-15
個 2    

エコケーブル 管内

EM-EEF1.6-2C ｍ 1    第 78 号単価表参照

エコケーブル コロガシ

EM-EEF1.6-2C ｍ 2    

電線管 露出配管

E31 ｍ 3    

電線管 露出配管

E19 ｍ 3    

エコ電線 管内

EM-IE2.0 ｍ 173    

金属線ぴ 2種金属線ぴ　A型

40×30　溶融亜鉛メッキ鋼板製 ｍ 32    

金属線ぴ 2種金属線ぴ　A型

ジャンクションバックス 個 10    

金属線ぴ 2種金属線ぴ　A型

1個用スイッチボックス 個 1    第 79 号単価表参照

P-46



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 17 電灯設備 電灯分岐 1 式号 単価表 頁2

金属線ぴ 2種金属線ぴ　A型

2個用スイッチボックス 個 1    第 80 号単価表参照

金属線ぴ 2種金属線ぴ　A型

コーナーボックス 個 1    

金属線ぴ 2種金属線ぴ　A型

ブッシング 個 2    

埋込スイッチ 1P15A×1
個 2    第 81 号単価表参照

露出スイッチボックス 1個用　1方出（19）
個 1    

プルボックス 錆止め塗装

300×300×200　接地端子付 個 1    第 82 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 18 電灯設備 コンセント分岐 1 式号 単価表

エコ電線 管内

EM-IE2.0 ｍ 73    

電線管 露出配管

E19 ｍ 24    

埋込コンセント 2P15A×1
個 1    第 83 号単価表参照

埋込コンセント 2P15A（E極）、接地端子付
個 5    第 84 号単価表参照

露出スイッチボックス 1個用　1方出（19）
個 6    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 19 撤去工事 1 式号 単価表

CVケーブル撤去 管内　再使用しない

CV3.5-3C ｍ 22    第 85 号単価表参照

CVケーブル撤去 コロガシ　再使用しない

CV3.5-3C ｍ 38    第 86 号単価表参照

VVFケーブル撤去 管内　再使用しない

VVF1.6-3C ｍ 1    第 87 号単価表参照

VVFケーブル撤去 コロガシ　再使用しない

VVF1.6-3C ｍ 1    第 88 号単価表参照

VVFケーブル撤去 管内　再使用しない

VVF1.6-2C ｍ 2    第 89 号単価表参照

VVFケーブル撤去 コロガシ　再使用しない

VVF1.6-2C ｍ 2    第 90 号単価表参照

IV電線撤去 管内　再使用しない

IV2.0 ｍ 254    第 91 号単価表参照

電線管撤去 露出配管　再使用しない

E51 ｍ 2    第 92 号単価表参照

電線管撤去 露出配管　再使用しない

E25 ｍ 25    第 93 号単価表参照

金属線ぴ撤去 A型　再使用しない

40×30（溶融亜鉛メッキ） ｍ 34    第 94 号単価表参照

金属線ぴ撤去 A型　再使用しない

ジャンクションボックス 個 8    第 95 号単価表参照

P-49



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 19 撤去工事 1 式号 単価表 頁2

照明器具撤去 再使用しない

FL40W-1（金属線ぴ取付） 個 18    第 96 号単価表参照

照明器具撤去 再使用しない

FL20W-1 個 1    第 97 号単価表参照

照明器具撤去 再使用しない

FL15W-1 個 1    第 98 号単価表参照

照明器具撤去 再使用しない

シーリングライト 個 1    第 99 号単価表参照

埋込スイッチ撤去 1P15A×1

再利用しない 個 1    第 100 号単価表参照

埋込スイッチ撤去 1P15A×2

再利用しない 個 1    第 101 号単価表参照

埋込スイッチ撤去 3W15A×2

再利用しない 個 2    第 102 号単価表参照

埋込コンセント撤去 2P15A×2

再利用しない 個 2    第 103 号単価表参照

プルボックス撤去 錆止め塗装　再利用しない

200×200×200 個 2    第 104 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 20 廃材処分費 1 式号 単価表

廃材処分費 金属くず
m3 0.093

廃材処分費 廃プラスチック類
m3 0.071

処分廃棄物運搬費
回 1    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 21 衛生器具設備工事 1 式号 単価表

洋風大便器 洗浄タンク大便器　普通便座

二連紙巻器 組 1    第 105 号単価表参照

手洗器 壁掛手洗器　ハンドル水栓
組 1    第 106 号単価表参照

撤去工事 衛生器具設備工事
式 1    第 107 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 22 給水設備工事 1 式号 単価表

給水管 SGP-VB

機械室・便所　20A ｍ 1    第 108 号単価表参照

給水管 SGP-VB

屋外配管　20A ｍ 3    第 109 号単価表参照

給水管 SGP-VD

地中配管　20A ｍ 2    第 110 号単価表参照

仕切弁 GV

10K　20A 個 1    第 111 号単価表参照

弁桝 B-1
個 1    第 112 号単価表参照

保温工事
式 1    第 113 号単価表参照

土工事
式 1    第 114 号単価表参照

文字標識等 衛生　1000m2
式 1    第 115 号単価表参照

はつり補修 28φ×200L
か所 2    第 116 号単価表参照

配管分岐・切断
式 1    第 117 号単価表参照

撤去工事 給水設備工事
式 1    第 118 号単価表参照
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 22 給水設備工事 1 式号 単価表 頁2

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 23 排水設備工事 1 式号 単価表

排水管 VP

機械室・便所　50A ｍ 1    第 119 号単価表参照

排水管 VP

屋外配管　50A ｍ 1    第 120 号単価表参照

排水管 VP

機械室・便所　75A ｍ 2    第 121 号単価表参照

排水管 VP

屋外配管　75A ｍ 1    第 122 号単価表参照

排水管 RS-VU

地中配管　50A ｍ 1    第 123 号単価表参照

排水管 RS-VU

地中配管　75A ｍ 1    第 124 号単価表参照

保温工事
式 1    第 125 号単価表参照

土工事
式 1    第 126 号単価表参照

はつり補修
式 1    第 127 号単価表参照

撤去工事 排水設備工事
式 1    第 128 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 24 換気設備工事 1 式号 単価表

EF-1　排気ファン パイプ用ファン

150φ×60m3/h×3Pa 台 1    第 129 号単価表参照

コントロールスイッチ タイマー付き
個 1    第 130 号単価表参照

スパイラルダクト 低圧ダクト

インサート有　150φ ｍ 1    

ペントキャップ ステンレス製　150φ
個 2    第 131 号単価表参照

ペントキャップ ステンレス製　150φ（FD付）
個 2    第 132 号単価表参照

はつり補修 200φ×200L
か所 2    第 133 号単価表参照

スパイラルダクト調整
ｍ 0.6  第 134 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 25 廃材処分費 1 式号 単価表

廃材処分費 金属くず
m3 0.003

廃材処分費 廃プラスチック類
m3 0.031

発生材処分 ガラス・陶磁器くず
m3 0.025

処分廃棄物運搬費
回 1    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 26 床掘り 1 m3号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

機械構成比
％

K

バックホウ（クローラ）［標
準］

山積０．８ｍ３（平積０．６ｍ３）
％

K1

労務構成比
％

R

運転手（特殊）
％

R1

材料構成比
％

Z

軽油
％

Z1

1 m3 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 27 埋戻し 改良土 1 m3号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

機械構成比
％

K

バックホウ（クローラ）［標
準］

山積０．８ｍ３（平積０．６ｍ３）
％

K1

振動ローラ（舗装用）［ハン
ドガイド式］

運転質量０．５～０．６ｔ
％

K2

タンパ及びランマ 質量　６０～８０ｋｇ
％

K3

労務構成比
％

R

普通作業員
％

R1

特殊作業員
％

R2

運転手（特殊）
％

R3

材料構成比
％

Z

軽油
％

Z1
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 27 埋戻し 改良土 1 m3号 単価表 頁2

※施工パッケージ単価

ガソリン レギュラー
％

Z2

1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 28 土砂運搬工 1 m3号 単価表

ダンプトラック運転 4t車
m3 1    第 135 号単価表参照

バックホウ掘削積込 山積0.80m3(平積0.60m3)
m3 1    第 136 号単価表参照

ダンプトラック運搬
m3 1    第 137 号単価表参照

改良土
m3 1.2  

計 1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 29 発生土処理 1 m3号 単価表

ダンプトラック運転 4t車
m3 1    第 135 号単価表参照

バックホウ掘削積込 山積0.80m3(平積0.60m3)
m3 1    第 136 号単価表参照

ダンプトラック運搬
m3 1    第 137 号単価表参照

路盤廃材処分費 処分地区：東葛
ｔ 1    

計 1 m3 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 30 埋戻し 川砂 1 m3号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

機械構成比
％

K

タンパ及びランマ 質量　６０～８０ｋｇ
％

K1

労務構成比
％

R

普通作業員
％

R1

特殊作業員
％

R2

材料構成比
％

Z

ガソリン レギュラー
％

Z1

1 m3 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 31 コンクリート 1 m3号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

機械構成比
％

K

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ)[標準･ｸﾚｰﾝ機能
付き]

山積0.8m3(平積0.6m3)2.9t吊
％

K1

労務構成比
％

R

特殊作業員
％

R1

普通作業員
％

R2

運転手（特殊）
％

R3

土木一般世話役
％

R4

材料構成比
％

Z

生コンクリート ２４－１２－２５（２０）　高炉

W/C55%以下 ％

Z1

軽油
％

Z2
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 31 コンクリート 1 m3号 単価表 頁2

※施工パッケージ単価

1 m3 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 32 基礎砕石 1 m2号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

機械構成比
％

K

バックホウ（クローラ）［標
準］

山積０．８ｍ３（平積０．６ｍ３）
％

K1

労務構成比
％

R

普通作業員
％

R1

特殊作業員
％

R2

運転手（特殊）
％

R3

土木一般世話役
％

R4

材料構成比
％

Z

再生クラッシャーラン ＲＣ－４０
％

Z1

軽油
％

Z2
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 32 基礎砕石 1 m2号 単価表 頁2

※施工パッケージ単価

1 m2 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 33 一般型枠工 均しｺﾝｸﾘｰﾄ 1 m2号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

労務構成比
％

R

型わく工
％

R1

普通作業員
％

R2

土木一般世話役
％

R3

1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 34 敷鉄板賃料 1 枚号 単価表

敷鉄板賃料
枚･日 1    

整備費（敷鉄板） ２２×１５２４×３０４８ｍｍ
枚 1    

諸雑費（まるめ）
式 1    

計 1枚 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 35 敷鉄板設置・撤去 100 m2号 単価表

土木一般世話役
人

とび工
人

普通作業員
人

バックホウ（クローラ型）運
転 日 第 138 号単価表参照

諸雑費（率＋まるめ）
式 1    

計 100 m2 当り

1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 36 土留め工事
鋼矢板打込み

鋼矢板Ⅲ型　L=6.00m 10 枚号 単価表

バイブロハンマ施工による 鋼矢板打込み
枚 10    第 139 号単価表参照

鋼矢板（賃貸）90日以内
t・日 7.2  

鋼矢板（賃貸）整備費
ｔ 7.2  

計 10枚 当り

1枚 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 37 バイブロハンマ施工による 鋼矢板引抜き 10 枚号 単価表

土木一般世話役
人

とび工
人

普通作業員
人

バイブロハンマ杭打機運転 （陸上施工）
日 第 140 号単価表参照

諸雑費（率＋まるめ）
式 1    

計 10枚 当り

1枚 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 38 型枠 1 m2号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

労務構成比
％

R

型わく工
％

R1

普通作業員
％

R2

土木一般世話役
％

R3

1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 39 鉄筋工
鉄筋加工組立工

SD345、D13 1 ｔ号 単価表

鉄筋工（太径鉄筋 10％未満） 10ｔ未満

一般構造物 ｔ 1    第 141 号単価表参照

鉄筋コンクリート棒銅 SD345、D13
ｔ 1.03 

諸雑費
式 1    

計 1ｔ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 40 単管足場工 油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型 25t吊 100 掛m2号 単価表

土木一般世話役
人

とび工
人

普通作業員
人

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ賃料 油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型 25t吊

排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値) 日

諸雑費
式 1    

計 100掛m2 当り

1掛m2 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 41 コンクリート 1 m3号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

労務構成比
％

R

普通作業員
％

R1

特殊作業員
％

R2

土木一般世話役
％

R3

材料構成比
％

Z

生コンクリート ２１－１２－２５（２０）　高炉

W/C55%以下 ％

Z1

1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 42 鉄筋工
鉄筋加工組立工

SD345、D16 1 ｔ号 単価表

鉄筋工（太径鉄筋 10％未満） 10ｔ未満

一般構造物 ｔ 1    第 141 号単価表参照

鉄筋コンクリート用棒銅 SD345、D16
ｔ 1.03 

諸雑費
式 1    

計 1ｔ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 43 敷鉄板賃料 1 枚号 単価表

敷鉄板賃料
枚･日 1    

整備費（敷鉄板） ２２×１５２４×６０９６ｍｍ
枚 1    

諸雑費（まるめ）
式 1    

計 1枚 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 44 水替え工 1 式号 単価表

ポンプ運転工 作業時排水　ポンプ1台

発動発電機 日 第 142 号単価表参照

据付・撤去工(開削水替工)
現場 1    第 143 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 45 舗装工(人力施工)
車道及び路肩 仕上り厚50mm 大型車

再生粗粒度アスコン（２０） 100 m2号 単価表

土木一般世話役
人

特殊作業員
人

普通作業員
人

再生アスファルト混合物 再生粗粒度アスコン（２０）
t 12.6  

100*50/1000*2.35*(1+0.07)

振動ﾛｰﾗ(舗装用)運転 ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 運転質量0.5～0.6t

超低騒音型 日 第 144 号単価表参照

振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ運転 前進型 機械質量40～60kg
日 第 145 号単価表参照

諸雑費
式 1    

計 100 m2 当り

1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 46 下層路盤工（施工幅1.8ｍ未満）
全仕上り厚20cm 転圧回数1層

ＲＣ－４０ 100 m2号 単価表

普通作業員
人

再生クラッシャーラン ＲＣ－４０
m3 25.4  

100*0.2*(1+0.27)

タンパ運転 質量60～80kg
日 第 146 号単価表参照

諸雑費
式 1    

計 100 m2 当り

1 m2 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 47 歩車道境界ブロック 1 m号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

機械構成比
％

K

バックホウ（クローラ）［標
準］

山積０．８ｍ３（平積０．６ｍ３）
％

K1

労務構成比
％

R

普通作業員
％

R1

土木一般世話役
％

R2

特殊作業員
％

R3

型わく工
％

R4

材料構成比
％

Z

歩車道境界ブロック 片面 150／170×200×600（A）
％

Z1

生コンクリート １８－８－２５（２０）　高炉

W/C60%以下 ％

Z2
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 47 歩車道境界ブロック 1 m号 単価表 頁2

※施工パッケージ単価

再生クラッシャーラン ＲＣ－４０
％

Z3

軽油
％

Z4

1 m 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 48 舗装版切断 1 m号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

機械構成比
％

K

コンクリートカッタ[ﾊﾞｷｭｰﾑ式
(超低騒音型)]

湿式 切削深20cm級 ﾌﾞﾚｰﾄﾞ径φ56cm
％

K1

労務構成比
％

R

特殊作業員
％

R1

土木一般世話役
％

R2

普通作業員
％

R3

材料構成比
％

Z

コンクリートカッタ　（ブレ
ード）

径１８インチ
％

Z1

ガソリン レギュラー
％

Z2

1 m 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 49 ﾊﾞｯｸﾎｳによる舗装版直接掘削・積込工
舗装厚0cmを超え10cm以下

山積0.28m3(平積0.20m3) 100 m2号 単価表

土木一般世話役
人

普通作業員
人

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)運転 標準型 山積0.28/平積0.2m3

排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値) ｈ 第 147 号単価表参照

諸雑費
式 1    

計 100 m2 当り

1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 50 As塊運搬費
ＤＩＤ区間有り 運搬距離7.5km 良好

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ2ｔ積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3 10 m3号 単価表

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転 ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 2t積級

タイヤ損耗(良好) 日 第 148 号単価表参照

諸雑費
式 1    

計 10 m3 当り

1 m3 当り

P-86



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 51 As切断濁水処分費 2 m3号 単価表

ダンプトラック運転 2t積
日 第 149 号単価表参照

濁水処分費
㎏ 2,260    

計 2 m3 当り

1 m3 当り
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名称 規格 単位 構成比 東京単価 積算単価 摘要

当り第 52 歩車道境界ブロック撤去 1 m号 単価表

※施工パッケージ単価

標準単価
P

機械構成比
％

K

小型バックホウ（クローラ）
［超小旋回型］

山積０．２２ｍ３（平積０．１６ｍ３）
％

K1

労務構成比
％

R

普通作業員
％

R1

土木一般世話役
％

R2

運転手（特殊）
％

R3

材料構成比
％

Z

軽油
％

Z1

1 m 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 53 Co塊（無筋）運搬費
ＤＩＤ区間有り 運搬距離7.5km 良好

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ2ｔ積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3 10 m3号 単価表

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転 ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 2t積級

タイヤ損耗(良好) 日 第 148 号単価表参照

諸雑費
式 1    

計 10 m3 当り

1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 54 墨出し 外壁改修 1 m2号 単価表

特殊作業員
人

普通作業員
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 55 墨出し 内部　複合改修 1 m2号 単価表

特殊作業員
人

普通作業員
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 56 養生 外壁改修 1 m2号 単価表

普通作業員
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 57 養生 内部　複合改修 1 m2号 単価表

普通作業員
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 58 整理清掃後片付け 外壁改修 1 m2号 単価表

軽作業員
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 59 整理清掃後片付け 内部　複合改修 1 m2号 単価表

軽作業員
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 60 鋼製建具撤去 片開き戸　枠共　集積共 1 m2号 単価表

普通作業員
人

サッシ工
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 61 鋼製建具撤去 両開き戸　枠共　集積共 1 m2号 単価表

普通作業員
人

サッシ工
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 62 鋼製建具撤去 ガラスブロック枠　ガラス共　集積共 1 m2号 単価表

普通作業員
人

サッシ工
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 63 木建具撤去 片開き戸　扉のみ　集積共 1 m2号 単価表

普通作業員
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 64 沓摺テラゾブロック撤去 t40　W150　集積共 1 ｍ号 単価表

タイル撤去 下地モルタル共
m2 0.15 

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 65 WD-1　障子のみ新設
ポリ合板　W600×H1800

丁番・錠共 1 か所号 単価表

片開きフラッシュドア ポリ合板　W900×H2000

付属金物取付共 か所 1    

丁番 カラー（シルバー）L102
枚 2    

レバーハンドル 表示錠
個 1    

計 1か所 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 66 砕石撤去 集積共 1 m3号 単価表

根切り 人力
m3 1    

計 1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 67 配線ピット蓋撤去
CPL-4.5　W300～425

枠共　集積共 1 ｍ号 単価表

特殊作業員
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 68 鏡撤去 500×600　集積共 1 か所号 単価表

配管工
人

その他
式 1    

計 1か所 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 69 巾木　ケレン 1 m2号 単価表

普通作業員
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 70 DP塗り
1級　鋼製建具面　新規面

錆止め共 1 m2号 単価表

錆止め塗装 めっき鋼面

変性エポキシ樹脂プライマー m2 1    

DP塗り 1級　鋼製建具面
m2 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 71 SOP塗り
鋼製建具面　塗替え面

錆止め共（木製建具枠） 1 m2号 単価表

錆止め塗装 めっき鋼・鋼製建具面

A種 m2 1    

SOP塗り 鉄鋼・めっき鋼・鋼製建具面
m2 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 72 打放し面補修 B種　コーン処理共 1 m2号 単価表

特殊作業員
人

その他
式 1    

計 1 m2 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 73 コンクリート打設手間 人力打設　捨てコンクリート 1 m3号 単価表

特殊作業員
人

その他
式 1    

計 1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 74 杭頭補強 4-D13 1 組号 単価表

異形鉄筋 SD295A　D10
㎏ 1.3  

異形鉄筋 SD295A　D13
㎏ 2.6  

鋼板 PL-3.2
㎏ 1.6  

スクラップ控除 鉄くず　ヘビーH2
㎏ 0.1  

鉄筋加工組立 床・設備基礎等
㎏ 5.3  

鉄筋運搬 4t車
㎏ 5.3  

鉄筋溶接 D13
か所 4    

普通コンクリート Fc21M　スランプ18cm
m3 0.006

構造体強度補正 +3N　Fc21N　スランプ18cm
m3 0.006

コンクリート打設手間 ポンプ打設　土間
m3 0.006

計 1組 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 75 スタイロ充填 1 m3号 単価表

発砲スチロールブロック
m3 1.05 

普通作業員
人

その他
式 1    

計 1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 76 コンクリート打設手間 1 m3号 単価表

特殊作業員
人

その他
式 1    

計 1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 77 コンクリート打設手間 人力打設　立上 1 m3号 単価表

特殊作業員
人

その他
式 1    

計 1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 78 エコケーブル
管内

EM-EEF1.6-2C 1 ｍ号 単価表

エコケーブル EM-EEF1.6-2C
ｍ 1.01 

雑材料
式 1    

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 79 金属線ぴ
2種金属線ぴ　A型

1個用スイッチボックス 1 個号 単価表

金属線ぴ 2種金属線ぴ　A型

1個用スイッチボックス 個 1    

雑材料
式 1    

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 80 金属線ぴ
2種金属線ぴ　A型

2個用スイッチボックス 1 個号 単価表

金属線ぴ 2種金属線ぴ　A型

2個用スイッチボックス 個 1    

雑材料
式 1    

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 81 埋込スイッチ 1P15A×1 1 個号 単価表

埋込スイッチ 1P15A×1
個 1    

取付枠
個 1    

新金属プレート 1～3穴、1連
個 1    

雑材料
式 1    

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 82 プルボックス
錆止め塗装

300×300×200　接地端子付 1 個号 単価表

プルボックス 錆止め塗装

300×300×200　接地端子付 個 0.42 

接地端子
個 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 83 埋込コンセント 2P15A×1 1 個号 単価表

埋込コンセント 2P15A×1
個 1    

取付枠
個 1    

新金属プレート 1～3穴、1連
個 1    

雑材料
式 1    

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 84 埋込コンセント 2P15A（E極）、接地端子付 1 個号 単価表

埋込コンセント 2P15A（E極）、接地端子付
個 1    

新金属プレート 1～3穴、1連
個 1    

雑材料
式 1    

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 85 CVケーブル撤去
管内　再使用しない

CV3.5-3C 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 86 CVケーブル撤去
コロガシ　再使用しない

CV3.5-3C 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 87 VVFケーブル撤去
管内　再使用しない

VVF1.6-3C 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 88 VVFケーブル撤去
コロガシ　再使用しない

VVF1.6-3C 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 89 VVFケーブル撤去
管内　再使用しない

VVF1.6-2C 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 90 VVFケーブル撤去
コロガシ　再使用しない

VVF1.6-2C 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 91 IV電線撤去
管内　再使用しない

IV2.0 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 92 電線管撤去
露出配管　再使用しない

E51 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 93 電線管撤去
露出配管　再使用しない

E25 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-129



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 94 金属線ぴ撤去
A型　再使用しない

40×30（溶融亜鉛メッキ） 1 ｍ号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-130



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 95 金属線ぴ撤去
A型　再使用しない

ジャンクションボックス 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 96 照明器具撤去
再使用しない

FL40W-1（金属線ぴ取付） 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 97 照明器具撤去
再使用しない

FL20W-1 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 98 照明器具撤去
再使用しない

FL15W-1 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 99 照明器具撤去
再使用しない

シーリングライト 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り

P-135



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 100 埋込スイッチ撤去
1P15A×1

再利用しない 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 101 埋込スイッチ撤去
1P15A×2

再利用しない 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 102 埋込スイッチ撤去
3W15A×2

再利用しない 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り

P-138



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 103 埋込コンセント撤去
2P15A×2

再利用しない 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 104 プルボックス撤去
錆止め塗装　再利用しない

200×200×200 1 個号 単価表

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 105 洋風大便器
洗浄タンク大便器　普通便座

二連紙巻器 1 組号 単価表

洋風大便器 洗浄タンク大便器　普通便座

二連紙巻器 組 1    

大便器取付費 タンク式　紙巻器

温水洗浄便座 組 1    

普通便座減算額 普通便座
組 1    

計 1組 当り

P-141



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 106 手洗器 壁掛手洗器　ハンドル水栓 1 組号 単価表

手洗器 壁掛手洗器　ハンドル水栓
組 1    

手洗器取付費 壁掛け
組 1    

計 1組 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 107 撤去工事 衛生器具設備工事 1 式号 単価表

配管工
人

その他
式 1    

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 108 給水管
SGP-VB

機械室・便所　20A 1 ｍ号 単価表

給水管一式 SGP-VB

20A 式 1    

配管工
人

ハツリ補修費
式 1    

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-144



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 109 給水管
SGP-VB

屋外配管　20A 1 ｍ号 単価表

給水管一式 SGP-VB

20A 式 1    

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 110 給水管
SGP-VD

地中配管　20A 1 ｍ号 単価表

給水管一式 SGP-VD

20A 式 1    

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 111 仕切弁
GV

10K　20A 1 個号 単価表

仕切弁 GV

10K　20A 個 1    

配管工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 112 弁桝 B-1 1 個号 単価表

弁桝
個 1    

特殊作業員
人

普通作業員
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 113 保温工事 1 式号 単価表

給水管保温 グラスウール　天井内

アルミガラス化粧筒　20A ｍ 1.3  

給水管保温 グラスウール　屋外露出

ステンレス鋼板　20A ｍ 2.8  

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 114 土工事 1 式号 単価表

根切り
m3 0.28 

埋戻し 改良土
m3 0.21 第 27 号単価表参照

土砂運搬工
m3 0.21 第 28 号単価表参照

発生土処理
m3 0.07 第 29 号単価表参照

埋戻し 川砂
m3 0.07 第 30 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 115 文字標識等 衛生　1000m2 1 式号 単価表

塗装工
人

その他
式 1    

計 1式 当り

P-151



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 116 はつり補修 28φ×200L 1 か所号 単価表

特殊作業員
人

その他
式 1    

計 1か所 当り

P-152



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 117 配管分岐・切断 1 式号 単価表

配管分岐 鋼管類　保温無　20A
か所 1    第 150 号単価表参照

配管切断 鋼管類　保温有　20A

アルミガラス化粧筒 か所 1    第 151 号単価表参照

配管切断 鋼管類　保温有　20A

ステンレス鋼板 か所 1    第 152 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 118 撤去工事 給水設備工事 1 式号 単価表

給水管撤去 SGP-VB

機械室・便所　20A ｍ 1.4  第 153 号単価表参照

給水管撤去 SGP-VB

屋外配管　20A ｍ 0.2  第 154 号単価表参照

保温材撤去 グラスウール　天井内

アルミガラス化粧筒　20A ｍ 1.4  第 155 号単価表参照

保温材撤去 グラスウール　屋外露出

ステンレス鋼板　20A ｍ 0.2  第 156 号単価表参照

保温材撤去 グラスウール　屋外露出

ステンレス鋼板　20A ｍ 0.2  第 157 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 119 排水管
VP

機械室・便所　50A 1 ｍ号 単価表

排水管一式 VP　50A
式 1    

配管工
人

ハツリ補修費
式 1    

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 120 排水管
VP

屋外配管　50A 1 ｍ号 単価表

排水管一式 VP　50A
式 1    

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 121 排水管
VP

機械室・便所　75A 1 ｍ号 単価表

排水管一式 VP　75A
式 1    

配管工
人

ハツリ補修費
式 1    

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 122 排水管
VP

屋外配管　75A 1 ｍ号 単価表

排水管一式 VP　75A
式 1    

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 123 排水管
RS-VU

地中配管　50A 1 ｍ号 単価表

排水管一式 RS-VU　50A
式 1    

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 124 排水管
RS-VU

地中配管　75A 1 ｍ号 単価表

排水管 RS-VU

地中配管　75A 式 1    

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-160



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 125 保温工事 1 式号 単価表

排水管保温 グラスウール　暗渠内

着色アルミガラスクロス　50A ｍ 0.7  

排水管保温 グラスウール　屋外露出

ステンレス鋼板　50A ｍ 0.7  

排水管保温 グラスウール　暗渠内

着色アルミガラスクロス　75A ｍ 1.5  

排水管保温 グラスウール　屋外露出

ステンレス鋼板　75A ｍ 0.7  

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 126 土工事 1 式号 単価表

根切り
m3 0.3  

埋戻し 改良土
m3 0.23 第 27 号単価表参照

土砂運搬工
m3 0.23 第 28 号単価表参照

発生土処理
m3 0.07 第 29 号単価表参照

埋戻し 川砂
m3 0.07 第 30 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 127 はつり補修 1 式号 単価表

はつり補修 75φ×200L
か所 1    第 158 号単価表参照

はつり補修 100φ×200L
か所 1    第 159 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 128 撤去工事 排水設備工事 1 式号 単価表

排水管撤去 VP

地中配管　50A ｍ 4.9  第 160 号単価表参照

排水管撤去 VP

地中配管　75A ｍ 2.3  第 161 号単価表参照

排水金物撤去 D-50
個 1    第 162 号単価表参照

計 1式 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 129 EF-1　排気ファン
パイプ用ファン

150φ×60m3/h×3Pa 1 台号 単価表

排気ファン パイプ用ファン

150φ×60m3/h×3Pa 台 1    

設備機械工
人

その他
式 1    

計 1台 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 130 コントロールスイッチ タイマー付き 1 個号 単価表

コントロールスイッチ タイマー付き
個 1    

電工
人

その他
式 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 131 ペントキャップ ステンレス製　150φ 1 個号 単価表

ペイントキャップ ステンレス製　150φ
個 1    

ペントキャップ取付費 150φ
個 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 132 ペントキャップ ステンレス製　150φ（FD付） 1 個号 単価表

ペントキャップ ステンレス製　150φ（FD付）
個 1    

ペントキャップ取付費 150φ
個 1    

防火ダンパー取付費 0.1m2以下
個 1    

計 1個 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 133 はつり補修 200φ×200L 1 か所号 単価表

特殊作業員
人

その他
式 1    

計 1か所 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 134 スパイラルダクト調整 1 ｍ号 単価表

ダクト工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 135 ダンプトラック運転 4t車 10 m3号 単価表

ダンプトラック運転工 ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 4t積級
日 第 163 号単価表参照

計 10 m3 当り

1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 136 バックホウ掘削積込 山積0.80m3(平積0.60m3) 100 m3号 単価表

土木一般世話役
人

普通作業員
人

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)運転 標準型 山積0.8/平積0.6m3

排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値) ｈ 第 164 号単価表参照

諸雑費
式 1    

計 100 m3 当り

1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 137 ダンプトラック運搬 100 m3号 単価表

ダンプトラック運転
日 第 165 号単価表参照

諸雑費（まるめ）
式 1    

計 100 m3 当り

1 m3 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 138 バックホウ（クローラ型）運転 1 日号 単価表

運転手（特殊）
人

軽油
L 119    

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ)[標準･ｸﾚｰﾝ機能
付き]

山積0.8m3(平積0.6m3)2.9t吊
日

諸雑費（まるめ）
式 1    

計 1日 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 139 バイブロハンマ施工による 鋼矢板打込み 10 枚号 単価表

土木一般世話役
人

とび工
人

普通作業員
人

バイブロハンマ杭打機運転 （陸上施工）
日 第 166 号単価表参照

諸雑費（率＋まるめ）
式 1    

計 10枚 当り

1枚 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 140 バイブロハンマ杭打機運転 （陸上施工） 1 日号 単価表

運転手（特殊）
人

軽油
L 484    

ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏ(単体)[油圧式･可変
超高周波型]

排ガス型（第３次）　振り子式　４７３ｋＮ

供用日 1.21 

ラフテレーンクレーン［油圧
伸縮ジブ型］

排出ガス対策型（第３次基準値）２５ｔ吊
供用日 1.21 

諸雑費（まるめ）
式 1    

計 1日 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 141 鉄筋工（太径鉄筋 10％未満）
10ｔ未満

一般構造物 1 ｔ号 単価表

鉄筋工 加工・組立共　一般構造物

R7月単位現場閉所 t 1    

計 1ｔ 当り

  全体補正値の算定（太径鉄筋）

     補正値=(1+S/100)*(K1*K2*K3*K4*K5~7)*T
           =(1+15/100)*(1*1*1*1*1)*1=1.15
     S   :施工規模による加算率 = 15 %
     K1  :時間的制約による補正係数 = 1
     K2  :夜間作業による補正係数 = 1
     K3  :トンネル内作業による補正係数 = 1
     K4  :法面作業による補正係数 = 1
     K5~7:太径鉄筋による補正係数 = 1
     T   :一般構造物による補正係数 = 1

P-177



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 142 ポンプ運転工
作業時排水　ポンプ1台

発動発電機 1 日号 単価表

特殊作業員
人

普通作業員
人

工事用水中ﾓｰﾀﾎﾟﾝﾌﾟ 普通型(潜水ﾎﾟﾝﾌﾟ) 口径φ50mm全揚程5m
日

発動発電機 ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ駆動 定格容量3kVA
日

諸雑費
式 1    

計 1日 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 143 据付・撤去工(開削水替工) 1 現場号 単価表

普通作業員
人

諸雑費
式 1    

計 1現場 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 144 振動ﾛｰﾗ(舗装用)運転
ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 運転質量0.5～0.6t

超低騒音型 1 日号 単価表

特殊作業員
人

軽油
L 3    

振動ﾛｰﾗ(舗装用) ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 運転質量0.5～0.6t

超低騒音型 供用日 1.23 

諸雑費
式 1    

計 1日 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 145 振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ運転 前進型 機械質量40～60kg 1 日号 単価表

特殊作業員
人

ガソリン レギュラー
L 5    

振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ 前進型 機械質量40～60kg
供用日 1.4  

諸雑費
式 1    

計 1日 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 146 タンパ運転 質量60～80kg 1 日号 単価表

特殊作業員
人

ガソリン レギュラー
L 4    

ﾀﾝﾊﾟ及びﾗﾝﾏ賃料 ﾗﾝﾏ 質量60～80kg
供用日 1.61 

諸雑費
式 1    

計 1日 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 147 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)運転
標準型 山積0.28/平積0.2m3

排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値) 1 ｈ号 単価表

運転手（特殊）
人

軽油
L 5.9  

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型) 標準型 山積0.28/平積0.2m3

排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値) ｈ

諸雑費
式 1    

計 1ｈ 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 148 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転
ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 2t積級

タイヤ損耗(良好) 1 日号 単価表

運転手（一般）
人

軽油
L 21    

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 2t積級
供用日 1.29 

タイヤ損耗費 2～3t

良好 供用日 1.29 

諸雑費
式 1    

計 1日 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 149 ダンプトラック運転 2t積 1 日号 単価表

運転手（一般）
人

軽油
L 21    

機械損料
供用日 1.29 

損耗日
供用日 1.29 

諸雑費
式 1    

計 1日 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 150 配管分岐 鋼管類　保温無　20A 1 か所号 単価表

給水管 SGP-VD

地中配管　20A ｍ 1    第 110 号単価表参照

配管工
人

その他
式 1    

計 1か所 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 151 配管切断
鋼管類　保温有　20A

アルミガラス化粧筒 1 か所号 単価表

給水管保温 グラスウール　天井内

アルミガラス化粧筒　20A ｍ 0.3  

配管工
人

保温工
人

その他
式 1    

計 1か所 当り
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名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 152 配管切断
鋼管類　保温有　20A

ステンレス鋼板 1 か所号 単価表

給水管保温 グラスウール　屋外露出

ステンレス鋼板　20A ｍ 0.3  

配管工
人

保温工
人

その他
式 1    

計 1か所 当り

P-188



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 153 給水管撤去
SGP-VB

機械室・便所　20A 1 ｍ号 単価表

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-189



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 154 給水管撤去
SGP-VB

屋外配管　20A 1 ｍ号 単価表

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-190



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 155 保温材撤去
グラスウール　天井内

アルミガラス化粧筒　20A 1 ｍ号 単価表

保温工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-191



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 156 保温材撤去
グラスウール　屋外露出

ステンレス鋼板　20A 1 ｍ号 単価表

保温工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-192



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 157 保温材撤去
グラスウール　屋外露出

ステンレス鋼板　20A 1 ｍ号 単価表

ダクト工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-193



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 158 はつり補修 75φ×200L 1 か所号 単価表

特殊作業員
人

その他
式 1    

計 1か所 当り

P-194



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 159 はつり補修 100φ×200L 1 か所号 単価表

特殊作業員
人

その他
式 1    

計 1か所 当り

P-195



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 160 排水管撤去
VP

地中配管　50A 1 ｍ号 単価表

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-196



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 161 排水管撤去
VP

地中配管　75A 1 ｍ号 単価表

配管工
人

その他
式 1    

計 1ｍ 当り

P-197



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 162 排水金物撤去 D-50 1 個号 単価表

配管工
人

その他
式 1    

計 1個 当り

P-198



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 163 ダンプトラック運転工 ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 4t積級 1 日号 単価表

軽油
L 34.8  

5.8*6

運転手（一般）
人

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 4t積級
ｈ

諸雑費
式 1    

計 1日 当り

P-199



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 164 ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)運転
標準型 山積0.8/平積0.6m3

排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値) 1 ｈ号 単価表

運転手（特殊）
人

軽油
L 15    

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型) 標準型 山積0.8/平積0.6m3

排出ｶﾞｽ対策型(第1次基準値) ｈ

諸雑費
式 1    

計 1ｈ 当り

P-200



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 165 ダンプトラック運転 1 日号 単価表

運転手（一般）
人

軽油
L 62    

ダンプトラック［オンロード
・ディーゼル］

１０ｔ積級
供用日 1.25 

タイヤ損耗費 １０ｔ積級　普通　供用日
供用日 1.25 

諸雑費（まるめ）
式 1    

計 1日 当り

P-201



名称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要

当り第 166 バイブロハンマ杭打機運転 （陸上施工） 1 日号 単価表

運転手（特殊）
人

軽油
L 473    

ﾊﾞｲﾌﾞﾛﾊﾝﾏ(単体)[油圧式･可変
超高周波型]

排ガス型（第３次）　振り子式　４７３ｋＮ

供用日 1.31 

クローラクレーン[油圧駆動ｳｲ
ﾝﾁ･ﾗﾁｽｼﾞﾌﾞ]

排出ｶﾞｽ対策型(2014年規制)50~55t吊
供用日 1.31 

諸雑費（まるめ）
式 1    

計 1日 当り

P-202
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 仕 様 書 

（適 用） 

第 1 条 この仕様書は、標記工事（以下、「工事」という。）に関し請負者

が遵守する請負契約約款及び千葉県県土整備部技術管理課監修の最新

版「土木工事共通仕様書・施工管理基準」（以下「共通仕様書」という。

令和 6 年 10 月 1 日改訂）のほかに、特に守らなければならない事項を

定めたものである。 

2  この工事の施工にあたっての一般的事項は、共通仕様書によるものと

する。 

 

（工事カルテ作成・登録） 

第 2 条 受注者は、受注時または変更時において工事請負代金額が 500 万円

以上の工事について、工事実績情報システム（CORINS）に基づき、受

注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として作成した「登録のため

の確認のお願い」をコリンズから監督職員にメール送信し、監督職員

の確認を受けたうえ、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除

き 10 日以内に、登録内容の変更時は変更があった日から土曜日、日曜

日、祝日等を除き 10 日以内に、完成時は工事完成後、土曜日、日曜日、

祝日等を除き 10 日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請をしなけ

ればならない。 

登録対象は、工事請負代金額 500 万円以上（単価契約の場合は契約

総額）の全ての工事とし、受注・変更・完成・訂正時にそれぞれ登録

するものとする。 

また、登録機関発行の「登録内容確認書」は、 コリンズ登録時に監

督職員にメール送信される。 

なお、変更時と工事完成時の間が 10 日間（土曜日、日曜日、祝日等

を除く）に満たない場合は、変更時の登録申請を省略できる。 

また、本工事の完成後において訂正または削除する場合においても

同様に、コリンズから発注者にメール送信し、速やかに発注者の確認

を受けた上で、登録機関に登録申請しなければならない。 

 

（建設副産物） 

第 3 条 「建設リサイクル推進計画 2020」及び「千葉県建設リサイクル推

進計画 2016 ガイドライン」に基づき、本工事に係る「再生資源利用計画書」

及び「再生資源利用促進計画書」を「建設副産物情報交換システム(ＣＯＢ

ＲＩＳ)」により作成し、施工計画書に含め各 1 部提出すること。また計画

の実施状況（実績）については、「再生資源利用実施書」及び「再生資源利



 
 

用促進実施書」、並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」を

入力システムにより作成し、出力した様式を各 1部提出するとともに、これ

らの記録を工事完成後 1年間保存しておくこと。 

2  建設副産物の処分に先立ち、「建設副産物処分承認申請書」を作成し、

提出すること。 

  3  建設廃棄物の処理を委託する場合は、運搬あるいは処理について許可

業者と各々建設廃棄物処理契約を締結し、「建設廃棄物処理委託契約

書」を監督職員に提示するとともに、同契約書の写しを提出すること。 

  4  建設副産物の処理終了後、速やかに「建設副産物処理調書」を作成し、

提出するとともに、実際に要した処理費等（受入伝票、写真等）を証

明する資料を監督職員に提出し確認を受けること。 

  5  建設廃棄物の処理にあたって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニ

ュフェスト方式による場合は、複写式伝票のＤ票及びＥ票の写しを提

出すること。 

     また、電子マニュフェスト方式による場合には、建設廃棄物の引渡

し時、運搬終了時及び処分終了時に登録した情報をパソコンにより印

刷し提出すること。 

  6  建設発生土 

     建設発生土のうち、処分するもの（81.9 ㎥ ）については、片道運搬

距離 13.0km の㈱マツヤ建材に搬出するのもとする。また、建設発生土

の処分については、仮置きについて考慮するものとする。 

 7  改良土 

     発生土のうち、図面等の指示により改良土を埋戻し材として利用す

る場合は千葉県知事の許可を得た改良プラントに発生土を搬出し、改

良土を得るものとする。発生土（142 ㎥ ）は片道運搬距離 4 ㎞の㈱大

勝工業に搬出し、処理するものとする。 

  8  建設廃棄物 

     本工事により発生する 

1）アスコン塊（6.20 ㎥ ）は、片道運搬距離 18 ㎞の前田道路㈱に

運搬し、処理するものとする。 

2）コンクリート塊（13.2 ㎥  ）は、片道運搬距離 7 ㎞の石建商事

㈱に運搬し、処理するものとする。 

3）舗装版切断作業時に発生する排水（0.20 ㎥  ）は、片道運搬距

離 23km の千葉丸辰道路㈱に運搬し、産業廃棄物の汚泥と廃アル

カリ（PH12.5 以上は特別管理産業廃棄物の廃アルカリ）の混合

物として処理するものとする。 

「建設副産物情報交換システム（COBRIS）」での登録は、「その他

の廃棄物」として登録する。 



 
 

9  運搬に先立ち受入条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。 

工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員

と協議するものとする。 

10  搬出先において、許可番号を示した看板と現場から搬出したことが明

らかとなるように廃棄物を積んだダンプトラックを写した写真を工事

写真として監督職員へ提出すること。 

11  石綿セメントの撤去作業については、「石綿障害予防規則」従うこと。 

（建設リサイクル法） 

第 4 条 特定建設資材の分別解体等・再資源化等の適正な措置については

次の各項によるものとする。 

2  本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成 12

年法律第 104 号）。以下「建設リサイクル法」という。」に基づく対象

建設工事であり、分別解体等及び特定建設資材廃棄物の再資源化等の

実施が義務付けられた工事として取り扱う。尚、建設工事請負契約書

「6.解体工事に要する費用等」については、契約締結時に発注者と請

負者の間で確認される事項であるため、発注者が条件明示した事項と

別の方法であった場合でも変更の対象としない。ただし、工事発注後

に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い

場合は、監督職員と協議するものとする。 

3  請負者は、特定建設資材の分別解体等・再資源化等が完了したときは、

建設リサイクル法第 18 条に基づき、以下の事項を書面に記載し、監督

職員に報告することとする。 

① 再資源化等が完了した年月日 

② 再資源化等をした施設の名称及び所在地 

③ 再資源化等に要した費用 

尚、書面に添付する資料は「千葉県建設リサイクル推進計画 2016 ガ

イドライン」に定めた様式 1〔再生資源利用計画書（実施書）〕及び様

式 2〔再生資源利用促進計画書（実施書）〕を使用するものとする。 

4   請け負おうとする建設業者からの事前説明は、次の各項によるもの

とする。 

1）法第 12 条で、対象建設工事を請け負うとする建設業を営むものは、

発注者に対し、対象建設工事の届出に関する事項を記載した書面（説

明書）を提出し説明を行うこととする。 

2）書面の提出は、契約に先立って行うこととする。 

3）書面は施工計画書に添付するものとする。 

 

（公衆災害） 

第 5 条 工事の施工にあたっては、「建設工事公衆災害防止対策要綱」に従



 
 

って行わなければならない。 

 

（公害対策） 

  第 6 条 工事着手７日前までに松戸市公害防止条例第 37 条に基づき特定

建設作業の実施の届出を市長に届けなければならない。 

2  本工事で使用する建設機械は、仕様書の第 10 条によるものを使用す

ること。 

3 車輪に付着した土砂は必ず場内で落とし、既成市街地の走行で剥離さ  

  せてはならない。 

 

（施工管理） 

第 7 条 本工事の施工管理は、共通仕様書及び本部仕様書の基準に及び規

格値によるものとする。ただし、工事の種類、規模、施工条件等が当該

施工管理基準により難い場合は、工事着手前の施工打合せ時に指示する。 

2 工事写真管理は、共通仕様書及び本部仕様書に記載される写真管理基 

  準による。 

3 工事記録の信頼性を高めるためにも工事写真に撮影年月日を明記す  

  ること。 

 

（工事中の安全確保） 

第 8 条 工事中の施工にあたっては、最新改訂版の「道路工事保安施設設

置基準」（昭和 40 年 10 月 14 日付け建関道管第 756 号 最終改定令和元

年 5 月 21 日付け国関整道管第 8 号）に基づき適切な交通管理を行うも

のとする。工事看板は、最終改定されたものを使用するものとする。た

だし、これによりがたい場合は、監督員と協議するものとする。 

2  工事施工中、又 1 日の作業を終了する際は、現場内の整理整頓を実施し、

原則として現場内に重機・材料等を置かないこと。やむを得ず現場内に

それらを置く場合は、通行の支障にならない地点を選定し、バリケー

ド・保安灯等の安全施設を設置し、監督員に報告すること。 

  3 夜間開放時に段差が生じる箇所については、安全に通行できる様な勾 

配ですりつけるとともに、予告板や保安灯を設置して安全管理に努め

る。  

  4 工事の施工に際し、地下埋設物件等が予想される場合は、その管理者と

現地立会いのうえ、当該物件の位置、深さ等を確認し、保安対策につ

いて十分打合せを行い、事故の発生を防止しなければならない。  

  5 請負者の責により地下埋設物物件等に損害を与えた場合は、速やかに監

督職員に報告するとともに関係機関に連絡し応急措置をとり、請負者

の負担によりこれを補修しなければならない。  



 
 

 6 埋設物件等の管理者不明のものがある場合は、監督職員に報告し、その処

置について、占用企業者全体の立会を求め、管理者を明確にしなければ

ならない。 

 

（工事現場管理） 

第 9 条 請負者は、工事の施工に当たっては、次の事項を遵守するものと   

する。 

1） 積載重量制限を越えて土砂等を積み込まず、また積み込ませないこ

と。 

2） さし枠装着車、不表示車等に土砂等を積み込まず、また積み込ませ

ないこと。 

3） 過積載車両、さし枠装着者、不表示車等から土砂等の引渡しを受け

る等過積載を助長することのないようにすること。 

4） 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着

車、不表示車等を土砂等運搬に使用している場合は、早急に不正状態

を解消する措置を講ずること。 

5） 建設発生土の処理及び骨材の購入等にあたって、下請け事業者及び

骨材納入業者の利益を不当に害することのないようにすること。 

6） 以上のことにつき、下請業者にも十分指導すること。 

 

（建設機械の使用） 

第 10 条 本工事において建設機械を使用する際は、「排出ガス対策型建設

機械指定要領（平成 3 年 10 月 8 日付け建設省経機発第 249 号最終改正

平成 13 年 3 月 30 日付け国総施第 51 号）」に基づき指定された排出ガス

対策型建設機械を使用すること。 

 

（安全・衛生対策関係） 

  第 11 条 施工に先立ち作成する施工計画書に、本工事の内容に応じた交

通整理員、安全器具等の具体的な配置計画を作成し、監督職員に提出

の上、承認後、施工にあたること。 

2  工事での切削又は消去した路面表示は、その日の作業終了までに必ず

復旧すること。復旧方法等については施工に先立ち監督職員と協議す

るものとする。 

3  工事看板は、デザインが更新されていることから、「路上工事の新看

板」（国土交通省ＨＰ参照）を参照し、新看板を設置すること。 

 

（安全・訓練等の実施） 

第 12 条 本工事の施工に際し、現場に即した安全・訓練等について、工



 
 

事着手後、原則として作業員全員の参加により下記の項目から実施内

容を選択し安全・訓練等を実施するものとする。 

1） 安全活動のビデオ等視覚資料による安全教育 

2） 本工事内容等の周知徹底 

3） 土木工事安全施工技術指針等の周知徹底 

4） 本工事における災害対策訓練 

5） 本工事現場で予測される事故対策 

6） その他、安全・訓練等として必要な事項 

2  施工に先立ち作成する施工計画書に、本工事の内容に応じた安全・訓 

練等の具体的な計画を作成し、監督職員に提出するものとする。 

3  安全・訓練等の実施状況をビデオ等は又は工事報告（工事日報）に記

録し報告するものとする。 

 

（環境対策） 

第 13 条 請負者は、千葉県が請負を開始している環境マネジメントシス 

テムの構成要素をなす「公共事業における環境影響の低減」を推進し、

達成をするため施工計画書《環境対策》内に独立した項目として「環

境に配慮した工事実施計画」について記載するものとする。 

2  本工事で使用する建設機械は、騒音防止及び排気ガス対策を施した機

械を使用するものとし、関係部署に届出をするとともに届出書の写し

を提出するものとする。これにより難い場合は、監督職員と協議する

ものとする。 

  3  舗装版掘削作業においては、騒音防止を施した機械を用いるものとす

る。尚、これにより難い場合は、監督職員の承諾を得なければならな

い。 

 

（工程管理） 

第 14 条 工事施工中の工程管理について、月初めに日報及び工程進捗状

況を工程表に記載し提出すること。 

2  他の工事に競合して工事を実施する際、当初作成した工程とのずれが   

生じた場合、その都度監督職員と打合せを行い工期内完成に努めるこ

と。 

3  作業時間は、原則として午前 8 時 30 分から午後 5 時までとするが、

現場ごとに監督職員、所轄警察署とよく調整を図ること。 

 

 

（住民への周知） 

第 15 条 沿線住民に対しては、工事の時期、時間、施工方法、迂回路等  



 
 

工事内容を十分に説明し、理解と協力を得た上で施工を開始すること。  

2   工事施工中、沿線住民から要望や質問等があった場合は、必ず現場代

理人が対応し、必要がある場合は監督職員に報告すること。 

 

（競合工事の調整） 

第 16 条 工事箇所が他工事と競合する場合は、事前に十分工程調整を実施 

し、工事が円滑に進捗するよう努めること。 

 

（週休２日制適用工事） 

   第 17 条 本工事は、週休２日制適用工事である。 

2  受注者は、現場閉所による週休２日工事として取り組むこと。なお、予

定価格には月単位の週休２日（４週８休以上）達成相当の経費を補正し

ている。 

3  週休２日制の実施にあたっては、「松戸市水道事業建設工事週休２日制

適用工事実施要領」に基づき行うこと。 

 

（熱中症対策に資する現場管理費の補正の試行工事）  

第 18 条 本工事は、熱中症対策に資する現場管理費の補正を試行する対象

工事とする。 

2  受注者は、契約後速やかに、本試行の適用について、監督職員と協議す

ること。 

3  工事の実施にあたっては、「松戸市水道事業熱中症対策に資する現場管

理費の補正の試行要領」に基づき行うこと。 

 

（情報共有システムの活用）  

第 19 条 本工事は、情報共有システムの対象工事である。 

2  受注者は、活用による生産性向上が見込まれないなどと判断される場合

は、監督職員との協議により、実施の有無を決定することとする。 

3  実施にあたっては「松戸市土木工事情報共有システム試行要領」に基づ

くものとする。 
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第１章 総則 

 

第１節 一般事項 

 

１ 適用範囲 

本仕様書は松戸市水道部工務課（以下、発注者という）が発注する下記工事に適用

し、特記なき限り本仕様書が優先するものとする。また、本工事は、県土整備部制定

「共通仕様書（土木工事共通編）」、日本水道協会制定「水道工事標準仕様書」に準拠す

るほか､本特記仕様書により施工するものとする。 

消防法による非常電源及び建築基準法による予備電源となる発電装置は、消防法及び

建築基準法に適合したものまたは、（一社）日本内燃力発電設備協会の認定証票が添付

されたものとする。 

 

工事名称：幸田配水場非常用発電設備新設工事 

工事場所：松戸市幸田 5 丁目 16 番地 他 1 ヶ所 

 

２ 適用規格・準拠基準 

電気事業法 

建築基準法 

消防法 

松戸市火災予防条例 

電気設備に関する技術基準を定める省令 

日本産業規格（JIS） 

日本水道協会規格（JWWA） 

日本電機工業会規格（JEM） 

電気規格調査会標準規格（JEC） 

陸用内燃機関協会規格（LES） 

日本内燃力発電設備協会（NEGA） 

電池工業会規格（SBA） 

水道施設設計指針（日本水道協会） 

水道施設耐震工法指針・解説（日本水道協会） 

労働安全衛生法（厚生労働省） 

内線規程 

コンクリート標準示方書（土木学会） 

騒音規制法 

松戸市公害防止条例 

公共建築工事標準仕様書 建築工事編・機械設備工事編・電気設備工事編（公共建築協会） 
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自家用発電設備耐震設計のガイドライン（日本内燃力発電設備協会） 

官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説（公共建築協会） 

建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター） 

その他関連法令、規格及び基準 

 

３ 関係法令等の遵守 

請負者（以下、受注者という）は、工事請負約款、建設業法、道路交通法、労働基準

法、職業安定法、労働災害補償保険法、建設工事公衆災害防止対策要綱、その他関係法

規及び発注者の条例、規則、工事の施工に関する諸法令を遵守しなければならない。 

 

４ 疑義の解釈 

仕様書及び設計図書に疑義を生じた場合は、発注者と受注者の協議による。仕様書及

び設計図書以外の細部については、監督職員の指示によるものとする。また、明示され

ていない軽微なもので、工事施工上当然必要な付帯工事は、受注者の責任において施工

する。 

 

５ 関係書類の提出 

受注者は指定の日までに発注者の定める様式による書類を提出する。 

提出した書類に変更を生じたときは、速やかに変更届を提出する。 

 

６ 委任及び下請負 

受注者は工事の全部または大部分を第三者に委任し、または請け負わせてはならな

い。ただし、受注者の書面による承諾を得た場合はこの限りでない。 

 

７ 現場代理人等 

受注者は現場代理人、主任技術者について、書面をもって発注者に届出て、承認を受

けなければならない。なお、現場代理人及び主任技術者はこれを兼ねることが出来る。 

現場代理人は、工事現場に常駐し、工事に関する一切の事項を処理するとともに常に

監督職員と緊密な連絡をとり、工事の円滑、迅速な進行をはかる。ただし、工事現場の

常駐について、発注者の承諾を受けた場合には、この限りでない。 

安全管理の不備により事故が発生した場合には受注者の責任において処理すること。 
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８ 官公署及び電力会社に対する手続き 

工事施工のため、必要な官公署（経済産業省 関東東北産業保安監督部、松戸市消防

局及びその他必要なもの）及び電力会社に対する手続きは、受注者が行うものとし、こ

れに要する費用は受注者の負担とする。 

なお、受注者はその結果を監督職員に報告しなければならない。 

 

９ 費用の負担 

材料及び工事の検査並びに工事施工に伴う測量、調査、試験、諸手続に必要な費用

は受注者の負担とする。 

また、軽微な工事についても受注者の負担とする。 

 

１０ 契約の変更 

工事内容、工期または、請負金額等について変更の必要があるときは、すみやかに発

注者と受注者の協議を行う。 

 

１１ 賠償の義務 

受注者は、工事のため発注者または第三者に損害を与えたときは、賠償の責めを負う

ものとする。ただし、天災、その他不可抗力によると考えられる場合は、契約約款に基

づき協議する。 

受注者の使用する労働者の行為またはこれに対する第三者からの求償については、発

注者は一切その責めを負わない。 

前２項の処理は、原則として受注者が行うものとする。 

 

１２ 工事標識等 

工事現場には見えやすい場所で、かつ交通安全上支障とならない場所に工事件名、工

事箇所、区間、期間、施工主体名、請負者、同電話番号を記載した工事標示板、その他

所定の標識を設置しなければならない。 

 

１３ 土地使用の承認 

受注者は現場事務所、材料置場、機械置場等について、公有地、私有地を使用する場合

は、その承認を受けなければならない。 

 

１４ 安全対策 

受注者は工事施工中、交通の妨害となる行為、その他公衆に迷惑を及ぼす行為のない

よう関係官公署の指示事項を遵守し、交通保安上十分な措置を講じなければならない。 

工事施工中は、地上、地下の既設物に支障をきたさないよう保護工を施し、もし既設

工作物に損傷を及ぼしまたは便宜上取外した場合等は、指定の期日内に完全に復旧しそ 
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の費用は全て受注者の負担とする。 

 

１５ その他 

契約書、設計図及び仕様書に示されていない事項であっても、製作据付工事施工上当

然必要と認められる軽微な事項については、受注者の負担で処理するものとする。 

請負契約後、工事施工途中において変更が生じる時は、監督職員の指示に基づき実施

するものとし、工事完成後速やかに変更図面及び数量計算書を作成し、提出すること。 

工事施工途中において、材料納品書・コンクリート強度試験表・品質管理資料・実工

程表・工事写真及びその他必要な書類は常に整理し、監督職員より要求があったとき

は、速やかに提出しなければならない。 

工事施工場所において地元関係者より工事に関する要望があった場合には、速やかに

監督職員に連絡するとともにその指示を受けること。 

 

１６ 健康診断 

水道法第 21 条による健康診断結果は、幸田配水場に入場するより前に監督職員に提

出すること。 
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第２章 非常用発電設備工事 

 

第１節 概要 

本工事は、幸田配水場非常用発電設備工事の新設工事である。 

発電機室に、非常用発電設備の新設及び場内屋外に地下タンクを新設する。 

また、小金浄水場中央監視設備にて、幸田配水場非常用発電設備の監視操作が可能なよ

うに機能増設を行う。 

本配水場は稼動中の施設のため、本工事により、他の設備等に影響を与えないように十

分注意し、既設の機能を損なうことなく、設備の機能増設を行うこと。既設設備の運用

及び他の工事に支障をきたさぬように施工すること。また、水運用に直接影響を与える

可能性がある場合、施工方法、施工手順について監督職員と十分協議した上で施工を行

うこと。 

 

第２節 施工計画書 

 

１ 施工計画書 

受注者は、工事着手前に工事目的物を完成されるために必要な手順や工法等について

の施工計画書を監督職員に提出しなければならいない。提出書類（検討項目）は、以下

を参考とし、監督職員と協議のうえ決定する。 

工事概要 工事名、工事場所（工場場所を含む）工期、請負代金、発注者、受注者、

工事内容（工事数量総括表と同じ） 

実施工程表 工事名、契約年月日、工期、計画工程 

現場組織表 現場組織、編成、命令系統、業務分担 

安全管理 安全管理体制、安全対策、異常気象時の防災対策、安全訓練の実施方法、

安全巡視の実施方法、安全活動方針 

指定機械 設計図書で指定のあった機械、監督職員が必要と認めた機械 

主要機材 工事に使用する機器及び主要器材（搬出入計画含む） 

施工方法 主な工種ごとの作業フロー、施工方法（耐震施工含む）、使用機械、仮設

備計画、工事用地等を含む 

施工管理計画 工程管理、出来形管理、品質管理、写真管理、段階確認、品質証明 

緊急時の体制及び対応 災害発生時の体制、事故発生時の連絡系統図 

交通管理 交通対策、交通処理、過積載防止 

環境対策 大気汚染、水質汚濁、振動、騒音等の対策 

現場作業環境の整備  

再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 

諸官庁許認可届出リスト 

その他 契約図書及び監督職員の指示で、施工計画書に記載を必要とするもの 



 

6 
 
 

第３節 承諾図及び完成図書 

 

１ 承諾図 

この仕様書並びに添付図書に記載する事項は、主要事項のみを示すものであるため、

受注者は承諾図を提出し監督職員の承諾を得てから機器製作に着手しなければならな

い。 

なお、承諾図の提出部数は 2 部（返却用 1 部を含む）とする。 

２ 完成図書 

完成図書には、承諾図に下記のものを追加し 3 部提出するものとする。 

完成図書の製本については、金文字黒表紙製本とする。 

(1)機器性能特性図 

(2)試験成績書 

(3)機器取扱説明書 

(4)その他監督職員の指示するもの 

 

第４節 材料 

 

１ 材料の規格 

主な使用材料はすべて日本産業規格（JIS）、電気規格調査会標準規格（JEC）、日本電

機工業会規格（JEM）、内線規程、公共建築工事標準仕様書 建築工事編・機械設備工事

編・電気設備工事編（公共建築協会）のいずれかに適用しなければならない。 

２ 仕様材料の検査及び承諾 

工事用材料は、使用前に検査を受け合格したものでなければならない。使用材料につ

いては、使用前に承諾されたものでなければならない。 

材料検査に際して、受注者はこれに立ち会わなければならない。立ち会わない場合

は、受注者は検査に対し異議を申し立てることはできない。 

検査及び試験のため、使用に耐えられなくなったものは、所定数量に算定してはなら

ない。 

材料検査に合格したものであっても、使用時になって損傷や変質したときは新品と取

替え再び検査を受けなければならない。 

 

第５節 試験及び検査 

 

１ 試験及び検査 

工事完了後は監督職員立会いのうえ、総合試験及び各種検査を実施する。     

機器及び付属品の試験は、工場試験と現場試験に区別して行うものとする。工場試験
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は機器製作完了後、その製作工場において実施し、現場試験はすべての機器を現場に

据付完了後、各種試験を行うものとする。 

なお、各種試験は原則として監督職員立会いのうえ実施するものとし、事前に検査日

時、検査場所等の必要項目を記入し、監督職員に提出することとする。 

工場検査及び試運転は発注者への納入品以外のものであってはならない。 

監督職員が必要と認めた場合は、公共または権威ある試験所、その他の機関の材料試

験成績書及び検査合格証明書を提出するものとする。 

工場検査を省略された機器材料についても監督職員の指定したものについては、試験

成績書を提出するものとする。 

機器の試験及び検査は原則として監督職員の立会いのもとに行うが、当該機器が公認

の規格による汎用品である時はその成績表を提出して承諾を受けるものとする。 

試験に要する費用はすべて受注者の負担とする。 

 

第６節 試運転及び運転指導 

 

１ 試運転及び運転指導 

工事完了後、現場試験を実施する場合には受注者は責任ある専門技術者を現場に派遣

し、監督職員と打合せのうえ試運転の実施に当たること。 

試運転実施日及び期間については、監督職員の指示によるものとする。 

試運転成績書は速やかにまとめて必要部数を発注者に提出すること。 

試運転調整に要する費用はすべて受注者の負担とする。 

試運転終了後、受注者は直ちに専門技術者を派遣して設備の運転に備え、運転に関す

る資料を提出すること 

期間は原則として 10 日以内とする。 

指導員の派遣費用は受注者の負担とする。 

 

第７節 調査事項、その他 

 

１ 受注者は設計図書及び数量計算書に示された数量の確認を行い、監督職員の指示があ

る場合には出来高調書を作成し提出しなければならない。 

 

２ 産業廃棄物の処理については、関係法令に基づき許可を受けた処分場にて処分を行う

こととする。 

 

３ 処分を証明する下記資料を監督職員に提出することとする。 

収集運搬、最終処分業の許可証の写し。 

産業廃棄物処理契約書の写し。 
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産業廃棄物処理業者の許可証の写し。 

処分数量を確認できる資料（マニュフェスト管理票）。 

また、工事の施行に当たり受注者は、既設機材撤去及び建築改修工事前に、石綿

（アスベスト）が使用されていないか調査を行い、監督職員に報告を行うこと。石綿

（アスベスト）の撤去作業を行う場合は、大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿予

防規則、廃棄物の処理及び清掃に関する法律等を遵守すること。 

 

第８節 主要機器構成 

１ 非常用発電設備 1 式 

２ 排気消音器 1 式 

３ 給気消音器 1 式 

４ 排風消音器 1 式 

５ 給油口ボックス 1 面 

６ 燃料移送ポンプ 2 台 

７ 地下タンク液位計 1 台 

８ 地下タンク 1 基 

９ 補機盤 1 面 

１０ 幸田配水場 400V 動力電源盤機能増設 1 式 

１１ 幸田配水場 高圧受電盤機能増設 1 式 

１２ 幸田配水場 コントローラ盤（1）（2）機能増設 1 式 

１３ 幸田配水場 テレメータ送信装置（子局）盤機能増設 1 式 

１４ 小金浄水場 テレメータ送信装置（親局）盤機能増設 1 式 

１５ 小金浄水場 HIS1、2 操作卓機能増設 1 式 

１６ 小金浄水場 Web サーバ機能増設 1 式 

 

第９節 工事範囲 

１ 第８節記載の機器製作 

２ 第８節記載の機器据付工事 

３ 機器間の配管、配線工事 

４ 試験調整 

５ その他上記に伴う諸工事 

 

第１０節 機器特記仕様 

  本工事における非常用発電設備の概略仕様について、以下に示す。 

発電設備定格出力     200kVA 

              （幸田配水場の配水ポンプ最大 2 台運転可能とする） 

原動機           ディーゼル機関（長時間形） 
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始動方式          電気始動 

冷却方式          機付ラジエータ式 

使用燃料          軽油 

燃料タンク         地下タンク 

              （コンクリート製の筐体内にタンクを収納し、空間に 

は乾燥砂を充填） 

運転時間         幸田配水場の運用で 72 時間運転可能とする 

騒音対策          幸田配水場騒音規制基準 用途地域：第 1 種低層住居

専用地域の夜間最小 40dB を遵守 

中央監視設備        幸田配水場及び小金浄水場中央監視設備で運転監視可

能とする 

 

１ 非常用発電設備 

(1)数 量 1 式 

(2)型 式 屋内キュービクル式 

(3)構 造 

本装置は、低圧の発電装置とし、発電機、原動機、発電機盤（自動始動、充電器

盤を兼ねる）、始動制御用蓄電池及び付属タンクを共通台床に搭載するものとする。 

また防音パッケージ内に収納する。 

(4)発電機 

定格出力 200kVA 

定格電圧 420V 

周波数 50Hz 

相数及び線数 3 相 3 線 

定格の種類 連続 

(5)原動機 

機 関 ディーゼル機関 

定格出力 発電機に整合すること。 

潤滑方式 強制潤滑方式 

周波数 50Hz 

相数及び線数 3 相 3 線 

定格の種類 連続 

燃料の種類 軽油 

(6)始動及び制御用蓄電池 

型 式 制御弁式（MSE） 

容 量 機関の始動、制御に十分なもの 
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(7)充電器                始動 5 回を行った後、制御用を含め使用 

                        した電力を 24 時間以内に充電できるもの 

とする 

(8)燃料小出槽（下部タンク） 

燃 料 軽油 

付属品 漏油フロートスイッチ 

(9)防音パッケージ 

防音性能 75dB 以下 

(10)付属装置及び付属品 

冷却水ポンプ(機付) 1 式 

潤滑油ポンプ(機付) 1 式 

潤滑油冷却器 1 式 

潤滑油こし器 1 式 

潤滑油圧力計 1 式 

燃料こし器 1 式 

回転計 1 式 

冷却水流水計(接点付) 1 式 

冷却水温度スイッチ 1 式 

潤滑油温度計 1 式 

排気温度計 1 式 

調速機 1 式 

過給機（機関形式による） 1 式 

燃料噴射ポンプ 1 式 

機関直属諸管及び継手 1 式 

プライミングポンプ（駆動装置付） 1 式 

ターニング装置(始動方式により付属) 1 式 

共通台床 1 式 

保守用具（専用工具、特殊工具） 1 式 

製作者の標準付属品 1 式 

標識類 1 式 

その他必要なもの            1 式 
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２ 排気消音器 

(1)数 量 1 式 

(2)構 造 三連構造 

(3)適用原動機 発電装置原動機による 

(4)消音性能  50dB 以下 

(5)付属装置                ダクト類 

(6)その他必要なもの            1 式 

 

３ 給気消音器 

(1)数 量 1 式 

(2)構 造 縦型消音器 

(3)給気能力 252m3/min 以上 

(4)給気ファン （1.5ｋW 参考） 

(5)防音性能 50dB 以下 

(6)付属装置 防火ダンパ（接点付き） 

                      ダクト類 

 (7)その他必要なもの           1 式 

 

４ 排風消音器 

(1)数 量 1 式 

(2)構 造 縦型消音器 

(3)換気能力 227m3/min 以上 

(4)換気ファン （1.5ｋW 参考） 

(5)防音性能 50dB 以下 

(6)付属装置 防火ダンパ（接点付き） 

                                       ダクト類 

(7)その他必要なもの            1 式 

 

５ 給油口ボックス 

(1)数 量 1 面 

(2)型 式 屋外壁掛型 SUS 製 

(3)盤面取付用品 

名称板 1 式 

その他必要なもの 1 式 

(4)盤内収納器具 

給油口   65A 1 個 

液位タンク液位計変換器スペース 1 式 
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ローリーアース端子 1 式 

その他必要なもの 1 式 

 

６ 燃料移送ポンプ 

(1)数 量 2 台 

(1 台当たり) 

(2)構 造 安全防爆形 

(3)絶縁種別 E 種以上 

(4)形 式 歯車またはコロイド式 

(5)駆動方式 電動機直結 3φ3W200V 50Hz 0.4kW 

(6)口 径 25A 

(7)ポンプ吐出量 29L/min 以上 

(8)ポンプ揚程 0.25Mpa 以上 

(9)付属装置 吐出圧力計 

 (10)その他必要なもの           1 式 

 

７ 地下タンク液位計 

(1)数 量 1 台 

(2)型 式 フロート式（防爆型） 

(3)取付方法 フランジ取り付け 

(4)付属品 変換器（給油口ボックス内に収納） 

(5)その他必要なもの 1 式 

 

８ 地下タンク 

(1)数 量 1 基 

(2)型 式 地下貯蔵タンク式 

(3)タンク容量 4、000L 

(4)主要材質 鋼板製 

(5)付属装置 

注油口金物（配管共） 1 式 

吸油逆止弁（配管共） 1 式 

漏洩検査管口（配管共） 1 式 

油タンク蓋（配管共） 1 式 

通気金物（配管共） 1 式 

保護筒、固定バンドその他必要な付属品 1 式 

除水器 1 式 

名称板 1 式 
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10 型消火器（格納箱収納） 2 本 

タンク蓋（重耐仕様） 2 枚 

標識類 1 式 

 (6)その他必要なもの（燃料等）       1 式 

 

９ 補機盤 

(1)数 量 1 面 

(2)型 式 屋内自立型 

(3)主要盤内機器  

主幹用配線用遮断器 3P50AF 1 台 

充電器用電源送り配線用遮断器 3P50AF  1 台 

200V 0.4kw 直入れ回路 2 台 

200V 1.5kw 直入れ回路 2 台 

制御電源 1kVA 及び一次二次遮断器 1 式 

その他必要なもの 1 式 

(4)主要盤面器具 

交流電圧計  1 式 

切換スイッチ 1 式 

操作スイッチ 1 式 

故障表示灯 1 式 

その他必要なもの 1 式 

 

１０ 幸田配水場 400V 動力電源盤機能増設 

(1)数 量  1 式 

(2)機能増設内容 

発電設備給電時における復電時において、復電自動制御を行わないための機能増設 

停復電制御回路の変更  １式 

非常用発電設備新設に伴う接続端子の変更  １式 

その他必要な機能増設  １式 

 

１１ 幸田配水場 高圧受電盤機能増設 

(1)数 量  1 式 

(2)機能増設内容 

発電設備給電時における復電時において、復電自動制御を行わないための機能増設 

保護連絡回路の変更（不足電圧RYによる制御） １式 

その他必要な機能増設  １式 
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１２ 幸田配水場 コントローラ盤（1）（2）機能増設 

(1)数 量  1 式 

(2)機能増設内容 

非常用発電設備の新設に伴う入出力項目の追加及びLCD画面の変更 1式 

テレメータ送信装置（子）との信号授受 1式 

発電設備運転時の配水ポンプ運転負荷制限ソフトウエアの追加     1式 

(3)入出力点数 

 
接点入力 

DI 

計測入力 

AI 

パルス入力 

PI 

制御出力 

DO 

設定出力 

AO 
備考 

今回増 27 点程度 6 点程度 1 点程度 4 点程度 －  

(4)その他必要なもの  1 式 

 

１３ 幸田配水場 テレメータ送信装置（子局）盤機能増設 

(1)数 量  １式 

(2)機能増設内容 

非常用発電設備の新設に伴うテレメータ送信装置（親局）との伝送信号項目を増設 

(3)入出力点数 

 子局側 

接点入力 

DI 

子局側 

計測入力 

AI 

子局側 

パルス入力 

PI 

親局側 

制御出力 

DO 

親局側 

設定出力 

AO 

備考 

今回増 27 点程度 6 点程度 1 点程度 4 点程度 －  

(4)その他必要なもの  1 式 

 

１４ 幸田配水場 テレメータ送信装置（親局）盤機能増設 

(1)数 量  １式 

(2)機能増設内容 

非常用発電設備の新設に伴うテレメータ送信装置（子局）との伝送信号項目を増設 

(3)入出力点数 

 子局側 

接点入力 

DI 

子局側 

計測入力 

AI 

子局側 

パルス入力 

PI 

親局側 

制御出力 

DO 

親局側 

設定出力 

AO 

備考 

今回増 27 点程度 6 点程度 1 点程度 4 点程度 －  

(4)その他必要なもの  1 式 
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１５ 小金浄水場 HIS1、2 操作卓機能増設  

(1)数 量  １式 

(2)機能増設内容 

非常用発電設備の新設に伴う増設する管理項目のプロセス画面、帳票項目を追加 

管理項目の増設  1式 

プロセス画面の増設   1式 

帳票項目の増設   1式 

(3)入出力点数 

 
表示項目 

DI 

操作項目 

AI 

パルス項目 

PI 

操作項目 

DO 

設定項目 

AO 
帳票項目 

今回増 27 点程度 6 点程度 1 点程度 － 4 点程度 18 点程度 

(4)その他必要なもの  1 式 

 

１６ 小金浄水場 Web サーバ機能増設 

(1)数 量  １式 

(2)機能増設内容 

非常用発電設備新設に伴うWebサーバの管理項目の増設 

(3)入出力点数 

 
表示項目 

DI 

操作項目 

AI 

パルス項目 

PI 

操作項目 

DO 

設定項目 

AO 
帳票項目 

今回増 1 点程度 － － － － － 

(4)その他必要なもの 1 式 

 

第１１節 工事一般仕様 
 

１ 材料 

(1) 電線類 

１）   ケーブル・電線及び付属品 

ア ケーブル・電線の種類 

ケーブル・電線は、JIS 及び JCS 製品とし、下記による。 

(ｱ) 高圧ケーブルは、架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル

（CE）またはトリプレックス形（CET）を使用すること。 

(ｲ) 低圧ケーブルは、公称 2.0 ㎜２以上の架橋ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチ

レンシースケーブル（CE）、トリプレックス形（CET）を使用すること。 

(ｳ) 制御用ケーブルは、原則として公称断面積 1.25 ㎜２以上の制御用ポリエチレ

ン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（CEE）を使用すること。ただし

機器盤等の端子がコネクタの場合はこの限りではない。 



 

16 
 
 

(ｴ) 計装用ケーブルは、専用ケーブル若しくはコネクタ付多心ケーブルを使用す

る場合を除き公称断面積 1.25 ㎜２以上の遮へい付ポリエチレン絶縁耐燃性ポ

リエチレンシースケーブル（CEE-S）を使用すること。 

イ 端末処理材 

ケーブルの端末処理材は、原則として JCAA 製品とする。 

ウ 圧着端子 

圧着端子類は、JIS 製品とする。 

エ その他付属品は、原則として JIS 製品とする。 

(2) 電線・ケーブル保護材 

（引用先：電気設備技術基準、内線規程、公共建築工事標準仕様書 電気設備工事

編） 

ア 配管及び付属品 

 

材料の名称及び規格は、下記による。 

区 分 名 称 規  格 備 考 

金属管 鋼製電線管 JIS Ｃ 8305  

〃 金属製可とう電線管 JIS Ｃ 8309  

合成樹脂管 波付硬質合成樹脂管 JIS Ｃ 3653  

    

注：(ｱ) 付属品は、配管に適合したものとする。 

(ｲ) 金属製可とう電線管は、MAS 製品を使用できる。 

(3) プルボックス 

構 造 

ア 屋外に取付けるプルボックスは、ステンレス製とし、本体と蓋の間には吸湿性

が少なく、かつ劣化しにくいパッキンを設けた防水形とする。 

イ プルボックスの下面に、水抜き穴を設ける。 

ウ 蓋の止めネジは、ステンレス製とする。 

エ ステンレス製プルボックスの板厚さは下記による。 

オ ステンレス製プルボックスの板厚は 1.2mm 以上とする。 

カ プルボックス内部に接地端子座による、接地端子を設ける。 
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２ 施工 

(1) 配電盤等の据付（引用先：電気設備技術基準、内線規程） 

ア コンクリート基礎に据付ける盤類は、コンクリートの養生を十分に行った後、

堅固に据付けるものとする。なお、アンカーボルトはステンレス製とする。 

(2) 配線工事（引用先：電気設備技術基準、内線規程） 

ア ケーブル布設 

ケーブルを曲げる場合は、被覆が傷まないように行い、その屈折半径（内側半

径とする。）は下表によること。 

 

ケーブルの屈折半径 

ケーブルの種別 単心以外のもの 単心のもの 

低圧ケーブル 仕上り外径の６倍以上 仕上り外径の８倍以上 

低圧遮へい付ケーブル 仕上り外径の８倍以上 仕上り外径の 10 倍以上 

〔備考〕トリプレックス形の場合は、より合せ外径をいう 

 

イ 管内配線 

(ｱ) 通線する際には、潤滑材として絶縁被覆をおかすものを使用してはならない｡ 

(ｲ) 通線は、通線直前に管内を清掃し、ケーブル等の被覆を損傷しないように養

生しながら行うこと。 

ウ ケーブルラック配線 

(ｱ) ケーブルは整然と布設し、原則として水平部では 3ｍ以下、垂直部では 1.5ｍ

以下の間隔ごとに支持すること。 

  (ｲ) 特定の子桁に重量が集中しないように布設すること。 

エ 端末処理等及び導電部の接続等 

(ｱ) 公称断面積 60 ㎟以上の低圧ケーブルの端末処理は、規格材料を用いて行うこ

と。また、60 ㎟未満の低圧ケーブルは、自己融着テープ及び電気絶縁用ビニ

ールテープ等を用いて、ケーブルの絶縁物及びシースと同等以上の効力を有

するように絶縁処理を行うこと。 

なお、機器類側の接続端子等の条件から、規格の端末処理材を使用すること

が困難な低圧ケーブルは、監督職員の承諾を得て他の方法で端末処理すること

ができる。 

(ｲ) ケーブル端末には、ケーブル仕様、太さ、負荷名称等を入力したラベルを貼

付けること。 

なお、幹線ケーブルの端末には、合成樹脂製またはファイバ製の名札を付け、

行き先表示をすること。 
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(ｳ) 制御ケーブルは、電気絶縁用ビニールテープ等を用いて、端末処理を行うこ

と。 

(ｴ) 機器類の各端子へのつなぎ込みは、原則として丸形の圧着端子で行うこと 

(ｵ) 低圧動力ケーブルの各心線は相色別を行うこと。 

(ｶ) 制御ケーブルの各心線は、端子記号と同じマークを刻印したマークバンドま

たはチューブを取付けること。なお、端末には絶縁カバーを使用すること。 

(ｷ) 配電盤に引込むケーブルは適切な支持物に堅固に固定し、接続部に過大な応

力がかからないようにすること。 

(ｸ) 配電盤はケーブル引込み後、開口部をパテ等でふさぎ防湿、防虫処理を行う

こと。 

(ｹ) ケーブルの直線接続は原則として行ってはならない。ただし、やむを得ない

場合は、監督職員の承諾を得て行うことができる。 

オ 金属管工事 

露出配管の布設は下記による。 

(ｱ) 管を支持する金物は、ステンレス製で管数、管の配列及びこれを支持する箇

所の状況に応じたものとする。 

(ｲ) 管を支持する金物は、スラブその他の構造体に堅固に取付けること。 

(ｳ) 管は天井及び壁面に直接触れないように布設し、2ｍ以下の間隔で支持するこ

と。なお、支持金物は、その小口で床上 2.5ｍ以下の部分は保護キャップを取

付けること。 

(ｴ) 管を構造物の伸縮部分を渡って施設する場合は、伸縮を考慮すること。 

(ｵ) 湿気の侵入するおそれがある場合は、侵入防止処置を施すこと。 

(ｶ) 原則として、通路となる床面に配管してはならない。やむを得ない場合は、

監督職員の承諾を得て、衝撃及び荷重を直接受けないように防護措置を施す

こと。 

(3) コンクリート工事  

ア コンクリート工事は、土木学会『コンクリート標準示方書』（最新版）に準拠

し、水密コンクリートに適した配合、打設方法、養生方法並びに打継目の位置等

に留意して、ひび割れ制御には万全を期すこと。  

イ 本工事に使用するコンクリートは、レディミクストコンクリート（以下レミコン

という）とし、重要度の低いものについては、監督職員の承認を受けて現場機械

練コンクリートを使用することが出来る。  

ウ レミコンは、JIS－A－5308 によること。また、JIS 指定工場の製品とする。 

エ 粗骨材は砂利または砕石とし、JIS－A－5005 に適合したものとする。  

オ 受注者は、あらかじめ下記の設計条件を考慮して、示方配合案を作成し、監督職

員の承認を得ること。示方配合を現場配合に直す場合は、水密コンクリート（水

セメント比 55％以下を標準）を重視した配合とし、監督職員立ち会い試験により
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決定すること。コンクリートの種類は、鉄筋コンクリート、無筋コンクリート、   

均しコンクリートとし、それらの配合は次のとおりとする。また、混和剤を使用

する場合は、監督職員の承認を得ること。 

(ｱ) 鉄筋コンクリート 設計基準強度 24N/ｍｍ2 以上（24－12－25）  

(ｲ) 無筋コンクリート・均しコンクリート 設計基準強度 18Ｎ/ｍｍ2 以上（18－

12－25）  

カ テストピースは現場と標準の各３個以上とすること。なお、コンクリートの試験

費はすべて受注者の負担とする。 

キ 構造物は完全なる水密性を要求している。したがって、施工をするにあたり、コ

ンクリートの打設方法、打継目の処理方法等コンクリート打設計画書を提出し、 

監督職員の承認を得ること。また、打設計画書には、特に下記事項について   

検討し、ひび割れ制御に万全を期さなければならない。  

(ｱ) 打ち込み区画、順序  

(ｲ) 運搬、打ち込み方法、打ち込み時間（時間あたりの打ち込み量）  

(ｳ) 施工目地位置と方法  

(ｴ) 養生の期間及び方法  

(ｵ) その他、監督職員が必要と認めたもの  

ク コンクリート打設 

(ｱ)  コンクリートの打設は、あらかじめ監督職員より鉄筋、型枠の検査を受け、合

格した後とする。  

(ｲ) コンクリートを受け取るホッパー及び運搬設備、その他工具類は全て清掃し、

清掃に用いた水が型枠内に流れ込まないよう注意しなければならない。  

(ｳ) コンクリートの運搬または打設中に材料の分離を認めたコンクリートは使用し

てはならない。  

(ｴ) 施工継目における止水要領については、あらかじめ監督職員の承認を得るこ

と。 

(ｵ) 一区画内のコンクリートは、これを完了するまで連続して打設しなければなら

ない。また、単体構造物に使用するレミコンは、一社製品を継続して使用する

こと。 

ケ 締固め  

コンクリートは打設中またはその直後、振動機で十分これを締固め、コンクリー

トが鉄筋の周囲、型枠の隅々に行き渡るようにしなければならない。  

コ コンクリートの継目  

(ｱ) 請負人が提出し、監督職員に承認されたコンクリート打設計画書に定められた

継目の位置及び構造等はこれを遵守しなければならない。  
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(ｲ) コンクリート打継目は、原則として水平継目とし、ＲＣ構造部は止水板を全て

設置する。やむを得ず鉛直継目を必要とする場合は、監督職員の承認を得て、

止水板を入れなければならない。  

(ｳ) 硬化したコンクリートに新しいコンクリートを打ち継ぐ時は、その打ち込み前

に型枠を締め直し、硬化したコンクリートの表面を粗にし、ゆるんだ骨材、品

質の悪いコンクリート、レイタンス及び雑物等を完全に除き、表面に十分な湿

潤を与えなければならない。  

(ｴ) 次に硬化したコンクリートの面にセメントペーストまたはコンクリート中のモ

ルタルよりも富配合のモルタルを塗りつけ、直ちにコンクリートを打ち、旧コ

ンクリートとよく密着するよう施工しなければならない。  

(ｵ) 水平打ち継目では、上昇してくる分離水によって品質の悪いコンクリートにな

らないように特に注意しなければならない。品質の悪いコンクリートが出来た

時は、その部分を取り除かなければならない。  

(ｶ) 施工継目に止水板を用いるときは、幅 150ｍｍ、厚 6ｍｍ以上の鉄板（ブチルゴ

ム被覆）をコンクリート部材中央に直線状に入れる。 

サ 養生  

(ｱ) コンクリートの打設後、日射、乾燥、荷重、衝撃等の有害な影響を受けないよ

う十分保護しなければならない。  

(ｲ) コンクリートの露出面は、むしろ、布、砂等をぬらしたもので、これを覆うか

または散水して、常に湿潤状態に保たなければならない。  

(ｳ) コンクリートの養生期間は、打設後、最低５日間の長期湿潤養生を継続するこ

ととし、早期脱枠による隅部の欠損や、セパレータの振動によるゆるみから漏

水の原因とならぬよう十分注意すること。  

シ 表面仕上げ  

(ｱ) コンクリート構造物の頂壁、床版で特に仕上げを明示していなくとも、コンク

リート打設後一定時間を経た後金ゴテにて表面仕上げを行い、平滑に仕上げな

ければならない。  

(ｲ) コンクリート打設後、万一乾燥収縮等によるひび割れが生じた場合は、水密性

を確実にするために当該個所をＶカットしたのちに、シリコン系シーリング材

によるコーキングを施工しなければならない。コーキングは請負人の負担によ

り監督職員の指示する時期に施工しなければならない。  

ス 構造部開口部の処理  

(ｱ)  構造物を管等が貫通する部分は管据付後、コンクリート打設を行うことを原則

とするが、コンクリート打設後管を据付けるときは、必要な開口部を設け、ま

た図面に明示していなくても、開口部周囲には補強筋を入れなければならな

い。 
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(ｲ) 管据付後のコンクリート充填に当っては、十分配管周囲に行きわたるよう締固

めなければならない。  

(4) モルタル  

ア セメントの計量は１バッチごとに重量で行わなければならない。ただし、監督職

員の承認を受けた場合は容量で計算することが出来る。  

イ モルタルの練り混ぜは、機械練りを原則とする。  

ウ モルタル塗りの施工にあたっては、次のようにしなければならない。  

(ｱ)  下地コンクリートは、型枠の目違いによるはらみ出し、型枠の不揃い、その他

起因する突部をはつり取って整形すること。  

(ｲ)  コンクリート面は、ワイヤーブラシ等で引っ掻きながら清水で清掃し、表面に

付着しているごみ、セメント等を完全に除去するとともによく吸収させるこ

と。  

(ｳ) コテ塗りは、面、かどに注意し、コテむら、地むら等のないよう塗り付けるこ

と。  

(ｴ)  伸縮目地を必要とする場合はあらかじめ目地棒で通りよく仕切り、仕上げ後目

地棒を取り去り、目地仕上げを行うこと。  

(ｵ)  床面を施工する場合は、コンクリート打ち込み後なるべく早く取りかかるこ

と。打ち込み後日数の経ったコンクリートに施工する場合は入念に清掃し、セ

メントペーストを十分流し、ほうき類でかきならした後、塗り付けること。  

エ その他の事項については、前項（3）のコンクリートの項を準拠する。  

(5) 鉄筋  

ア コンクリート工事に使用する鉄筋は、JIS－G－3112 に規定する SD295 熱感圧延

異形棒鋼を使用することを原則とする。なお、試験成績表を提出し、監督職員の

承認を得ること。  

イ  鉄筋は設計図にのっとり正確に、また材質を傷つけないように加工しなければな

らない。なお、加工に先立って原則として加工図を作成し、承認を受けなければ

ならない。  

ウ 鉄筋の組立  

(ｱ)  鉄筋は組立前に清掃し、浮きサビ、その他鉄筋とコンクリートの付着を害する

おそれのあるものは取り除かなければならない。  

(ｲ) 鉄筋の交叉点は鉄線、または適当なクリップで緊結しなければならない。  

(ｳ)  鉄筋と型枠との間隔はスペーサ、うま、吊金具等によって正しく保たれなけれ

ばならない。かぶりについては図面通りとする。  

エ 鉄筋の継手  

(ｱ) 鉄筋の継手は、原則として重ね継手とする。ただし設計図に示されたものまた

は監督職員の指示したものについては、ガス圧接継手とする。  

(ｲ)  引張鉄筋の継手は相互にずらし、同一断面に集めてはならない。  
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(ｳ) ガス圧接継手をする場合は、建築学会『溶接工作基準』ならびに、日本圧接協

会「鉄筋のガス圧接」によって行うこと。なお、監督職員が必要と認めるとき

は施工中抜取り試験を行うことがある。  

オ  鉄筋の定着長は設計標準図に示す長さ以上とする。  

カ  やむを得ず臨時的に開口を設ける場合は、あらかじめ監督職員と協議し、その位

置、大きさを決め、十分な鉄筋でこれを補強しなければならない。また、これに

要する費用は全て請負人の負担とする。  

キ  設計図に明示がなくても、当然必要と認められる鉄筋については、請負人の負担

でこれを設けなければならない。  

ク  検査  

(ｱ) 鉄筋組立後、監督職員の検査を受けなければならない。  

(6) 型枠  

ア  型枠は鋼製及び合板製とする。仕上げの種類によって最適な型枠の選定を行い、

監督職員の承認を受けなければならない。  

イ 鋼製型枠パネルは、JIS－A－8652、鋼管支柱は JIS－A－8651 による。  

ウ  型枠緊結用セパレータは、漏水防止のため止水構造のものを使用する。  

エ  特に指定のない場合でも、コンクリートの角に面取りが出来る構造としなければ

ならない。  

オ 型枠組立  

(ｱ)  型枠は設計図に示されたコンクリートの位置、形状及び寸法に正しく一致さ

せ、堅固で荷重、乾燥及びバイブレーターの影響によって、狂いのおこらない

構造としなければならない。また、型枠は足場、遣方等の仮設物と連結させて

はならない。  

(ｲ) 一度使用した型枠は、再びこれを使用する前にコンクリートに接触する面をよ

く清掃しなければならない。  

(ｳ)  型枠の内側に塗る油は、汚色を残さない鉱油または監督職員の承認を受けたも

のを使用し、鉄筋の配置前に塗るものとする。  

カ 型枠の取外し  

(ｱ) 型枠の取外しは、必ず監督職員の承認を受けて行い、コンクリートに損傷を与

えないように注意して取外さなければならない。  

(ｲ)  型枠の取外しとともに、防水、木コン処理、目違い処理等を行い、監督職員の

承認を受けなければならない。  

キ 検査  

(ｱ)  型枠は組立後、コンクリート打設前に監督職員の検査を受けなければならな

い。 

(7) 掘削工  

ア 地下埋設物等のある場合は、原則として試掘を行って位置を確認する。 
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イ 地下水位の高い場合は、水替えを考慮する。 

ウ 市街地においては、特に地域住民の生活環境等に配慮する。 

エ 1.5m を超える掘削工には、土留め工を標準とする。 

オ 地下水位以深の掘削に先立ち、ボイリング、ヒービング対策を検討する。 

(8) 埋戻し工及び締固め工  

ア 埋戻しに用いる材料は、改良土とする。ただし、地下水位が高い場合には、再生

砂を使用すること。 

イ 埋戻し材料が所定の締固め度を得られる施工方法を採用すること。 

(9) 残土処理  

ア 運搬車の選定に当たっては、運搬土砂量・運搬期間・運搬経路及び走行頻度等に

ついて十分な検討を行わなければならない。 

イ 建設副産物で再生利用できるものは、でき得る限り再生利用するよう努めなけれ

ばならない。 

ウ 産業廃棄物は、その運搬及び処理・処分が適正になされるよう、十分注意しなけ

ればならない。 

(10) 土留め工  

ア 土留めの検討を実施するにあたり、掘削の深さ、掘削を行っている期間、工事区

域の地質条件、地下水位の状況、周辺地域の環境条件等を総合的に勘案して、土

留め工の必要性とその形式及び全工事(仮設から本工事まで)の工期並びに経済性を

十分に考えたうえで、安全かつ確実に工事ができるよう工法を決定すること。 

イ 工事における作業時間外の転落防止の対策等を監督職員と協議し、対策を行うこ

と。 

(11) 矢板根入れ長の算定  

ア 矢板の根入れ長は、次の各項による必要長さを検討し、その最大値を採用しなけ

ればならない。 

(ｱ) 掘削によって生ずる矢板の土圧に対する安定 

(ｲ) ヒービングに対する安定 

(ｳ) ボイリングに対する安定 

(12) 既製杭工  

ア 施工計画書、施工記録 

受注者は、あらかじめ杭の打止め管理方法（ペン書き法による貫入量、リバウン

ドの測定、柱頭計測法による動的貫入抵抗の測定など）等を定めて、施工計画書

に記載し、施工に当たり施工記録を整備及び保管し、監督職員の請求があった場

合は、遅滞なく提示するとともに、検査時までに監督職員へ提出しなければなら

ない。 
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イ 既製杭工の杭頭処理 

受注者は、既製杭工の杭頭処理に際しては杭本体を損傷させないように行わなけ

ればならない。 

ウ 既製杭工の打込み工法の選定 

受注者は、既製杭工の打込み方法、使用機械等については、打込み地点の土質条

件、立地条件及び杭の種類に応じたものを選ばなければならない。 

エ 打込みキャップ等 

受注者は、コンクリート既製杭工の打込みに際し、キャップは、杭径に適したも

のを用いるものとし、クッションは、変形のないものを用いなければならない。 

オ 杭頭損傷の補修 

受注者は、既製杭工の施工に当たり、杭頭打込みの打撃等により損傷した場合

は、杭の機能を損なわないように補修し、又は取り替えなければならない。 

カ 打込み不能の場合の処置 

受注者は、既製杭工の施工に当たり、設計図書に示された杭先端の深度に達する

前に打込み不能となった場合は、原因を調査ずるとともに、設計図書に関して監

督職員と協議しなければならない。 

また、支持力の測定値が、設計図書に示された支持力に達しない場合は、受注者

は、設計図書に関して監督職員と協議しなければならない。 

キ 中掘り杭工法による既製杭工施工 

受注者は、中掘り杭工法で既製杭工を施工する場合、掘削及び沈設中は、土質性

状の変化や杭の沈設状況などを観察し、杭先端部及び杭周辺地盤を乱さないよう

に沈設するとともに、必要に応じて所定の位置に保持しなければならない。 

また、先端処理については、試験杭等の条件に基づいて、管理を適正に行わなけ

ればならない。 

ク 既製コンクリート杭の施工 

既製コンクリート杭の施工については、次の事項によるものとする。 

(ｱ) 受注者は、杭の適用範囲、杭の取扱い及び杭の施工法分類は、JIS－A－7201

（遠心力コンクリートくいの施工標準）の規格によらなければならない。 

(ｲ) 受注者は、杭の打込み及び埋込みは、JIS－A－7201（遠心カコンクリートくい

の施工標準）の規定による。 

(ｳ) 受注者は、杭の継手は、JIS－A－7201（遠心カコンクリートくいの施工標準）

の規定による。 

ケ 杭支持層の確認・記録 

受注者は、既製コンクリート杭の施工に当たり、JIS－A－7201（遠心カコンクリ

ートくいの施工標準）の 8 施工 8.3 くい施工による施工で、「8. 3.2 埋込み工法」

を用いる施工の先端処理方法が、セメントミルク噴出攪袢方式又はコンクリート

打設方式の場合は、杭先端が設計図書に示された支持層付近に達した時点で支持



 

25 
 
 

層の確認をするとともに、確認のための資料を整備及び保管し、監督職員の請求

があった場合は遅滞なく提示するとともに、・検査時までに監督職員へ提出しなけ

ればならない。 

セメントミルクの噴出攪袢方式の場合は、受注者は、過度の掘削や長時間の攪袢

などによって杭先端周辺の地盤を乱さないようにしなければならない。 

また、コンクリート打設方式の場合においては、受注者は、根固めを造成する生

コンクリートを打ち込むに当たり、孔底沈殿物(スライム)を除去した後、トレミー

管などを用いて杭先端部を根固めしなければならない。 

コ 既製コンクリート杭の先端処理 

既製コンクリート杭の先端処理をセメントミルク噴出攪袢方式による場合は、杭

基礎施工便覧に示されている、工法技術又はこれと同等の工法技術によるものと

し、受注者は、施工に先立ち当該工法技術について、設計図書に関して監督職員

の承諾を得なければならない。 

ただし、最終打撃方式及びコンクリート打設方式については、この限りではな

い。 

サ セメントミルクの水セメント比 

受注者は、既製コンクリート杭の施工に当たり、根固め球根を造成するセメント

ミルクの水セメント比が設計図書に示されていない場合は、60%以上かつ 70%以

下としなければならない。掘削時及びオーガ引上げ時に負圧を発生させてボイリ

ングを引き起こす可能性がある場合は、杭中空部の孔内水位を常に地下水位より

低下させないよう十分注意して掘削しなければならない。 

また、攪伴完了後のオーガの引上げに際して、吸引現象を防止する必要がある場

合には、貧配合の安定液を噴出しながらゆっくりと引き上げるものとする。 

 

３ 耐震施工 

(1) 非常用発電設備 

非常用発電設備における耐震施工について、水道施設耐震工法指針・解説より、

以下の関係法令、指針及び対策等を考慮し、施工を行うこと。機器等の固定時の

地震力やアンカーボルトの選定等の詳細について、受注者により、機器仕様決定

後に、計算を行い、選定し、監督職員の承認を受けなければならない。 

ア  関係法令等 

    非常用発電設備の耐震設計及び施工にあたっては、「自家用発電設備耐震設計のガ

イドライン」（日本内燃力発電設備協会）、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準

及び同解説」（公共建築協会）、「建築設備耐震設計・施工指針」（日本建築センタ

ー）等に準拠すること。 

イ  機器等の固定 
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    非常用発電設備及び補機盤は、地震動で破損、転倒、移動等が起こらないように

据え付ける。 

(ｱ) 局部震度法による設備機器の地震力 

     水平方向および鉛直方向の設計用地震力は以下により算出し、これらの力が設

備機器の重心に同時に作用したときに、設備機器の移動、転倒、破損等が起こ

らないように固定する。 

(ｲ) アンカーボルトの選定 

     アンカーボルトの選定については、「建築設備耐震設計・施工指針」（（一財）日

本建築センター）の第 1 編、第 3 章および第 4 章を参考にして、アンカーボル

ト 1 本当たりの引抜き力 Rb、せん断応力度τ及びせん断力 Q を求めて、許容

応力度法により適切な工法と直径を求める。 

ウ  漏油対策 

燃料貯留槽及び小出槽が地震動で破損した場合、漏油による火災の発生、環境へ

の悪影響が考えられるため、燃料貯留槽及び燃料小出槽の周囲に防油堤を設置す

る。（「危険物の規制に関する規則」を参照） 

    今回は、地下タンクは、消防許可がとられている工法の地下タンクピット式（内

部一重殻タンク）で、小出槽は、パッケージ型自家発電装置下部に収納とし、下

部が防油堤構造となる。 

  エ 配管の支持・固定 

    非常用発電設備、地下燃料タンクの配管は、できるだけ短くし、配管の材質を検

討するとともに伸縮可撓管を設けて、地震発生時に支持構造物と共振しないよう

に適切な位置で支持・固定する。特に、壁貫通部や槽付近は、伸縮可撓管を設置

する。 

   オ 給排気ダクト、消音器等の固定 

    給排気ダクト、消音器等は、破損、落下、移動等が起きないように強固に固定す

る。 

給排気ダクトや消音器等の取付けは、耐震支持や三方向振れ止め等の対策を講じ

る。また、重量の大きい設備機器は固定支持とし地震動でも破損、落下、移動等

が生じないように強固に固定する。 

  カ 燃料タンク 

    オイルタンク等の地下式壁構造物は、建築基準及び消防法等の建築物関連規定に

適合させる。検証方法は、荷重、材料、応力分析、耐震設計、断面照査、基礎

等、すべて建築基準に適合させる。 

(2) 発電機室 

       水道施設耐震工法指針・解説より、発電機室は、すべて建築基準に適合させる。

検証方法は、荷重、材料、応力分析、耐震設計、断面照査、基礎等、すべて建築

基準に適合させる。 
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第１２節 運転操作方案 

 

１ 運転操作方案 

次項に、参考の運転操作方案を示す。詳細は、打合せにより、決定とする。 

 



今回新設する、非常用発電設備の運転操作方案を示す。

本運転操作方案は、標準的に機器の運転操作の概要を示しているものであり、

詳細については、打合せにより、決定する。

(1)運転方式

運転方式の表現は、操作場所、切換方式、条件及び符号で表現する。

 　ア　操作場所の表し方

該当する操作場所内にある切換スイッチ（ＣＯＳ）、操作スイッチ（ＣＳ）を1点鎖線で囲み、

操作場所を明記する。

 　イ　切換方式、操作方式の表し方

切換スイッチ（ＣＯＳ）、操作スイッチ（ＣＳ）等の符号にて明記する。

 ウ　運転条件

運転に必要な各条件を明記する。

 エ　制御機器の表し方

制御機器の制御状態と共に明記する。

１　運転操作方案

ＣＯＳ
： 切換スイッチ 〔 Ｚ ： 操作場所を記入 〕

Ｚ Ｚ

操作方式を記入 〕
Ｚ Ｚ

ＣＳ
： 操作スイッチ 〔 Ｚ ： 操作方式を記入 〕

Ｚ Ｚ

ＳＳ＋ＭＳ
： 2挙動スイッチ 〔 Ｚ ：

操作方式を記入 〕
Ｚ Ｚ

ＰＢＳ
： 押釦スイッチ 〔 Ｚ ： 操作方式を記入 〕

Ｚ Ｚ

ＳＳＷ
： スナップスイッチ〔 Ｚ ：

Ｙ

Ｘ
： 制御機器 〔 Ｘ ： 機器名称 Ｙ ： 状態 〕
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 オ　各種条件符号の表し方

信号の流れ

信号の分岐

信号の授受なし

 カ　員　数

ＣＳ、ＣＯＳ、ＳＳ等の員数については、記入無い場合は１個とする。

1  / 1 / 1

 全体員数

 今回員数

 既設員数

(2)表示方式

 ア　表示方式の表現は、該当する項目に○印を記入する。

分類は下記の3区分とする。

(ア)運転・状態表示

(イ)運転操作

(ウ)故障・異常表示

 イ　停止条件の表し方

Ｋ：投入インターロック

Ｔ：遮断

Ｓ：遮断不可

： ：

：

：

：

：

ＡＮＤ
ＡＮＤ

ＯＲ
Ｏ Ｒ

ＮＯＴ
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 設 備 名 称

 機 器 名 称 台 台 台

非常用発電設備 容　量 200kVA

非常用発電設備 既　設 - 今回 1 全　体 1

非常用発電設備
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 設 備 名 称

 機 器 名 称 台 台 台

非常用発電設備自動運転（買電停電時）

停電確認タイマー

投入遅延タイマー

非常用発電設備自動運転（買電復電時）

※運転管理者により、手動で復電操作とする。

　買電復電(27R)

　非常用発電設備継続運転で給電

　買電停電(27R)

　T

非常用発電設備　始動

非常用発電設備　電圧確立

　T

DT-MC(83RG)非常用発電設備側

非常用発電設備で給電

非常用発電設備 容　量 200kVA

非常用発電設備自動運転（買電停電時） 既　設 - 今回 1 全　体 1
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 設 備 名 称

 機 器 名 称 台 台 台

小金浄水場

非常用発電設備

×-/1/1

×-/1/1

×-/1/1

×-/1/1

OR

OR

（不足電圧継電器）

×1

OR

AND

（停電確認タイマー）

運転管理者による

手動復電操作

- 今回 1 全　体

非常用発電設備 容　量 200kVA

非常用発電設備 1既　設

COS

現場

CS

停止 始動

27

停電 復電

T

HIS

HIS

停止 始動

手動 自動

中央

非常用発電設備

停止 始動
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状
態

故
障

操
作

PRT
状
態

故
障

手動 〇

自動 〇

半自動 〇

現場 〇 〇

中央 〇 〇

準備完了 ○ ○

始動中 ○ ○

始動 ○ ○

停止 ○ ○

手動-自動 切換SW 〇

現場-中央 切換SW 〇

始動-停止 操作SW 〇 〇

過速度 T ○ ○ ○

潤滑油圧低下 T ○ ○ ○

始動渋滞 T ○ ○ ○

過電流 T ○ ○ ○

過電圧 T ○ ○ ○

発電電流 ○ ○

発電電圧 ○ ○

発電電力 ○ ○

発電電力量 ○ ○

発電力率 ○ ○

発電周波数 ○ ○

運
転
 
・
 
状
態
表
示

故
障
・
異
常
表
示

計
器
類

幸田配水場 小金浄水場

項　　　　目
停止

条件

運
転
操
作

備　考
発
電
設
備

補
機
盤

HIS-1,2卓 Web端末
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 設 備 名 称

 機 器 名 称 台 台 台

非常用発電設備 容　量 200kVA

燃料系統 既　設 - 今　回 1 全　体 1

非常用発電設備
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 設 備 名 称

 機 器 名 称 台 台 台

補機盤

 (共用)

×-/1/1 ×-/1/1

×-/1/1

OR

OR

OR ・保護リレー動作中でない(MCCB,THry)

・燃料用緊急遮断弁緊急閉でない。

AND

非常用発電設備 容　量 0.4kW

停止 運転

1号 自交

ＣＯＳ

手動 自動

ＣＳ

停止

ＣＯＳ

燃料移送ポンプ 既　設 - 今　回 2 全　体 2

運転

  搭載タンク液位による自動運転

NOT

ポンプ

2号
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燃料移送ポンプ

状
態

故
障

操
作

PRT
状
態

故
障

手動

自動

運転 ○ ○

停止 ○ ○

手動－自動 切替SW ○ 共用

1号-自動交互-2号 切換SW ○

停止－運転 操作SW ○

過負荷 Ｔ 〇 ○ 〇

搭載タンク液位異常高 〇 〇 〇

搭載タンク液位低 〇 〇 〇

搭載タンク漏液 〇 〇 〇

燃料タンク液位異常高 〇 〇 〇

燃料タンク液位高 〇 〇 〇

燃料タンク液位異常低 〇 〇 〇

受電電圧 〇

地下タンク液位 〇 〇

項　　　　目
停止

条件

計
 
器
 
類

運
 
転
 
・
 
状
 
態
 
表
 
示

備　考
発
電
設
備

補
機
盤

給
油
B
O
X

HIS-1,2卓 Web端末

小金浄水場幸田配水場

運
 
転
 
操
 
作

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示
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 設 備 名 称

 機 器 名 称 台 台 台

補機盤

 (共用)

×-/1/1

×-/1/1

OR

OR

燃料供給弁 既　設 - 今　回 1 全　体 1

非常用発電設備 容　量 -

ＣＯＳ

手動 自動

ＣＳ

閉 開

燃料移送ポンプに連動し開閉

燃料供給弁

閉 開
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燃料供給弁

状
態

故
障

操
作

PRT
状
態

故
障

手動

自動

閉 ○ ○

開 ○ ○

手動－自動 切替SW ○ 共用

閉－開 操作SW ○

備　考
発
電
設
備

補
機
盤

HIS-1,2卓 Web端末

小金浄水場

項　　　　目
停止

条件

幸田配水場

運
 
転
 
・
 
状
 
態
 
表
 
示

運
 
転
 
操
 
作

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

計
 
器
 
類

38



 設 備 名 称

 機 器 名 称 台 台 台

補機盤

 (共用)

×-/1/1

×-/1/1

OR

OR

OR ・搭載タンク液位異常高で緊急閉

AND

緊急遮断弁

燃料用緊急遮断弁 既　設 - 今　回 1 全　体 1

非常用発電設備 容　量 -

閉 開

NOT

ＣＯＳ

手動 自動

ＣＳ

閉 開

燃料移送ポンプに連動し開閉
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燃料用緊急遮断弁

状
態

故
障

操
作

PRT
状
態

故
障

手動

自動

閉 ○ ○

開 ○ ○

手動－自動 切替SW ○ 共用

閉－開 操作SW ○

燃料用緊急遮断弁 閉 ○ ○

停止

条件

幸田配水場 小金浄水場

備　考
発
電
設
備

補
機
盤

HIS-1,2卓 Web端末項　　　　目

計
 
器
 
類

運
 
転
 
・
 
状
 
態
 
表
 
示

運
 
転
 
操
 
作

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示
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 設 備 名 称

 機 器 名 称 台 台 台

補機盤

 (共用)

×-/1/1

×-/1/1

OR

OR

OR ・保護リレー動作中でない(MCCB,THry)

・給気防火ダンパー閉でない。

AND

停止 運転

既　設 - 今　回 1 全　体 1

容　量 1.5kW非常用発電設備

ＣＳ

停止 運転

非常用発電設備に連動し運転

ＣＯＳ

手動 自動

給気ファン

NOT

給気ファン
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給気ファン

状
態

故
障

操
作

PRT
状
態

故
障

手動

自動

運転 ○ ○ ○

停止 ○ ○ ○

手動－自動 切替SW ○ 共用

停止－運転 操作SW ○

過負荷 Ｔ ○ ○ ○

給気防火ダンパー閉 Ｔ ○ ○ ○

計
 
器
 
類

備　考
発
電
設
備

補
機
盤

項　　　　目
停止

条件

HIS-1,2卓

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

幸田配水場 小金浄水場

Web端末

運
 
転
 
・
 
状
 
態
 
表
 
示

運
 
転
 
操
 
作
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 設 備 名 称

 機 器 名 称 台 台 台

補機盤

 (共用)

×-/1/1

×-/1/1

OR

OR

OR ・保護リレー動作中でない(MCCB,THry)

・排風防火ダンパー閉でない。

AND

停止 運転

ＣＯＳ

手動 自動

ＣＳ

停止 運転

非常用発電設備に連動し運転

NOT

排風ファン

非常用発電設備　 容　量 1.5kW

排風ファン 既　設 - 今　回 1 全　体 1
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排風ファン

状
態

故
障

操
作

PRT
状
態

故
障

手動

自動

運転 ○ ○ ○

停止 ○ ○ ○

手動－自動 切替SW ○ 共用

停止－運転 操作SW ○

過負荷 Ｔ ○ ○ ○

排風防火ダンパー閉 Ｔ ○ ○ ○

計
 
器
 
類

運
 
転
 
・
 
状
 
態
 
表
 
示

運
 
転
 
操
 
作

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

項　　　　目
停止

条件

幸田配水場 小金浄水場

備　考
発
電
設
備

補
機
盤

HIS-1,2 Web端末
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 設 備 名 称

 機 器 名 称 - 台 1 台 1 台

非常用発電設備運転時には、配水ポンプ及び各制御の運転制限を行う。

非常用発電設備運転時の圧力一定制御設定値、流量一定制御設定値は、打ち合わせにより決定する。

配水ポンプの最大運転台数　2台の制限

配水ポンプ圧力一定制御の設定値の制限

配水ポンプ流量一定制御設定値の制限

全　体

非常用発電設備　 容　量 200kVA

機能増設（負荷制限） 既　設 今回
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図　面　目　録

　ＰＥ-01 幸田配水場案内図 1/2,500 　AA-01 建築改修工事特記仕様書（その１） FREE

　ＰＥ-02 幸田配水場一般平面図(今回） 1/150 　AA-02 建築改修工事特記仕様書（その２） FREE

　ＰＥ-03 システム構成図（今回） FREE 　AA-03 建築改修工事特記仕様書（その３） FREE

　ＰＥ-04 非常用発電設備計装フローシート（今回） FREE 　AA-04 建築改修工事特記仕様書（その４） FREE

　ＰＥ-05 単線結線図（今回） FREE 　AA-05 建築改修工事特記仕様書（その5） FREE

　ＰＥ-06 非常用発電設備配管系統図 FREE 　AA-06 建築改修工事特記仕様書（その6） FREE

　ＰＥ-07 補機盤等外形図 1/10 　AA-07 改修キープラン 1/100・200

　ＰＥ-08 接地系統図(今回） FREE 　AA-08 改修項目表・改修仕上表 FREE

　ＰＥ-09 機器配置配管図（今回） 1/50 　AA-09 改修平面図　　 1/50

　ＰＥ-10 場内配線図（今回） 1/100 　AA-10 改修断面図１ 1/50

　ＰＥ-11 場内配線図（撤去） 1/100 　AA-11 改修断面図２ 1/50

　ＰＥ-12 地中電路掘削断面図 1/20 　AA-12 改修立面図 1/50

　ＰＥ-13 地下タンク外形図 1/15 　AA-13 改修展開図１　（改修前） 1/50

　ＰＥ-14 地下タンク躯体図 1/20 　AA-14 改修展開図２　(改修前) 1/50

　ＰＥ-15 配線表（今回・撤去） FREE 　AA-15 改修展開図３ （改修後） 1/50

　ＰＥ-16 機器搬入計画図（1／2） (参考） 1/100 　AA-16 改修展開図４ (改修後) 1/50

　ＰＥ-17 機器搬入計画図（2／2） (参考） 1/100 　AA-17 改修天井伏図 1/50

　Ｃ-01 地下燃料タンク構造図 1/50 　AA-18 改修建具表 1/50

　Ｃ-02 地下燃料タンク土留め工図 1/50 　AA-19 改修床伏図 1/30

　Ｃ-03 地下燃料タンク杭詳細図 1/50 　AA-20 雑詳細図１ 1/20

　Ｃ-04 地下燃料タンク配筋図（1） 1/30 　AA-21 雑詳細図２ 1/10・20

　Ｃ-05 地下燃料タンク配筋図（2） 1/30 　AA-22 雑詳細図３ 1/5・20

　Ｃ-06 地下燃料タンク配筋図（3） 1/30 　AS-01 壁塞ぎ配筋要領図 1/30

　Ｃ-07 地下燃料タンク配筋図（4） 1/30 　AS-02 杭伏図・床廻り雑配筋図 1/30

　Ｃ-08 場内整備図（1）更新時 1/100 　AS-03 コマ基礎構造特記仕様書 FREE

　Ｃ-09 場内整備図（2）撤去時 1/100 　AS-04 コマ基礎配列図 1/10・30

　Ｃ-10 地下燃料タンク仮設計画図（参考） 1/100 　AE-01 建築電気設備特記仕様書 FREE

　AE-02 建築電気設備工事　照明器具図 FREE

　AE-03 建築電気設備工事　改修平面図 1/50

　AM-01 建築機械設備特記仕様書 FREE

　AM-02 建築機械設備工事　改修平面図 1/50

縮　　尺図　番 図　　面　　名　　称 縮　　尺 図　番 図　　面　　名　　称
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は、既設機能増設を示す。2.
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1. 本図は全て今回工事を示す。
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本図は、全て今回工事を示す。1.
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E
 
 
5
.
5
s
q

I
E
 
 
5
.
5
s
q

I
E
 
 
5
.
5
s
q

中
継
端
子
盤

計
装
変
換
器
盤

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

<TMT1> <TB-1> <KP1> <CTR2>

（
子
局
）
盤

２
０
０
Ｖ
動
力
制
御
盤

<LC200>

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

<CTR1>

(2) (2)

I
E
 
 
1
4
s
q

ED

EB接地極

ED2接地極

EC(400V機器）

IE 60sq

IE 60sq

EA2接地極

IE 60sq

ET1接地極

IE  14sq

IE 60sq

ET2接地極

IE  14sq

EB接地極

20kVA

I
E
 
2
2
s
q

非
常
用
発
電
設
備

I
E
 
3
.
5
s
q

補
機
盤

I
E
 
1
4
s
q
 
(
V
E
2
2
)

給
油
口
ボ
ッ
ク
ス

100Ω以下

EA接地母線

EC(400V)接地母線

ED2接地母線

EB接地母線

EC(計装)接地母線

I
E
 
2
2
s
q

I
E
 
3
.
5
s
q

I
E
 
1
4
s
q

I
E
 
5
.
5
s
q

自家発電機室 電気室

I
E
 
2
2
s
q

は、今回工事を示す。

は、撤去工事を示す。

1.
2.

注記

特記なきは既設を示す。3.

EC(VVVF)接地極

FREE

号

番

面

図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名

接地系統図（今回）

PE-08

PE-17

接地系統図（今回） S=FREE

幸田配水場非常用発電設備新設工事



燃料返油管

燃料移送管
通気管

排風用開口
1800w×550h
H=1FL+2550(下端）

給気用開口
1400w×700h
H=1FL+200(下端）

2,3001,000

SGP40A

SGP25A
SGP32A

燃料移送管 SGP25A

5

6

7

2
,
0
0
0

6,000 6,000

5

6

7

8

10

9

1

2

3

4

15 16

1718

C B A

31 32

33

34

35

36

37

38

42

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

配管トラフ

給油管 SGP65A

C B

6,000

41

C-C断面図

1
,
8
5
0

1,4001,800775 1,575

1
,
1
5
0

1
,
4
0
0

450

燃料移送管 SGP25A

燃料返油管 SGP40A

燃料移送管 SGP25A

4
5
0

燃料返油管

燃料移送管 3
0
0

1
0
0

H=1FL-350(芯）

1,200

4
0
0

b 小配管用コア抜き100φ×1
H=1FL-350(芯）

3
0
04
7
5

1
5
0 C

a 小配管用コア抜き100φ×1
H=1FL-350(芯）

b 小配管用コア抜き100φ×1
a 小配管用コア抜き100φ×1

No.1配水ポンプ盤1

 盤名称一覧表 

〃

番号 機器番号 名 称 備  考

2

3

4

5

6

7

8

9

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

CTR2

KP1

TB1

TMT1

LC-200

VVVF-4

VVVF-3

VVVF-2

VVVF-1 既　設

No.2配水ポンプ盤

No.3配水ポンプ盤

No.4配水ポンプ盤

200V動力制御盤

テレメータ送信装置（子局）盤

中継端子盤

計装変換器盤

コントローラ（２）

9 CTR1 コントローラ（1)

15 接地端子箱

16 照明・シャッタ・排水ポンプ分電盤

17 計装盤     (北千葉広域水道企業団）

18 動力制御盤（北千葉広域水道企業団）

〃

〃

19 無停電電源装置（北千葉広域水道企業団）

〃

〃

既　設

非常用発電設備

一次排気消音器

二次排気消音器

排風消音器

給気消音器

燃料小出槽

燃料移送ポンプ

三次排気消音器

31

32

33

34

35

36

37

38

39 燃料タンク

補機盤41

42 給油口ボックス

今　回

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

[電気室]

〃

〃

6,000 6,000

4
,
0
6
0

41

31 32

33

36

6,000

A-A断面図

B-B断面図

567

C B

35

3737

31 32

33

A

A

C

B B

17

18

19

鋼板製カバー

[発電機室]

(本体下部タンク）

〃

39

1．屋外配管は、SGP PLC(密着一層ポリエチレン被覆鋼管)を使用する。

注記

2．配管サポート材には、電気防食の発生しない材質を使用する。

2
,
7
5
0

2
,
8
0
0

止水栓

配管トラフ

3．便所前屋外には、給水管があるため掘削時には注意すること。

D-D断面図

150

D D

   また、必要であれば給水管の切回しを考慮すること。

給水管

3
0
0

燃料用緊急遮断弁
燃料供給弁

6
0
0

700

基礎砕石（RC-40）150ｍｍ

均しコンクリート（18N/ｍｍ2）60ｍｍ

配管トラフ

E-E断面図

配管サポート（2ｍピッチ）

150

3
0
0

6
0
0

700

基礎砕石（RC-40）150ｍｍ

均しコンクリート（18N/ｍｍ2）60ｍｍ

E E

配管サポート（2ｍピッチ）

E-TB2

1/50

号

番

面

図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名

機器配置配管図（今回）

PE-09

PE-17

S=1/50機器配置配管図（今回）

幸田配水場非常用発電設備新設工事



外灯２

新電気室

引込柱
受電点

ＨＨ既設

外灯３

（高圧機器）
（低圧機器）

A B C D E F

GHI

EA
ED

外灯１

H.H

5

6

7

8

9

1

2

3

4

1516

19

J

K

L

5,100
5,100

（400V機器）

（高圧機器）

は、今回を示す。
は、既設機能増設を示す。

1.

2.

4.

注記

特記なきは既設を示す。

31 32

33

34

35

36

37

39

42

No.1配水ポンプ盤1

 盤名称一覧表 

〃

番号 機器番号 名 称 備  考

2

3

4

5

6

7

8

9

〃

〃

〃

機能増設

〃

機能増設CTR2

KP１

TB１

TMT1

LC-200

VVVF-4

VVVF-3

VVVF-2

VVVF-1 既　設

No.2配水ポンプ盤

No.3配水ポンプ盤

No.4配水ポンプ盤

200V動力制御盤

テレメータ送信装置（子局）盤

中継端子盤

計装変換器盤

コントローラ（２）

10 CTR1 コントローラ（１）

15 接地端子箱

16 照明・シャッタ・排水ポンプ分電盤

17

18

〃

〃

〃

400V動力電源盤

主変圧器盤

高圧受電盤

高圧引込盤A

B

C

D

E

F

G

H

I

200V動力電源盤

電灯電源盤

蓄電池盤

整流器盤

インバータ盤INV

DC

BAT

L02

L01

M01

H03

H02

H01

J 外灯分電盤BD1

K

L 接地端子箱

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

非常用発電設備

一次排気消音器

二次排気消音器

排風消音器

給気消音器

燃料小出槽

燃料移送ポンプ

三次排気消音器

31

32

33

34

35

36

37

38

39 燃料タンク

補機盤41

42 給油口ボックス

今　回

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

今　回

〃

[新電気室]

[電気室]

[発電機室]

既　設

HV
0.75

LS

Z

場内配水電動弁

配水流量発信器

H.H

30φx1(計装)

EC
(VVVF)

NTT通信線

30φx1(計装)
50φx1(制御)

P.B150×150

50φx1(制御)
30φx1(動力)

M

ED2

EC

EB

EA2

（低圧機器）

（400V機器）

（高圧機器）

（変圧器）

ET1

EC
（計装）

M2
1.5FD

フリーアクセスフロア

M2
1.5FD

ローリ

ACG
200

排風ファン

41

既　設

〃

10

ハンドホール壁開口75φ×6

19

〃

〃17

18

MDF

計装盤     (北千葉広域水道企業団）

動力制御盤（北千葉広域水道企業団）

無停電電源装置（北千葉広域水道企業団）

(本体下部タンク）

高圧線鉄塔

配水池

ＰＣ配水池

流入管φ450

Ｖ＝5,880ｍ3

700 5,000

4
,
6
6
0

計量室

4,6
50

3,18
0

計量室

ET2

給水管

便所前屋外には、給水管があるため掘削時には注意すること。3.
また、必要であれば給水管の切回しを考慮すること。

アース

A

A

F

C

C

D

D

E

E

B B

ケーブル配線凡例

今回電力・制御等ケーブル類を示す。
名　　称記号

今回接地線を示す。

溢流管φ350

F

機能増設

機能増設

既　設

既　設

FEP200φｘ2（低圧）

FEP 50φｘ1（制御）

FEP 50φｘ1（計装）

FEP200φｘ1（予備）

FEP100φｘ１（低圧,将来）

FEP200φｘ1（低圧,将来）

FEP200φｘ１（低圧,将来自家発）

既設

FEP200φｘ１（動力将来）

止水栓

ピット・ダクト内配線を示す。

露出配管内配線を示す。

FEP内配線を示す。
接地材料

接地銅板　900x900x1.5t

記号

接地棒　　φ14x1500

接地材料

FEP50φ×2（制御・計装）
FEP30φ(動力)

ハンドホール壁開口75φ×3

FEP50φ×1（屋外灯）

防火区画処理補修

壁300W×300H

P.B 150×150×100（SUS WP)

P.B 150×150×100
壁開口　50φ CL FL+2000

防火区画処理補修

壁300W×1000H

MV

MV 燃料用緊急遮断弁

燃料供給弁

FEP30φ×6（接地）

ハンドホール壁開口75φ×6

M1A
0.4

M1B
0.4

燃料移送ポンプ

FEP30φ×2（動力・計装）

FEP50φ（計装）

G

G

給気ファン

(架空）

流量計室
排水ポンプ

8
,
2
0
0

接地種別

EA2（高圧機器）、EB（変圧器）、EC（400V機器）、ED2（低圧機器）

ET1、ET2

E-TB2

1/100

号

番

面

図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名

PE-10

PE-17

S=1/100場内配線図(今回）

幸田配水場非常用発電設備新設工事

場内配線図(今回）



外灯２

新電気室

引込柱
受電点

ＨＨ既設

N
o
.２

外灯３

（高圧機器）

（低圧機器）

HV
0.75

LS

Z

場内配水電動弁

配水流量発信器

A B C D E F

GHI

EC EBEA2

EA

ED

H.H

FEP 30φx1(計装)

外灯１

5

6

7

8

10

9

1

2

3

4

15 16

1718

J

K

L

5,100
5,100

NTT通信線

No.1配水ポンプ盤1

 盤名称一覧表 

〃

番号 機器番号 名 称 備  考

2

3

4

5

6

7

8

9

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

CTR2

KP１

TB１

TMT1

LC-200

VVVF-4

VVVF-3

VVVF-2

VVVF-1 既　設

No.2配水ポンプ盤

No.3配水ポンプ盤

No.4配水ポンプ盤

200V動力制御盤

テレメータ送信装置（子局）盤

中継端子盤

計装変換器盤

コントローラ（２）

10 CTR1 コントローラ（１）

15 接地端子箱

16 照明・シャッタ・排水ポンプ分電盤 〃

19

〃

〃

400V動力電源盤

主変圧器盤

高圧受電盤

高圧引込盤A

B

C

D

E

F

G

H

I

200V動力電源盤

電灯電源盤

蓄電池盤

整流器盤

インバータ盤INV

DC

BAT

L02

L01

M01

H03

H02

H01

J 外灯分電盤BD1

K 電灯動力分電盤

L 接地端子箱

〃

〃

〃

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

[新電気室]

[電気室]

〃

既　設

FEP 30φx1(計装)
FEP 50φx1(制御)

P.B150×150

FEP 50φx1(制御)
FEP 30φx1(動力)

M

流量計室排水ポンプ

FEP50φ×2（制御・計装）
FEP30φ(動力)

FEP50φ×1（屋外灯）

は、今回撤去を示す1.

2.

注記

※残置ケーブルの撤去を行う。

19

17

18

MDF

※残置ケーブルの撤去

(MDFからピット内部　構内ケーブル)

計装盤     (北千葉広域水道企業団）

動力制御盤（北千葉広域水道企業団）

無停電電源装置（北千葉広域水道企業団）

17

18

ED2

ET1

〃

配水池

ＰＣ配水池

流入管φ450

Ｖ＝5,880ｍ3

700 5,000

4
,
6
6
0

給水管

4. 特記なきは既設を示す。

便所前屋外には、給水管が地中にあるため3.
め掘削時には注意すこと。

4,6
50

3,9
00 計量室

3,18
0

ケーブル配線凡例

撤去電力・制御等ケーブル類を示す。
名　　称記号

撤去接地線を示す。

止水栓

FEP200φｘ2（低圧）

FEP 50φｘ1（制御）

FEP 50φｘ1（計装）

FEP200φｘ1（予備）

FEP100φｘ1（低圧,将来）

FEP200φｘ1（低圧,将来）

FEP200φｘ１（低圧,将来自家発）

既設

FEP200φｘ1（動力将来）

ET2

撤去ピット・ダクト内配線を示す。

撤去露出配管内配線を示す。

撤去FEP内配線を示す。

8
,
2
0
0

(架空）

地下タンク
設置スペース

接地材料

接地銅板　900x900x1.5t

記号

接地棒　　φ14x1500

接地種別

EA2（高圧機器）、EB（変圧器）、EC（400V機器）、ED2（低圧機器）

ET1、ET2

（400V機器） （変圧器）（高圧機器）（低圧機器）

接地材料

E-TB2

1/100

号

番

面

図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名

PE-11

PE-17

S=1/100場内配線図(撤去）

幸田配水場非常用発電設備新設工事

場内配線図(撤去）



F-F断面E-E断面

B-B断面A-A断面

500

5
0

2
0
0

50

5
0

2
0
0

50 50 30

4
0
0

表層　再生密粒度アスファルト

川砂

改良土

500

▽GL
1
5
0

7
0
0

玄関ステップ

8
0
5

配管トラフ

750

7
0
5

50

1,750

FEP 50

FEP 50

5
0

2
0
0

表層　再生密粒度アスファルト

路盤(RC-40)

改良土

川砂

▽GL

▽GL

50

50

500

50

50

7
0
0

50

30

3
0
0

5
0

2
0
0

路盤(RC-40)

川砂

表層　再生密粒度アスファルト

2,100

5
0

2
0
0

▽GL

表層　再生密粒度アスファルト

掘削土

5
0

2
0
0

表層　再生密粒度アスファルト

500

▽GL

掘削時 埋戻時

5
5
0

掘削土

埋設シート

埋設シート

1,750

FEP 50

FEP 50

5
0

2
0
0

表層　再生密粒度アスファルト

▽GL

掘削時 埋戻時 500

5
0

2
0
0

表層　再生密粒度アスファルト

6
5
04
5
0

4
0
0

2,100

接地銅板

5
0

2
0
0

▽GL

表層　再生密粒度アスファルト

改良土

900×900×1.5t

掘削時 埋戻時

掘削土

路盤(RC-40)

路盤(RC-40)路盤(RC-40)

路盤(RC-40) 路盤(RC-40)

改良土

埋設シート

路盤(RC-40)

掘削土

4
0
0

表層　再生密粒度アスファルト

路盤(RC-40)

掘削土

7
0
0

掘削時

▽GL▽GL

掘削時 埋戻時

500

5
0

2
0
0

路盤(RC-40)

表層　再生密粒度アスファルト

500

5
0

2
0
0

表層　再生密粒度アスファルト

5
5
0 改良土

埋設シート

路盤(RC-40)

掘削土

▽GL▽GL

掘削時 埋戻時

4
0
0

C-C断面 D-D断面

埋設シート

場内整備工事

電気設備工事

場内整備工事
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図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地中電路掘削断面図
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PE-17

S=1/20掘削断面図
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号

番

面

図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地下タンク外形図

PE-13

PE-17

S=1:15地下タンク外形図
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面

図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地下タンク躯体図
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S=1:20地下タンク躯体図
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号
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図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名

配線表（今回・撤去）

PE-15

PE-17

S=FREE配線表（今回・撤去）

幸田配水場非常用発電設備新設工事
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号
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面
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位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名

PE-16

PE-17

S=1/100機器搬入計画図（1/2)

幸田配水場非常用発電設備新設工事

機器搬入計画図(1/2)

(参考）

(参考）
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称
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図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

業務名

PE-17

PE-17

S=1/100機器搬入計画図(2/2)

幸田配水場非常用発電設備新設工事

機器搬入計画図(2/2)

(参考）
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 地下燃料タンク構造図 S=1:50
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単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地下燃料タンク構造図
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 地下燃料タンク土留め工図 S=1:50
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松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地下燃料タンク土留め工図
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 地下燃料タンク杭詳細図 S=1:50
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号
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面

図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地下燃料タンク杭詳細図

C-03

C-10



S=1/30 地下燃料タンク配筋図(1) 
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図
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単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地下燃料タンク配筋図(1)
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S=1/30 地下燃料タンク配筋図(2) 
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単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地下燃料タンク配筋図(2)

C-05

C-10

 頂版上面図 

1
2
7
5

1
2
7
5

4660

20-D13×5700

5
2
0

4S

 開口部補強筋図 

5S D13 D13

8-D13×18907S

2
4
1
0

520

3
2
-
D
1
3
×

3
4
5
0

1
S

1
8
6

426

100

19-D13×10008S

4S D13

1
6
-
D
1
3
×

1
4
0
0

2
S

5
2
0

440～2301480～1370

8-D13×19505S

1100

1
2
7
5

1850

1
2
7
5

1850

4200 300300

4800

1
9
5
0

3
0
0

2
5
5
0

3
0
0

1H D13 3H D13

4H D132H D13

8-D13×1820
H
1

4
0
6

4
4
7

8-D13×1980
H
3

4-D13×2880
H
44-D13×2640

H
2

18
20

1980

11
13 1214

3S D13

1S D13

3S D13

S 7

5
2
0

5
2
0

1410～1320

8-D13×3406S

9
7
0
～

7
8
0

1
0
6
0
～

7
3
0

520

520 520

2
0
-
D
1
3
×

1
4
2
0

3
S

2S D13

2S D13

4200
7
0

9
@
2
0
0

1
6
0

7
0

1
6
0

160

7070

160

300300

4800
1
9
5
0

3
0
0

2
5
5
0

3
0
0

=
1
8
0
0

20@200=4000

1
4
5

170 170

1
4
5

∅7
00

∅8
00

∅7
00

∅8
00

11001850 1850

6S D13

1113
12
14

 頂版下面図 

1
2
7
5

1
2
7
5

5S D13 D134S D13

3S D13

1S D13

3S D13

S 7

2S D13

2S D13

4200

7
0

9
@
2
0
0

1
6
0

7
0

1
6
0

160

7070

160

300300

4800

1
9
5
0

3
0
0

2
5
5
0

3
0
0

=
1
8
0
0

20@200=4000

1
4
5

170 170

1
4
5

∅7
00

∅8
00

11001850 1850

6S D13



S=1/30 地下燃料タンク配筋図(3) 
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単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地下燃料タンク配筋図(3)
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S=1/30 地下燃料タンク配筋図(4) 
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松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

地下燃料タンク配筋図(4)
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建築改修工事特記仕様書（その１）

AA-01

AA-22

項　　目 特　　記　　事　　項章

Ｇ

防
水
改
修
工
事

※設けない　・設ける

M3ASⅠ、M4ASⅠ及びP0ASⅠ工法の防湿層　　・設ける　・設けない

・コンクリート

（見え隠れ部分）

・市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロック

立上り部の保護材

防水改修工法の種類 新規防水層の種別

・M3AS工法

・P0AS工法

・M4ASⅠ工法

・P0ASⅠ工法

M3AS、P0AS、M3ASⅠ、M4ASⅠ及びP0ASⅠの脱気装置

・M4AS工法

・M3ASⅠ工法

・れんが ※JIS R 1250によるもの

・乾式保護材 ※押出成形セメント板（厚さ15mm）

・AS－T1　・AS－T2　・AS－J2

・AS－J3

・AS－T3　・AS－T4　・AS－J1

・ASⅠ－T1　・ASⅠ－J1

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和4年改定）

・建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和4年版）

・営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課　令和3年版）

種　類

・ポリエチレン樹脂 ・ABS樹脂

・ステンレス鋼 ・鋳鉄

・合成ゴム ・塩化ビニル樹脂

・ステンレス鋼　・銅

・平場部脱気型

・立上り部脱気型

施工箇所

シーリング改修工法の種類　

・シーリング充填工法 ・シーリング再充填工法

・拡幅シーリング再充填工法　・ブリッジ工法

シーリング材の種類　　 ※下表以外は、改修標仕表3.7.1による

P1Y及びP2Yの保護層　　 ・適用する　・適用しない

※X－1　・X－2

新規防水層の種別防水改修工法の種類

・L4X工法

・P0X工法

・P0SⅠ工法

・S4SⅠ工法

・SⅠ－F1　・SⅠ－F2

・SⅠ－M1  ・SⅠ－M2

・S－M3

防水改修工法の種類 新規防水層の種別

・P0S工法

・S4S工法

・S－F1 ・S－F2

・S－M1 ・S－M2

・S－M3

・S－F1 ・S－F2・S3S工法

・M4S工法 ・S－M1 ・S－M2

・S3SⅠ工法

・M4SⅠ工法

・SⅠ－F1　・SⅠ－F2

・P1S工法 ※S－C1

脱気装置　　・設ける　・設けない

目地処理　PCコンクリートの場合（　　 　）

・SⅠ－M1  ・SⅠ－M2

SⅠ－M1及びSⅠ－M2の防湿用フィルム　 ・設ける　・設けない

・かん合形

・はぜ締め形

形　式

※塗装溶融55％アル※重ね形

形状（mm） 材料（規格等）

ミニウム－亜鉛合金

　めっき鋼板及び鋼帯

（CGLCCR－20－

山高（　　　）

山ピッチ

　（　　　　）

板厚

※0.6 ・0.8 AZ150）

・配管用鋼管

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　※図示

・100形

・

1.6

2.0

1.8

最小呼称肉厚（mm）

・350形

・250形

・300形

・B－2種

B－1種

※A－1又は

（ 　）

種　類

ルーフドレン

・ろく屋根用（・たて形　・横形）

種　別

・バルコニー中継用

・バルコニー用

※図示　・標仕13.5.3（4）（ｲ）による

※行う（施工箇所　※改修標仕表3.8.4による 　・ ）

たてどい受金物の取付け

といの掃除口　　※あり（図示） ・なし

  防露材のホルムアルデヒド放散量　 ※規制対象外 ・第三種

鋼管製といの防露巻き

といの材種

・硬質塩化ビニル管（・VP　・RF-VP　  ）

接着性試験　 ※簡易接着性試験　・引張接着性試験（部位： 　）

　エッジング材張り ・適用する

ブリッジ工法　ボンドブレーカー張り　 ・適用する

脱気装置　　・設けない　※設ける

※X－1　・X－2

※地表面粗度区分 ・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

・現場において再利用を図るもの　（ 　  ）

・要 ・不要

・再資源化を図るもの 　　（　　 　  ）

・発注者に引渡しを要するもの （・金属類　・ 　  ）

・特別管理産業廃棄物 （・廃石綿　・PCB含有物　・  　）

　・ 　　※図示　

・建設発生土仮置場 ※図示

・資機材置場 ※図示

・工事用車両の駐車場所 ※図示

下記以外は現場説明書による。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

※適用する

・

・積雪区分　平12建告第1455号　別表（ 　）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

する。

（１）建築物内部に使用する材料等は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

に，次の①から④を満たすものとする。

クルボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板，壁紙，接着剤，保温材，緩衝材，

断熱材，塗料，仕上塗材は，アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散

が極めて少ない材料で，設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分

に応じた材料を使用する。

② 接着剤及び塗料は，トルエン，キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

使用する。

③ 接着剤は，可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等

を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④ ①の材料を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器類は，ホルムアルデ

ヒド，アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極めて少ない材料を

使用したものとする。

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において，「規制対象外」と

は次の①又は②に該当する材料を指し，同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

材料を指す。

①建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種，第二種及び第三種ホルムアルデ

ヒド発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

性能を有するものとする。

（２）備考欄に商品名が記載された材料は，当該商品又は同等品を使用するものとし，同等品

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については，材料製造所の指定する工

法とする。

（４）本工事に使用する材料のうち，（５）に指定する材料の製造業者等は，次の①から⑥の

事項を満たすものとし，その証明となる資料（外部機関[（一社）公共建築協会が発行

する「建築材料・設備機材等品質評価事業」]の評価書の写し等）を監督職員に提出し

て承諾を受ける。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

③安定的な供給が可能であること。

④法令等で定める許可，認可，認定又は免許を取得していること。

⑤製造又は施工の実績があり，その信頼性があること。

⑥販売，保守等の営業体制を整えていること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

床型枠用鋼製デッキプレート，鉄骨柱下無収縮モルタル，無収縮グラウト材，押出し成

形セメント板，成形伸縮目地材，乾式保護材，陶磁器質タイル，既調合モルタル，既調

合目地材，ルーフドレン，吸水調整材，アルミニウム製建具，樹脂製建具，鋼製建具，

鋼製軽量建具，ステンレス製建具，錠前類，クローザ類，自動扉機構，自閉式上吊り引

戸機構，重量シャッター，軽量シャッター，オーバーヘッドドア，ガラス，防水剤，現

場発泡断熱材，フリーアクセスフロア，可動間仕切，移動間仕切，トイレブース，煙突

用成形ライニング材，天井点検口，床点検口，グレーチング，屋上緑化システム，トップ

ライト，エポキシ樹脂，外装タイル張り用有機系接着剤，ポリマーセメントモルタル，

る工法とする。

（１）本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品質及び

を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定す

現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及びPCB含有分析の要否を判定する

採取箇所　　　※図示

・第二次判定

専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う

分析個数　　　計　　箇所

・除去処理工事

除去範囲 ※図示

採取箇所数　　計　　箇所

撤去方法 ・｢標準施工要領書｣（日本シーリング工事業共同組合連合会・日本シーリング

材工業会）による

・第一次判定

・PCB含有シーリングの処理

アスベスト含有建材の 分析によるアスベスト含有の調査　

※あらかじめ関係法令等に基づき、アスベスト含有建材の事前調査を行う。

分析方法

「建材中の石綿含有率の分析方法について」（平成18年8月21日 基発第0821002号、

調査内容

※請負者は調査に先立ち、既存の設計図書及び、石綿含有建材の調査報告書など事前調査に

必要な資料について、発注者に貸与を求めること。

調査範囲
※工事対象範囲全て 　・　

※定性分析 ・ 定量分析

最終改正 令和3年12月22日 基発1222第17号）に基づき行うものとする。

M3D、P0D、P0DⅠ、M3DⅠ及びM4DⅠ工法の脱気装置　 ※設ける　・設けない

アスファルトの種類 ※3種　・4種

断熱工法の断熱材

※押出法ポリスチレンフォーム3種bAスキン層付き　　厚さ（mm）　※25　

・発泡プラスチック　　厚さ（mm）　

チレンの濃度を測定し、報告する。

着工前の測定　　・行う

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、ス

測定はパッシブ型採取機器により行う。

報告の様式等については、現場説明書による。

測定対象室　　　・図示

測定箇所数　　　・図示

※ 図 示

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・完成図

・既存図面修正

※作成する

及び計画書とする。

※施工計画書 提出部数　※1部　・　　部

※施工図 提出部数　※1部　・　　部

・保全に関する資料　提出部数  ※2部　・　　部

・シーリング防水工事作業

・左官作業　・タイル張り作業　・建築塗装作業

・ビル用サッシ工事作業　・ガラス工事作業

・構造物鉄工作業　・とび作業

ク・ALCパネル工事 ・エーエルシーパネル工事作業

・自動ドア施工作業

・左官作業　・内外装板金作業

・FRP防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

適用工事種別

防水改修工事

外壁改修工事

建具改修工事

内装改修工事

塗装改修工事

耐震改修工事

コンクリートブロッ

石工事

植栽工事

技能検定作業

・造園工事作業

・石張り作業

・コンクリートブロック工事作業

・鉄筋組立作業　・型枠工事作業　・コンクリート圧送工事作業

・建築塗装作業

・鋼製下地工事作業　・左官作業　・タイル張り作業

・ボード仕上げ工事作業　・壁装作業　・大工工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示

2提出部数 ※各2部 ・ 　部（A3版第二原図及び電子媒体（CD-R））

調査範囲及び調査方法　 ※図示 ・図面との照合確認を行う

・構内に新設する（規模及び仕上げの程度は現場説明書による）

・既存建物内の一部を使用する

・設けない

　防護シート　 ※設置する　・設置しない

既存部分の養生 ※ビニルシート等

既存家具等の養生　　※ビニルシート等

固定家具等の移動　 ※行わない ・行う（図示）

仮設間仕切り等の種別

種　別 下　地

防炎シート

※軽量鉄骨

・木下地

　単管下地

※木製扉

・鋼製扉

・A種

・B種

※C種

仮設扉

充填材 塗　装

※なし

・片面

※なし

・あり

※合板張り程度

※片面フラッシュ程度

仕上材（厚さ　mm）

厚さ　 mm・合板（※9.0　・ ）

※せっこうボード（※9.5　・ 　）

材料、撤去材等の運搬方法　　・A種　※B種　・C種　・D種　・E種

内部足場　種別　　※きゃたつ、足場板等　・

外部足場

※「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，

同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

における2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・DⅠ－1　※DⅠ－2

・E－1 ※E－2

（保護層は図示による）

・M4DⅠ工法

・設ける（・P0AS　・P0ASⅠ　・P0D　・P0DⅠ　・P0S　・P0SⅠ　・P0X）

改修用ドレン

・S4S(機械)　・S4SⅠ(機械)）

・行う（・P0S(機械)　・P0SⅠ(機械)　・M4S　・M4SⅠ

・P0DⅠ工法 ・M3DⅠ工法

既存下地の補修箇所、範囲、数量等　　※図示

アスファルト補修の材料 ※JIS K 2207による3種

・行う（・M4AS　・M4ASⅠ　・M4C　・M4DⅠ　・L4X）

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

立上り部の防水層撤去

既存防水層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・ ）

既存保護層（平場）の撤去　　・行う（範囲　・図示　・ ）

新規防水層の種別 施工箇所防水改修工法の種類

・P1B工法

防水

屋内

・P2AⅠ工法

・P2A工法

・M4C工法

・M3D工法 ・P0D工法

・P1E工法 ・P2E工法

・P1BⅠ工法 ・T1BⅠ工法
保
護
防
水

露
出
防
水

・BI－1　※BI－2　・BI－3

・AI－1　※AI－2　・AI－3

・A－1 ※A－2 ・A－3

・B－1 ※B－2 ・B－3

・C－1　※C－2 ・C－3 ・C－4

・D－1　※D－2 ・D－3 ・D－4

① 合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，ＭＤＦ，パーティ

１

一
般
共
通
事
項 ３

改質アスファルト

シート防水

４

１ 適用基準等

脱気装置７

シーリング８

６

ルーフィング

５

シート防水

折板葺

アルミニウム製笠木

とい９

１０

１１

４ 電気保安技術者

５ 施工条件

６ 発生材の処理等

工事実績情報の登録

品質計画等

２

７ 環境への配慮

８

９ 特別な材料の工法

材料の品質等

10

２ 既存下地の補修

１ 既存防水層の処理

３ アスファルト防水

完成時の提出図書

設備工事との取合い

設計ＧＬ

14

13

15

１ 足場その他

４ 監督職員事務所

５

６ 工事用電力

化学物質の濃度測定

工事用水

技能士

施工数量調査11

12

13

調査

２ 既存部分の養生

３ 仮設間仕切り

合成高分子系

塗膜防水

［1.3.3］

［1.3.5］

［1.2.2］

［1.1.4］

［1.3.12］

［1.3.12］

［1.3.12］

［1.3.12］

［1.4.1］

［1.4.2］

［1.5.1］

［3.3.2］

［1.6.2］

［1.6.3］

［1.7.2］

［1.7.9］

［2.4.1］

［2.3.1］

［2.2.1］

［2.2.1］

［3.2.6］

［3.2.2］

［3.2.6］

［3.2.4］

［3.2.3］

［3.2.5］

［3.2.2］［3.3.2］

［3.3.3］

［3.3.2､3］［表3.1.1］［表3.3.3～10］

［表3.1.1］

［2.3.2］［表2.3.1］

［2.2.1］［表2.2.1］

［1.9.1～3］［表1.9.1］

※風速　V0 ＝（ 　　）m/s（平12建告第1454号第2）

外部コンクリート打継部

金属建具周囲

３

２

仮
設
工
事

種類 ※改修標仕表1.9.1による。ただし、種類は当該工事で該当する図面、表

・設ける

Ｇ

施工箇所厚さ（mm）

材　質 設置数量

（　　）m2当たり1箇所

（　　）m2当たり1箇所

シーリング材の種類（記号）

施工箇所

・カラー

・シルバー

仕上げ塗料塗り

施工箇所 仕上げ塗料塗り 使用分類

※非歩行・シルバー

・カラー

モルタルの塗厚　・

［3.5.2､3］［表3.1.1］［表3.5.1、2、3］

軒先面戸板 断熱材 耐火性能

※あり

・なし

※あり

種別

※30分

・なし

（ 　  ）

（ 　  ）mm

厚さ

（ 　  ）時間

防火性能

・なし

役物は本体製造所の仕様に

コーナー部、突当り部等の

る。

間隔は図示によ

※固定方法及び

備　考固定間隔表面処理

よる。

施工箇所

［3.4.3］

［表3.4.3］

［3.4.2､3］［表3.1.1］［表3.4.1～3］

［3.6.2､3］［表3.1.1］［表3.6.1］

［3.9.2］［表3.9.1］

屋根

ポリウレタン系

変性シリコーン系

［3.3.2］

［3.3.3］［3.4.3］［3.5.3］［3.6.3］

［3.1.4］［表3.1.2］

［3.7.2］［表3.7.1］

［3.6.3］

［3.6.3］

［3.5.3］

［3.5.4］

［表3.5.2］

（13.3.2､3）（表13.2.1）

［3.9.3］

［3.8.3］［表3.8.1］

［3.8.2］［表3.8.1］

［3.7.7］

［3.7.8］

［3.8.2､3］［表3.8.4］

［3.8.2､3］（13.5.3）

工事設計図

Ⅱ　建築改修工事仕様

仕 様 書

Ｇ

Ⅰ　工事概要

　　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

て今回工事範囲とする。

※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

工事種目

工事項目

２　仮設工事

３　防水改修工事

　　外壁改修工事

６　内装改修工事

　　コンクリート打放し仕上げ外壁

　　モルタル塗り仕上げ外壁

　　タイル張り仕上げ外壁

４　外壁改修工事

　　外壁改修工事

　　外壁改修工事

５　建具改修工事

７　塗装改修工事

８　耐震改修範囲以外の躯体改修工事

　　耐震改修工事

９　環境配慮改修工事

４．工事内容

２．敷地面積

３．工事種目

５．工事範囲

１．工事場所

※塗り仕上げ外壁

　　（５）特記事項に記載の（別2-　．）は、標仕の｢別図2　ボルト間隔等及び溶接継手の開先形状｣の該当項目を示す。

（６）　印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

　　う。）による。

２．特記仕様

１．共通仕様

　　（３）特記事項に記載の［  ． ．］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　（４）特記事項に記載の（　． ．）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様

　　（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印と※ 印の付いた場合は、ともに適用する。

令和　　年　　月（全　　　枚）

　　書（建築工事編）（令和4年版）」（以下｢改修標仕｣という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項は、

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」（以下「標仕｣ とい

鉄筋コンクリート造　平屋建て

幸田配水場自家発電機設備設計業務委託

千葉県松戸市幸田五丁目16番地　（幸田配水場）

2,854.18 ㎡

ポンプ室棟

建築面積　  280.87 ㎡

延べ面積　  280.87 ㎡

建物高さ　 　5.120 ｍ 

対象面積　 　65.04 ㎡ 

建築改修工事一式

建築電気設備改修工事一式

建築機械設備改修工事一式

・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目はすべ

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

FREE

構内既存の施設　　・利用できない　・利用できる（・有償　※無償）

構内既存の施設　　・利用できない　・利用できる（・有償　・無償）



(ローラー塗)

図

面

名

称

単 図
縮　尺 mm

位 面

番
事業主 松 戸 市 水 道 部 号

建築改修工事特記仕様書（その２）

AA-02

AA-22

・100MPa程度

［4.1.4］［4.4.5］［4.4.7］

［4.1.4］［4.2.5］［4.4.6］

［4.2.4］

４ー

４
３

外
壁
改
修
工
事

塗
り
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事

タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

Ｇ

外
壁
改
修
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

外
壁
改
修
工
事

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

４ー

２

４ー

３

４ー

５

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

工　法 処理範囲

・サンダー工法 ※既存仕上面全体

・高圧水洗工法 ※既存仕上面全体

加圧力

※ 50MPa程度

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法 ※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

・

　塗膜はく離剤の種類　　

材料　　※下地調整塗材

・ポリマーセメントモルタル

・防水形仕上げ塗材主材を使用

仕上塗材の種類、仕上げの形状等

種　類 呼び名

・薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・防水形外装薄塗材E

・外装薄塗材S

・厚付け仕上塗材 ・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・複層仕上塗材 ・複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・複層塗材RE

・可とう形複層塗材CE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RE

・可とう形改修用仕上塗材 ・可とう形改修塗材E

・可とう形改修塗材RE

・可とう形改修塗材CE

防火材料の指定

※屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする。

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲

　　撤去範囲　　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

改修箇所　 ※既存タイル張り面

・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

※樹脂注入工法

注入工法の種類 ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m） 備　考

※自動式低圧エポキシ 0.2以上～1.0未満 ※200～300 ※ 13 0

樹脂注入工法 ・ ・

・手動式エポキシ樹脂 0.2以上～0.3未満 ※50～100 ※ 40

注入工法 0.3以上～0.5未満 ※100～200 ※ 70

・機械式エポキシ樹脂 0.5以上～1.0未満 ※150～250 ※ 13 0

注入工法 ・ ・

　注入材料

※建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024 低粘度形又は中粘度形）

　検査（コア抜取り）　　※行わない

・行う（抜取り部の補修方法： ）

・Uカットシール材充填工法（既存タイル張り撤去面）

充填材料 品質・規格等 備　考

・シーリング材 ※1成分形又は2成分形 ポリマーセメントモルタルの充填

ポリウレタン系シーリング材 ※行わない　・行う

・

・可とう性エポキシ樹脂

・タイル部分張替え工法

※ポリマーセメントモルタル

・タイル部分張替え工法用接着剤（・変成シリコーン樹脂系　・ウレタン樹脂系）

・タイル張替え工法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

アンカーピンの本数 注入口の箇所数 充填量
改修工法の種類

（本/ｍ2） （箇所/ｍ2） 又は注入量
（モルタルを撤去しない場合）

一般部 指定部 一般部 指定部 （ｍl/箇所）

・アンカーピンニング ※16 ※25 ※25

部分エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・アンカーピンニング ※13 ※20 ※12 ※20 ※25

　全面エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

・アンカーピンニング ※13 ※20 ※12 ※20 ※50

　全面ポリマーセメントスラリー ・ ・ ・ ・ ・

　注入工法

・注入口付アンカーピンニング ※9 ※16 ※25

部分エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・注入口付アンカーピンニング ※9 ※16 ※9 ※16 ※25

　全面エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

・注入口付アンカーピンニング ※9 ※16 ※9 ※16 ※50

　全面ポリマーセメントスラリー ・ ・ ・ ・ ・

　注入工法

・注入口付アンカーピンニング ※9 ※16 ※9 ※16 ※50

エポキシ樹脂注入タイル固定工法 ・ ・ ・ ・ ・

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

アンカーピン

材質　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径4mmの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　注入口付アンカーピン

　　材質　 ※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径外径6mm

タイルの種類

形状寸法 うわぐすり 吸水率 耐凍害性 役物 色 再生材の
施工箇所 備考

（mm） 施ゆう 無ゆう Ⅰ Ⅱ Ⅲ あり なし あり なし 標準 特注 適用

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　標準的な曲がり（小口、標準、二丁、びょうぶ）の役物は一体成形とする。

タイルの見本焼き ※行わない　・行う

壁タイル張りの工法

　外装タイル　　　　　※密着張り　　・改良積上げ張り　・改良圧着張り

　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験

・行う　・行わない

・目地ひび割れ部改修工法

既製調合モルタル ・使用する

・伸縮調整目地改修工法

シーリング用材料

 種類　※改修標仕表3.7.1による

※樹脂注入工法

注入工法の種類 ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m） 備　考

※自動式低圧エポキシ 0.2以上～1.0未満 ※200～300 ※ 130

樹脂注入工法 ・ ・

・手動式エポキシ樹脂 0.2以上～0.3未満 ※50～100 ※ 40

注入工法 0.3以上～0.5未満 ※100～200 ※ 70

・機械式エポキシ樹脂 0.5以上～1.0未満 ※150～250 ※ 130

注入工法 ・ ・

　注入材料

※建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024 低粘度形又は中粘度形）

　検査（コア抜取り）　 ※行わない

・行う（抜取り部の補修方法： 　　）

・Uカットシール材充填工法

充填材料 品質・規格等 備　考

・シーリング材 ※1成分形又は2成分形 ポリマーセメントモルタルの充填

ポリウレタン系シーリング材 ※行わない　・行う

・

・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

※充填工法

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

・行う（※全面　・図示の範囲）

・既存モルタル撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は、3.欠損部改修工法による）

※樹脂注入工法 （※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

注入工法の種類 ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m） 備　考

※自動式低圧エポキシ 0.2以上～1.0未満 ※200～300 ※ 130

樹脂注入工法 ・ ・

・手動式エポキシ樹脂 0.2以上～0.3未満 ※50～100 ※ 40

注入工法 0.3以上～0.5未満 ※100～200 ※ 70

・機械式エポキシ樹脂 0.5以上～1.0未満 ※150～250 ※ 130

注入工法 ・ ・

　注入材料

※建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024 低粘度形又は中粘度形）

　検査（コア抜取り）　 ※行わない

・行う（抜取り部の補修方法： 　　）

・Uカットシール材充填工法

充填材料 品質・規格等 備　考

・シーリング材 ※1成分形又は2成分形 ポリマーセメントモルタルの充填

ポリウレタン系シーリング材 ※行わない　・行う

・

・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・既存塗り仕上材の撤去及び補修

（※シール工法の範囲　・ ）

既存モルタル面の欠損部

改修工法の種類 材　料 品質・規格等

・充填工法 ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法 改修標仕4.2.2（g）による 塗厚25mmを超える場合の補強

既製目地材 ※行う　・行わない　・図示

・適用する

（形状　※図示　・ 　　）

アンカーピンの本数 注入口の箇所数 充填量
改修工法の種類

（本/ｍ2） （箇所/ｍ2） 又は注入量
（モルタルを撤去しない場合）

一般部 指定部 一般部 指定部 （ｍl/箇所）

・アンカーピンニング ※16 ※25 ※25

部分エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・アンカーピンニング ※13 ※20 ※12 ※20 ※25

　全面エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

・アンカーピンニング ※13 ※20 ※12 ※20 ※50

　全面ポリマーセメントスラリー ・ ・ ・ ・ ・

　注入工法

・注入口付アンカーピンニング ※9 ※16 ※25

部分エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・注入口付アンカーピンニング ※9 ※16 ※9 ※16 ※25

　全面エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

・注入口付アンカーピンニング ※9 ※16 ※9 ※16 ※50

　全面ポリマーセメントスラリー ・ ・ ・ ・ ・

　注入工法

・充填工法

・モルタル塗替え工法

アンカーピン

材質　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径4mmの丸棒で全ねじ切り加工したもの

　注入口付アンカーピン

　材質　　※ステンレス鋼（SUS304）、呼び径外径6mm

曲げ強さ

（N/mm2）

4.0以上

硬化収縮率

（％）

3.0以下

引張接着性

 最大引張応力

　1.0N/mm2 以上

 破断時の伸び

　10.0％以上

熱劣化

0.40以上

50以上

熱劣化

0.40以上

25以上

低温時

0.5以上

耐久性

（劣化曲げ強さ）

（N/mm2 ）

5.0以上

界面破断率（％）

50以下

１ 既存塗膜等の除去

及び下地処理

２ 下地調整

３ 仕上塗材仕上げ

１ 既存タイル張りの

撤去

２ ひび割れ部改修工法

３ 欠損部改修工法

４ 浮き部改修工法

５ タイル張り

６ 目地改修工法

１ ひび割れ部改修工法

２ 欠損部改修工法

１ 既存モルタル塗りの

撤去

２ ひび割れ部改修工法

３ 欠損部改修工法

４ 浮き部改修工法

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

［3.7.2］［表3.7.1］

［4.1.4］［4.2.5］［4.3.6］

［4.2.4］

［4.1.4］［4.2.6］［4.3.7］

［4.1.4］［4.3.9､10］

［4.2.5］

［4.2.4］

［4.1.4］［4.2.5］

［4.1.4］［4.2.4］［4.2.7］

［4.1.4］［4.2.4］［4.2.7］

［4.1.4］［4.3.11～16］［表4.3.5､6］

［1.5.2］

（Ｃ－１）

［4.2.5］

［4.1.4］［4.2.7］［4.3.8］

［4.5.4］［4.5.5］

［4.3.5］

［4.3.5］

［4.2.5］

［4.1.4］［4.2.4］［4.2.6］

［4.1.4］［4.2.4］［4.2.6］

［4.1.4］［4.4.8］

［4.4.8］［表4.4.2］

　　位置　　※改修標仕表4.4.2による　・図示

［4.1.4］［4.4.9～15］［表4.3.5､6］

［4.3.5］

［4.3.5］

［4.4.5］［4.4.7､8］

［4.4.7､8］［表4.4.5］

［4.4.8］　タイルの試験張り　　※行う　　　　・　

［4.5.8］［表4.4.3］

［4.1.4］［4.4.16］

［4.1.4］［4.4.16］

※改修範対象箇所（アスベスト除去共）

下地面の補修

・ひび割れ部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

仕上げの形状等

・

・

・砂壁状 ・着色骨材砂壁状

・砂壁状 ・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波状　・凹凸状

 砂壁状

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凹凸状　・ひき起し　・かき落とし

吸放湿性　・適用する　・適用しない

上塗材　　・適用する　・適用しない

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凹凸状　・ひき起し

吸放湿性　・適用する　・適用しない

上塗材　　・適用する　・適用しない

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

耐候性　※耐候形3種　 

上塗材

　溶媒　※水系　・溶剤系

　樹脂　※アクリル系　

　外観　※つやあり　・つやなし

・メタリック

防水形の増塗材　※行う

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

［4.5.4］［表4.5.4～7］

［4.2.2］

［4.5.4］［4.5.5］

［4.1.5］［4.5.2］［表4.5.1､2］

［4.5.2］

2

2

４

外
壁
改
修
工
事

共
通
事
項

２

調査範囲　　・外壁改修範囲　・図示の範囲

調査内容

錆汁の流出の有無を調査する。

欠損部の形状寸法等を調査する。

（3）コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

面に表示し、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

調査報告書の部数 ※2部

・既製調合モルタル

保水率 単位容積質量 接着強さ（N/mm2 ） 長さ変化率

（％） （kg/  ） 標準時 温冷繰返し後 （％）

70.0以上 1.80程度 0.60程度 0.40以上 0.20以下

・パテ状エポキシ樹脂

初期硬化性 接着強さ（標準） 圧縮強さ 曲げ強さ

（N/mm2） （N/mm2） （N/mm2） （N/mm2）

50.0以上 30.0以上標準2.0以上 標準6.0以上

（1）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

（2）対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

（4）試験方法は、JIS A 6024（建築補修用注入エポキシ樹脂）に準ずる。

・可とう性エポキシ樹脂

押出し性 スランプ 加熱減量 引張強さ 伸び
比重

（秒） （mm） （％） （N/mm2） （％）

 常温物性1.0以上  常温物性30.0以上
表示値

60以下 3.0以下 5.0以下  低温性　1.0以上  低温性　30.0以上
±0.10

 加熱劣化1.0以上  加熱劣化30.0以上

（1）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

（2）対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

・タイル部分張替え工法用接着剤

　適用範囲　　張替え面積が比較的小さく、下地モルタルが健全な場所に用いる。

　樹脂の種類　変成シリコーン樹脂系、ウレタン樹脂系

接着強さ 標準 低温硬化 アルカリ温水 凍結融解

強度（N/mm ） 0.60以上 0.40以上 0.40以上 0.40以上

凝集破壊率（％） 75以上 50以上 50以上 50以上

皮膜物性 標準 高温 低温 アルカリ温水

引張強さ（N/mm ） 0.60以上 0.60以上 0.60以上 0.40以上

伸び（％） 35以上 35以上 35以上 25以上

貯蔵安定性

（一液形のみ）

混練終結確認容易性 混練終結時の色が明瞭であること。

（二液形のみ）

耐熱性

ること。

ずれ抵抗性 ずれが生じないこと。

（1）外観は、均質で、有害と認められる異物の混入がないこと。

（2）タイル、下地材等を侵すものでないこと。

に規定された第一種有機溶剤を使用しないこと。

質性能に適合していること。

・エポキシ樹脂モルタル

接着強さ（N/mm2） 圧縮強さ（N/mm2） 曲げ強さ（N/mm2）

1.0以上 20.0以上 10.0以上

（1）こて塗りが容易で､かつ､硬化後の仕上りが良好であること。

（2）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

使用しないこと。

（4）形状に異常がなく、だれが生じないこと。

質性能に適合していること。

・ポリマーセメントモルタル

　種類　　合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系等

曲げ強さ 圧縮強さ 接着強さ　（N/mm2）

（N/mm2） （N/mm2） 標準時 湿潤時

6.0以上 20.0以上 1.0以上 0.8以上

（1）表面状態　だれの下がり量は5mm以内とし、ひび割れが発生していないこと。

（2）透水性　裏面の濡れ、水滴の付着がないこと。

（3）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

6箇月間保存しても変質しないこと。

・ポリマーセメントスラリー

広がり速度 長さ変化率 引張接着性 曲げ性能 吸水性

（cm/s） （収縮） （材齢28日） （材齢28日） （72時間）

（％） （N/mm2 ） （N/mm2 ） （％）

3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 15％以下

　保水係数 0.35～0.55

　粘調係数 0.50～1.00

・吸水調整材

全固形分（％） 吸水量（g） 接着強度（N/mm2 ）

表示値±1.0以内 30分間で1以下 0.98以上

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

１ 施工数量調査

改修材料

（5）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後6箇月間保存しても上記の品

（3）「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第一種有機溶剤を

（4）ポリマーセメントモルタルに用いる高分子エマルションは、常温常湿において製造後

（4）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後6箇月間保存しても上記の品

（3）「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」に規定された第一種特定化学物質及

び第二種特定化学物質、並びに「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」

6箇月間保存したのちであっても、上記の品質性能の各項目に適合していること。

（3）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造所の指定する期間又は製造後

質量の変化が5％以内で、かつ、均質で異物が認められないこと。

JIS A 5557の試験において、80℃で4週間1kgの重りで安定してい

6箇月間保存したのちであっても、上記の品質性能の各項目に適合していること。

（3）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造所の指定する期間又は製造後

（4）塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁

（1）ひび割れの幅及び長さを壁面に表示し、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

（2）モルタル塗り仕上げ及びタイル張り仕上げについては、浮き部分を表面に表示し、

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

FREE
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　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×107～1×1010 Ω程度

験等の試験後、異常がないこと

層間はく離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及びキャスター性試

　耐動荷重　　JIS A 1454による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、摩耗性試験、

　帯電防止　　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

ビニル床シート及びビニル床タイルの特殊機能

スタッドの高さが5mを超える場合 ※ 図示

スタッド、ランナーの種類 ※改修標仕表6.7.1による　・図示

　・行う（補強箇所　　※図示　　　補強方法　　※図示）

天井下地材における耐震性を考慮した補強

　耐風圧性を考慮した補強 ※図示

　野縁の間隔 ※図示

　野縁受、吊りボルト、インサートの間隔及び周辺部からの距離　　※図示

屋外の軒天井、ピロティ天井等

野縁等の種類

あと施工アンカーの引抜き試験　　・行う　・行わない

既存の埋込みインサート　　　　　・使用する　・使用しない

　屋外（・19形　※25形）　屋内（※19形　・25形）

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

アルデヒド放散量

樹脂（以下「ユリア樹脂等」という）又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着剤のホルム

　壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール

※規制対象外 ・第三種

 発電機室 ・薄膜流し展べ仕上げ

施工箇所

・弾性ウレタン塗床材

・エポキシ樹脂塗床材

種　別

・防滑仕上げ

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

見切り、押え金物　 ・適用する（材質、形状等　※図示　・ ）

　階段部分　　※模様流し　・市松敷き

タイルカーペットの敷き方 　平場 ※市松敷き　・模様流し

タイルカーペット

※ループパイル

・カットパイル

※第一種

・第二種 ・

・カット、ループ併用

・

総厚さ（mm）

※500×500

寸法（mm）パイル形状 種　類

※6.5

　備考

　帯電性　　　　※人体帯電圧3kV以下

厚さ（mm）

ニードルパンチカーペット

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm

※ 4

・・カット、ループ併用

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

織り方

（標準品）

タフテッドカーペット

・A種

・B種

・C種

種　別 パイル形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・柄物

色柄等

※無地

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm

織じゅうたん

パイル形状

・カットパイル

・レベルループパイル

※ 5～ 7

※ 4～ 6・ループパイル

工　法

※全面接着工法

・グリッパー工法

パイル長さ（mm）

Ｇ

Ｇ

※FS

・

・

・500×500

・450×450

・300×300

・450×450

・300×300

・450×450

・300×300

寸法（mm）

・

・

・

※無地 HTL

 HT

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ（軟質）

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

・

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ（半硬質）

ビニル床タイル

施工箇所

※無地

※無地

 CTS

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

※無地

・柄物

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

色柄種　類 記号

ビニル床シート

施工箇所

※柄物

・無地

・

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所： 　）

※無地

・マーブル柄

※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

色　柄種　類 記号

　寸法　 　（ ）

　厚さ（mm）　 ・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

　色柄　 　（ ）

ゴム床タイル

　厚さ（mm）　　※2.0

　高さ（mm）　 ※60　・75　・100

　材質　 ※軟質　・硬質

ビニル幅木

 KT

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・第三種

構造材及び下地材の品質の基準　　※改修標仕6.5.2(2)(ｱ)(a)による

・乳白色　・カラー（ 　　）

・H-A種　・H-B種　※H-C種

内部造作材

下地材

36×45米栂廻り縁

・SW・塗装

の方法

化粧加工
表面性能

・W

・FW

・F

・プリント

レイ

・オーバー

程度 処理

・防炎処理

・表面

・両面・ ・2類

（壁、天井）※4.0

・しない

・する 難燃処理

（mm）

・1類

施工箇所
厚さ

加工面
接着の

特殊加工化粧合板

防虫処理
その他の

・防炎処理

・なら

・しおじ

・6.0

※4.2 ・2類

（壁、天井） ・3.2

・しない

・する 難燃処理

樹種名（mm）

・1類

施工箇所
厚さ 化粧板の

接着の程度

天然木化粧合板

防虫処理 その他の処理

※1類 ※2級

・1級

等級

※C－D

・ ・しない

・する

針葉樹 ※C－D

（床） 12.0

樹種名（mm）

・特類

施工箇所
厚さ 表板の

接着の程度 板面の品質 防虫処理

・2類

・しな

・ラワン（壁、天井）

（床） 5.5

・しない

・する

・しない

・する

・防炎処理

難燃処理

・難燃処理

処理程度樹種名（mm）

構造用合板

・2類

・1類

※1類 広葉樹 ・1等 ※2等

施工箇所
厚さ 表板の 接着の

板面の品質

普通合板

防虫処理
その他の

合板のホルムアルデヒド放散量   ※規制対象外 ・第三種

（・1等・2等・3等）

・化粧加工しない

・塗装加工

※天然木化粧加工

・しない

・する

防虫処理施工箇所

単板積層材

表面の品質 寸法（mm）

厚さ（mm）

化粧薄板の

樹種名 品質

※1等　・2等

化粧薄板の
施工箇所 心材の樹種名

化粧ばり造作用集成材

見付け材面の
寸法（mm）

※1等　・2等

見付け材面の品質施工箇所

造作用集成材

樹種名 寸法（mm）

・使用環境2

曲げ性能施工箇所

・使用環境1

接着性能

構造用単板積層材

樹種名 寸法（mm）

・3種

※2種

・1種

・使用環境C

・使用環境B

・使用環境A

施工箇所 品　名 強度等級 材面の品質 接着性能

構造用集成材

造作材の材面の品質の基準　 ※A種　・B種

現場搬入時の木材の含水率　 ※A種　・B種

保存処理木材 ・使用する（使用箇所： 　）

代用樹脂を使用しない箇所　 （　 　）

樹種名 寸法（mm）

　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

防蟻処理　　・行う（※図示　　・　　 　 ）

防腐、防蟻処理剤の種類及び品質

手加工

機械加工表面仕上げの程度

耐風圧性能（ ）N/mm2

開閉方式 収納形式 ガイドレールの材質

※バランス式

・チェーン式

・電動式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

（SUS304）

セクション材料

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

・・

・長方形

・正方形

表面形状 呼び寸法（mm）

・あり

※なし

防火認定

・ガラスブロック

板ガラスの種類、厚さ等は建具表による

厚さ（mm）

※クリア　・熱線反射

色　調

ガラス

※複層

・

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁、床の改修範囲

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

・図示の範囲

天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修

※既存のまま

・図示の範囲

※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

・図示

※モルタル塗り（塗厚25mmを超える場合の補強　※行う　・行わない）

・下地モルタル共（※図示の範囲　・除去範囲すべて）

改修後の床の清掃範囲 ※改修箇所の室内

　防虫網の材種　　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

［5.2.2］［表5.2.1］

・

　に提出する。

　防火戸のガラス留め材は、防火戸が建築基準法に基づき定められ又は認定を受けた条件による。

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

　JASS17 ガラス工事「納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職員

材　種

※シーリング材

※シーリング材

ステンレス製

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

建具の種類

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

ガラス留め材

飛散防止率　D1

性能値

※ガラス飛散防止フィルム

名　称

ガラス用フィルム

　品質JIS A 5759による

※内張り　・外張り第2種

張り面種　類

複層ガラスの断熱性・日射遮へい性による区分　　※U3－1 ・U3－2

複層ガラスの厚さ　　※建具表による　　　・ 図示

11

ゴム床タイル張り

ビニル床タイル及び

ビニル床シート、

10 軽量鉄骨壁下地

９ 軽量鉄骨天井下地

（内装改修工事全般）

８ 接着剤

13 合成樹脂塗床

カーペット敷き12

Ｇ

Ｇ

Ｇその他の合板

６ 床張り用合板及び

５ 集成材等

７ 防腐、防蟻処理

16

15 オーバーヘッドドア

ガラス

改修範囲１

既存壁の撤去並びに

下地補修

３

木材４

既存床の撤去並びに

下地補修

２

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.13.2］

［6.13.2］

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.2］［6.13.2］

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.1］

［5.6.5］

［5.6.4］

［5.4.2］［表5.2.1］

［5.4.2］［表5.4.1］

［5.5.2］

［5.3.4］

［6.2.2］

［6.2.2］

［6.1.3］

［6.1.3］

［5.1.3］ ［6.1.3］

［6.2.2］

［5.2.4］

［5.1.7］

［5.1.5］

［5.2.3］

［5.2.4］［表5.2.2］

［5.14.2］

［5.14.5］

［5.14.2］

［5.14.2］

［5.14.2］

［5.14.3］

［5.13.2､3］

［5.3.2］［5.3.3、4］［表5.3.1］［表5.3.2］

［5.6.2］［表5.4.1］

［5.6.2］［表5.2.1］

［表5.7.3］

［5.7.2］

［5.7.2］

［5.8.4］

［5.8.4］

［5.9.2､3］［表5.9.1～3］

［5.9.3］

［5.10.2］

［5.10.3］［表5.10.1］

［5.11.2］

［5.11.2］［表5.11.1］

［5.11.2］

［5.11.2］

［5.12.2］［表5.12.1］

［5.12.3］

　　又はJIS G 3322（塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

［5.12.4］

　改修標仕5.14.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

［6.3.2］［4.3.10］

［6.5.2］［表6.5.1］

集成材及び単板積層材のホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外 ・第三種

［6.5.2］［表6.5.2］

・A種　※B種（自動機械かんな掛け仕上げ）　・C種

・H-A種　※H-B種（さか目、かんなまくれが殆どないもの）・H-C種

防腐処理　　※行う（・　　　　　　　　　　　　　　　・図示　　　　） ［6.5.5］

［6.5.5］

［6.5.5］

ビニル床シート等の除去　　 ・仕上材のみ（接着剤共）

合成樹脂塗床材の除去工法　 ・機械的除去工法　・目荒し工法　・床一式撤去(砕石迄)

仕上げの種類

ﾌﾛｱ敷設範囲）

・

以下（ﾌﾘｰｱｸｾｽ

※人体帯電圧3kV

帯電性 備　考

・

3kV以下

※人体帯電圧

帯電性

・

3kV以下

※人体帯電圧

帯電性 備　考

備　考

※2.0

・

・

※2.0

・

※2.0

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

特殊機能

※2.0

厚さ（mm）

・

・

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

特殊機能厚さ（mm）

［6.8.2］

［表6.7.1］

[6.7.3]［表6.7.1］

［6.6.3､4］

［6.6.4］

［6.6.2］［表6.6.1］

［6.6.4］

［6.6.4］

［6.10.2､3］［表6.10.1～8］

［6.9.2、3］［表6.9.1］

［6.9.2、3］［表6.9.2］

［6.9.2、3］

［6.9.2、3］

［6.9.3］

［6.8.2］

［6.8.2］

［6.8.2］

［6.8.2］

［6.8.3］

［6.10.2］

［6.5.2］［6.8.2］[6.9.3]［6.11.5］［6.13.2］［6.14.2］［6.16.4］

建
具
改
修
工
事

2

2

５

　マスターキー　　・製作する　※製作しない

性能　　※ 改修標仕5.9.3による

耐風圧性 水密性

・A種

・B種

・C種

S－4

S－5

S－6

枠見込み（mm）

　外部に面する建具

種　別

性能等級等

・ W－4

　W－5
A－4

気密性 遮音性

・T－2

・T－1

表面色

・標準色 ・特注色（ 　）

耐風圧性能（　　　）N/mm2

性　能

・鋼板

材料　　※ SUS304、アルミニウム製等防錆性能を有するもの

・ 製造所標準仕様による

・ペダルスイッチ ・多機能便所スイッチ

・タッチスイッチ ・押しボタンスイッチ

種類　・SWD-1 ・SWD-2

・DSLD-1　・DSLD-2

種類　・SSLD-1　・SSLD-2

・光電スイッチ ・電波スイッチ

・熱線スイッチ ・音波スイッチ

・マットスイッチ ※光線（反射）スイッチ

・スイングドア

※スライデイングドア

ドアの種類 センサーの種類

鍵箱

　形式　 ・30組用　・60組用　・120組用

　市販品

鍵

※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く） ・鳥の子

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（補強あり）

表面仕上げ　　※HL 　・鏡面　

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

建物内部の木製建具に使用する表面材（合板）及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

ふすまの上張り

※規制対象外 ・第三種

・ 製造所標準仕様による

危害防止機構　　※障害物感知装置 （自動閉鎖型）

耐風圧性能（　　　）N/m

耐風圧性能（　　　）N/m

シャッターの種類

・屋内用防煙シャッター

・屋内用防火シャッター

・外壁用防火シャッター

・一般重量シャッター

　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

スラット　材質　※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

一般重量シャッターのシャッターケース　 ※設ける　・設けない

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

開閉形式 ※手動式 ・上部電動式（手動併用）

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・アルミニウム製建具

建具の種類

・ステンレス製建具

・鋼製軽量建具

・鋼製建具

・内部

・

・外部

撤去工法かぶせ工法

結露水の処理

・　

・適用する（適用箇所は建具表による）

　外部に面する建具

性能等級等

　断熱ドアセット、断熱サッシ　　・適用する　断熱性の等級（ 　）

・特殊な建具の仮組（建具符号： ）

種　別

　外部に面する建具

※70

　100

枠見込み（mm）

・ 

　W－5

・

　A－4

・   

S－6

S－5

S－4

・C種

・B種

・A種

水密性気密性耐風圧性

※図示

網戸

　形式　 ※外部可動式　・固定式

　屋内建具

表面処理

・A－3 ・W－4

　防音ドアセット、防音サッシ　　・適用する　遮音性の等級（ 　）

自動ドア開閉装置

14

13

12

11

10

９

８

７

６

５ 樹脂製建具

ステンレス製建具

鋼製軽量建具

鋼製建具

建具用金物

木製建具

自閉式上吊り引戸装置

軽量シャッター

重量シャッター

１ 改修工法

３ 防犯建物部品

４ アルミニウム製建具

２ 見本の製作等

断熱性

・H－4

・H－6

・H－5

かまち戸の樹種　　かまち（　 　　）　　鏡板（　　 　）

※建具表による ・図示

※建具表による ・図示

※建具表による ・図示

※建具表による ・図示

※建具表による ・図示

適用箇所

※C－1種 ・C－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　耐震ドアセット　 ・適用する　面内変形追随性の等級（ 　　）

施工箇所

※B－1種 ・B－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

FREE



図

面

名

称

単 図
縮　尺 mm

位 面

番
事業主 松 戸 市 水 道 部 号

建築改修工事特記仕様書（その４）

AA-04

AA-22

（20.2.6）

Ｇ

表面仕上材の品質、性能は、標準仕様書20章による。

所定荷重施工箇所

・置敷式

構　法 寸法(mm) 高さ(mm) 耐震性能

・0.6G

・1.0G

・5,000N

・3,000N

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

表面仕上材 備　考

・支柱調整式

※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による

寸法精度

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合 ※20～30％

配線取出し開口　　※パネル1枚につき40×80（mm）程度の開口1箇所以上 ・図示

種別　 ・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）

畳表及び畳床はホルムアルデヒド，アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極めて

※凹凸ﾀｲﾌﾟ（※12（不燃）・15 ・19 ・　）

備　考

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ（※9（不燃）・12　・　）

・化粧あり（トラバーチン模様）

9.5（不燃）　・化粧なし（下地張り用） 

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

12.5（不燃）　幅440mm程度

厚さ（mm）、規格等

・ 

・ 

・ 

・塗装品

・無塗装品

仕上塗装

・無塗装品

の適用

間伐材等

・ 

・ 

・ 

・ 

・無塗装品

・無塗装品

仕上塗装
の適用

間伐材等

　せっこうボード面　　 ・RA種 ・RB種　（施工箇所： 　　）

下地調整

モルタル面、プラスター面 ・RA種 ※RB種　（施工箇所： 　　）

コンクリート面 ・RA種 ※RB種　（施工箇所： 　　）

壁紙のホルムアルデヒド放散量  　※規制対象外 ・第三種

・溶融亜鉛ﾒｯｷ・鋼製

・クリヤラッカー・集成材

ローリングロード性能　 ※適用する ・適用しない

コンセントの箇所数 ※図示

・あり（※固定式 ・可変式）：施工箇所（※図示 　・ 　）

コンセント等の取付け対応　 ※製造所の仕様による （コンセント本体は別途設備工事）

・60　・45

直径（mm）

・HL

表面仕上げ

・ビニル製

・ステンレスパイプ

材　種 取付箇所

・なし

※あり（※ビニル製 ・ステンレス製）

・埋込み工法

※接着工法

取付け工法

・

・約35

幅（mm）

ビニルタイヤ入り

端部フラットエンド材　種

・ステンレス製（SUS304）

ドアエッジ脚　部

・表面材と同材

・ステンレス製

材　質形　状

・R

・アルミニウム製

・なし

・支柱

※幅木

材　質形　状
表面材の材質

・

・

・メラミン樹脂系化粧板

・ポリエステル樹脂系化粧板

表面仕上げ材

（・内臓　・露出）

※なし

配線用取出しパネル

構成材の材質　　 ・アルミニウム製 ・鋼製

スロープ及びボーダー　 ※製造所の仕様による ・図示

空調用吹出し（吸込み）パネル

コンクリート素地面の目荒し工法（高圧水洗）　　・行う

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ⅡⅠ Ⅲ

吸水率

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

耐凍害性

なしあり

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

施工箇所
適用

再生材の
備考

色役物うわぐすり

なし 標準 特注あり（mm）

形状寸法

・セメント系（施工箇所及び厚さ ※仕上表による　・図示　・ ）

・せっこう系（施工箇所及び厚さ ※仕上表による　・図示　・ ）

　る）

　1時間かけ

　の水圧を

（294.0 kPa

床目地　 ・設ける（工法　※押し目地　・ 　）

表面仕上げ 性　能 備　考

※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

※塗装品

・木目調

準不燃品 回り縁はとい付

の標準品とする。

幅（mm）

・100

・100

※200

※300

市販品

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

材　質

タイルの見本焼き ※行わない ・行う

内装壁タイル張りの工法　　※壁タイル接着剤張り ・改良積上げ張り

　標準的な曲がり（小口、標準、二丁、びょうぶ）の役物は一体成形とする

タイルの種類

　の5％以下

曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

80％以下95％以下70％以上

吸水調整材は、4章外壁改修工事共通事項による。

既製目地材　 ※適用しない　・適用する

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする。（JIS A 1404による試験）

セメント重量

混合割合 凝結時間

始発　1時間以上

終結　10時間以内

　安定性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。（JIS R 5201の試験9）

JIS R 5201の試験8において

　表面仕上げの壁紙張りの品質は18壁紙張りによる。

　遮音性能はJIS A 6512の遮音性試験に準拠する。

表面材種

厚さ（mm）

パネル部の

総厚さ（mm）
表面仕上げ 遮音性能

・ ※鋼板

・

・あり

・  

※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・あり

（ ）

防火性能

・なし

・なし

構造形式

・スタッド式

・スタッドパネル式

・パネル式

（※0.6 ・0.8）

表面材 表面仕上げ

※鋼板

・

※鋼板

・

厚さ（mm）

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

操作方法

・部分電動式

・部分電動式

・手動式 ・電動式

・手動式 ・電動式・一般タイプ

遮音性能

・遮音タイプ

（36db以上）

・新設する

・

・

・

・硬質アルミニウム合金

・ステンレス鋼（SUS304）

・ステンレス鋼（SUS304）製

・硬質アルミニウム合金製

・塩化ビニル又はゴム製

材　種

　　ブロックパターンはJIS T 9251による。

※ 3 0

※ 7 . 0

　300×300

　300×300

※300× 300

※300× 300

※300× 300

・磁器又はせっ器質タイル

※レジンコンクリート製

・磁器又はせっ器質タイル

・レジンコンクリート製

※塩化ビニル製

厚さ（mm）寸法（mm）種　類施工箇所

屋外

屋内

・充填用

・張物、充填兼用

・張物用

・密閉形

・鋳鉄製

・鋼製

・450×450

・

・600×600 ・屋内用

・屋内外用

形　式

・結露防止形

・一般形

寸　法

・ステンレス製

※アルミニウム製

材　種

・450×450

・目地タイプ

・額縁タイプ

・屋内用

・屋内外用

・目地タイプ

・額縁タイプ

内　枠外　枠形　式

・密閉形・

・600×600

・一般形

寸　法

・

※アルミニウム製

材　種

形状　　・C形 ・D形 ・Ⅰ形

・引分け

・片引き

（暗幕）

・ダブル

・シングル

・手引き

・ひも引き

・電動

施工箇所開閉操作形　式

・フランスひだ

・

・

・プレーンひだ・片ひだ

・箱ひだ・つまひだ

備　 考ひだの種類

施工箇所

・

・

・図示

備　考寸法（mm）

・3級

・2級

・1級

・チェーン式

・スプリング式

・電動式

操作方式

・

・綿

材　種

※ポリエステル

遮光性能

防炎性能　※あり

施工箇所
（mm）

スラットの幅

※図示

※図示

・

※5

・

※5

・

※図示

・

※図示

書　体取付け高さ

・ ・

※30φ

寸法（mm）

・

※アクリル板

・

・

・各階案内板

・建物案内板

・階数表示

・扉番号

・ピクトグラフ

・衝突防止表示 ※市販品

厚さ（mm）

※アクリル板

・図示

材　質

※ステンレス製

・室名札

（・両面　・片面）

区　分

　案内用図記号はJIS Z 8210による。

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

種　類 色　彩 備　考

・黒板 ※焼付け

※ほうろう・ホワイト

ボード

※緑　・黒

※緑　・黒

※白

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

寸法（mm）

・既存再使用する（養生方法： 　）

・新設する

形　式 種　類 スラットの材質

※横形

・縦形

・操作棒式

・1本操作コード

※アルミニウム合金製

・アルミスラット

・

※ギヤ式 ・コード式 ※25

・80

※2本操作コード ・クロススラット ・100

・既存再使用する（養生方法： ）

形式　 ・片引き ・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重ね掛けとする）

・既存再使用する

・新設する

・市販品（アルミニウム製　押出形材）

　　表面処理　　　　　※B－1　・B－2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・図示

溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・

・新設する

材種　 ※アルミニウム製 ・ステンレス製

・既存再使用する

種　類 規格等

・鋼製書架

・鋼製物品棚

材種　　 ・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材） ・人工大理石

奥行き（mm）　 ・約450 ・約600

表面の材質　　※塩ビ発泡シート張り

枠の材質 ※アルミニウム製

材質　　

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

形状・寸法　　 ※図示

・固定式

※規制対象外 ・第三種

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

・可動式

JIS S 1039による

備　考

アルミ製枠付き

高さ（mm）厚さ（mm）材　質

※6.8

・

※500

・・線入り磨き板ガラス

※網入り磨き板ガラス

・

※500・回転降下式 鋼板製又はアルミ製 表面仕上げ

※天井材張り

　・

・800

備　考

・

ガイドレール

※固定式（壁埋込み型）

・可動式（天井収納型）

高さ（mm）材　質種　類

・垂直降下式

（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品） ・800

※500

種　類 寸法（L＝　mm）

・流し台

・コンロ台

・吊戸棚

・水切棚

トラップ付き

バックガード　※あり

ステンレス製　※1段式

※600  ・700

※1200 ・900

※1200 ・900  ・600

※1200 ・1500 ・1800

※ステンレス製

※標準 ※アルミニウム製

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

フリーアクセスフロア

塗り

浴室天井材

セルフレベリング材

タイル張り

モルタル塗り

トイレブース

階段滑り止め

階段手すり

可動間仕切

移動間仕切

45

44

43

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

　注意喚起用床材）

（誘導用及び

視覚障害者用床タイル

黒板及び

ホワイトボード

表示

ブラインド

ロールスクリーン

カーテン

ブラインドボックス

及びカーテンボックス

カーテンレール

天井点検口

流し台ユニット

床点検口

鋼製書架及び物品棚

くつふきマット

洗面カウンター

屋内掲示板

防煙垂れ壁

収納家具

［6.16.3］

［6.12.2］［表6.12.1］

[6.13.3]［表6.13.3］

［6.13.2］

［6.13.2］

［6.14.2］

［6.13.2］［表6.13.1］

［6.11.2～6］［表6.11.2､4］

［6.11.2～6］［表6.11.1､3］

（20.2.5）

（20.2.3）

（20.2.4）

（19.2.2）

［2.3.1］［5.1.6］

［5.1.6］

［2.3.1］［5.1.6］

[6.17.2、3]［表6.17.1］

[6.16.4]［表6.16.6］

（20.2.2）

［6.16.3］

［6.15.6］

［6.15.3］

［6.15.3］

［6.15.3］

［6.14.2］

［6.14.3］［表7.2.4～7］

［5.1.6］

・500×500

（20.2.6）

（20.2.9）

（20.2.11）

（20.2.14）

（20.2.15）

（20.2.16）

（20.2.16）

備　考受　枠

・1種　・2種　・3種

耐荷重による種類

・4種　・5種　・6種

適用内容 規格・品質等

※優良住宅部品

 ・

※市販品

（セクショナルキッチンⅠ型）

[6.5.2][6.13.2]

内
装
改
修
工
事

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

６

Ｇ

（織物）

下地の種類　　・標準仕様書　表12.6.1による床組

少ない材料を使用したものとする。

・ポリスチレンフォーム床下地(ノンフロン　  )Ｇ

・A種（ノンフロンのもの）

合板類の張付け　　・A種　※B種

・15.0（不燃）

ファイバーボード

・化粧パーティクルボード

・ 30・普通木片セメント板 NF

HB・ハードボード（化粧）

HF・硬質木片セメント板

・ 25・ロックウール吸音ボード1号 RW-B

・6 ・81.0FK

GW-B・グラスウール吸音ボード2号32K

壁紙の種類

繊維

（ビニル）

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ その他

（化学繊維）
紙

施工箇所 防火性能
無機質

種　類

タイプ2（無石綿）

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

・普通木毛セメント板

・硬質木毛セメント板

DR

0.8FK

HW

NW

GB－R

GB－NC

GB－S

GB－F

GB－L

GB－D

MDF

HB

IB

12.5（不燃）

9.5

・素地MFD（RS）

A級二次加工品

・不燃積層せっこうボード

・せっこうボード

・せっこうラスボード

・強化せっこうボード

・シージングせっこうボード

・化粧せっこうボード（木目）

・メラミン樹脂化粧板

・単板張りパーティクルボード

・ハードボード（素地）

・インシュレーションボード

・ミディアムデンシティ

※適用する ・適用しない

パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量 

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

※規制対象外 ・第三種

畳下地　 　　厚さ（mm）　※40　・65　・80（不燃）

フローリング類下地　　厚さ（mm）　※80　・95　　　（不燃）

JISの記号

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

　現場塗装仕上　・行う（施工箇所　　 　　）

※天然木化粧

Ｇ複合フローリング

・オイルステインの上，ワックス塗り

パーケット1等

　複合フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・

　接着工法の場合の緩衝材　※合成樹脂発泡シート　・ 

・ ・ ・ ・塗装品

種別 防湿処理

・B種

・A種

・適用しない

・適用する

・ 

※なら

・ 

※なら

樹　種

・接着工法

・接着工法

・釘留め工法

(直張り)

・釘留め工法

(根太張り)

・モザイク

・生地のままワックス塗り

※ウレタン樹脂ワニス塗り

工　法種　類

900以上

板長さ

・ 

・75以上

板幅　　

・8以上

・ 

板厚　

※C種

厚さ・ 

大きさ（mm）

ブロック1等

ボード1等

Ｇ

15

・15

・ 

・ 

板長さ　300以上

板長さ　300以上

板長さ　500以上

（mm）

厚さ

303×303

・ 

※なら

幅 75 

幅 75 

幅 75 

・12以上

・12以上

・ 

・ 

・ 

※なら

・ 

※なら

・ 

※なら

（mm）

大きさ
樹　種

・塗装品

・塗装品

単層フローリング

種　類

・接着工法

(直張り)

・釘留め工法

(根太張り)

・接着工法

・釘留め工法

工　法

・フローリング

・フローリング

・行わない

畳敷き

ポリスチレンフォーム

15

18

17

16

床下地材

せっこうボード及び

その他ボード張り

壁紙張り

14 フローリング張り

・12.5（不燃）　・15.0（不燃）

・9.5（準不燃）　※12.5（不燃）

・50（ガラスクロス包）

・15 ・20 ・25

・15 ・20 ・25

・12 ・15 ・18 ・21

・無研磨板（VN） ・研磨板（VS）

・10 ・12 ・15 ・18

・単板オーバーレイ（DV）

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）　・塗装（DC）

・10（難燃）　・12（難燃）

・化粧MDF（・DV・DO・DC）

・3 ・7 ・9 ・12

・未研磨板（RN）　・研磨板（RS）

・2.5　・3.5　・5 ・7

・内装用化粧（DI）　・外装用化粧（DE）

・2.5　・3.5　・5 ・7

（・天井仕上 ・内装仕上 ・ 　　）

・9 ・12 ・15 ・18

JIS K 6903による　厚さ1.2

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃
工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

※図示

FREE

きとし、製造所



図

面

名

称

単 図
縮　尺 mm

位 面

番
事業主 松 戸 市 水 道 部 号

建築改修工事特記仕様書（その５）

AA-05

AA-22

耐
震
改
修
工
事

共
通
事
項

あ
と
施
工
ア
ン
カー

工
事

鉄
骨
工
事

８ー

５

鉄
筋
工
事

８ー

２

撤
去
工
事

８ー

１

８ー

３

８ー

４

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

８

・行う（※JIS K 5622　・ 　　）　　※行わない

耐火被覆材の接着する面の塗装

・22

・19

・16

呼び長さ（mm）呼び名

呼び名等

マクロ試験（エンドタブ使用） ※行わない　・行う

放射線透過試験　　 ※行わない　・行う

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　 ※行う ・行わない

スカラップの形状 ※鉄骨溶接基準図による

鋼製エンドタブの切除する部分　　※図示

開先の形状　　※鉄骨溶接基準図による

・行う ※行わない

※A種　・B種

柱底均しモルタルの工法の種別

・建方用 （・A種　※B種　・C種  ）

・構造用　　（※図示　 ・ ）

アンカーボルトの保持及び埋込み工法の種別

　※（別2-1.1～1.3）による　　

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　※（別2-1.1～1.3）による　　

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・りん酸塩処理

すべり耐力等の確認方法 ※すべり耐力試験方法等 ・図示

※ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

摩擦面の処理

　※（別2-1.1～1.3）による　　

※行わない ・行う　（試験方法等： 　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

すべり係数試験

・JIS形高力ボルト

※トルシア形高力ボルト

ボルトの区分

鉄骨階段SS400、STKR400

※JISによる

※JISによる

※JISによる

※JISによる

適用箇所種類の記号

鋼材の材質等

※適用する　・適用しない

・図示（ 　　）

適用箇所　　※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

※鉄骨溶接基準図による

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

※40以下

厚さ（mm）

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の

　開発」において、評価を取得したもの

・ ・

※壁（図示の範囲）

・プラスチック系

・コンクリート系

・木質系

施工箇所種　類

・断熱材兼用型枠

※改修標仕表8.1.3による

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

※鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

　混和材料の使用量　 ※改修標仕8.2.5(5)､(b)､⑥による

・地業工事

・土工事

・行う

・行う

・行う

の補修

ひび割れ部

新　規

・監督職員の承諾する工場

ある工場

定める（　　）グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力の

(株)日本鉄骨評価センター又は(社)全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に

※建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

鉄骨製作工場の加工能力

※ 新設壁

（　　75　　）

（　　50　　）

ｽﾊﾟｲﾗﾙの径（mm）

※ 新設壁

設計基準強度Fc（N/mm2）

（N/mm2）

気乾単位容積質量（t/mm3）設計基準強度Fc（N/mm2）

設計基準強度Fc（N/mm2）

・高炉セメントB種　　（捨コンクリート）

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

セメントの種類

・20・

※25

粗骨材の最大寸法

（mm）

※15又は18

スランプ

（cm）

・

※18

設計基準強度

・軽量コンクリート

※普通コンクリート

種　類

設計基準強度等

適用箇所

　　用いる場合を除く。

又は混合セメントのA種

・フライアッシュセメントB種

・高炉セメントB種

※普通ポルトランドセメント

種　類 適用箇所

　　・　　 　（適用箇所：　　 　　）

※改修標仕表8.1.4による

　仕上りの平たんさ

　　・　　　　　　　　　　　（適用箇所：　　 　　）

部材の位置及び断面寸法の許容差

・1種　・2種

（　 ）

壁面外方向筋

（　 ）

壁面内方向筋

・

・D10

壁配筋の定着長さ　 ※図示

その他の鉄筋（　　 　）

柱、梁の主筋

部　位

　既存柱外周部あと打ちコンクリート又はモルタルの厚さ　 ※図示

　柱頭柱脚の隙間寸法　　※図示　

※発泡プラスチック保温材等を埋め込む

　柱頭柱脚の隙間部間の型枠

プ巻き工法

溶接閉鎖フー

金網巻き及び

ート柱の溶接

鉄筋コンクリ

・

・圧入工法[8.19.8(a)(2)及び(c)]

・流し込み工法[8.19.8(a)(1)及び(b)]

※工法指定なし

・

・圧入工法[8.19.8(a)(2)及び(c)]

・ 図 示

・ 図 示

・すべての増設柱　・図示

・すべての増設柱　・図示

・すべての増設柱　・図示

・すべての増設壁　・図示

・すべての増設壁　・図示

壁の増設工事

コンクリート

部位ごとのコンクリート打込み工法の指定

・流し込み工法[8.19.8(a)(1)及び(b)] ・すべての増設壁　・図示

※工法指定なし

打込み工法補強工法

現場打ち鉄筋

※高性能AE減水剤標準形又は遅延形

※混和剤

混和材料

適用箇所

・27　・30　・33　・36

コンクリート強度の気温による補正値

　種類　　 ※混和剤 ・混和材

混和材料

　砕石及び砕砂のアルカリシリカ反応性による区分　　※A ・B

　砂利及び砂のアルカリシリカ反応性による区分 ※A ・B

　　・電気炉酸化スラグ細骨材　　　　　使用部位（　 　　）

　　・銅スラグ細骨材　　　　　　　　　使用部位（　 　　）

　　・フェロニッケルスラグ細骨材　　　使用部位（　 　　）

　細骨材及び混合細骨材

骨材

　　325J/g以下、かつ、28日目で402J/g以下のものとする。ただし、無筋コンクリートに

普通ポルトランドセメントは、JIS R 5210に示された規定のほか、水和熱が7日目で

セメントの種類

セメント

・C種

・B種

・A種

コンクリートの仕上り

種　別

・1種　・2種

種　別

スランプ（cm）

適用箇所

　合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

適用箇所

・

※18

スランプ

適用箇所

・

・21

軽量コンクリートの設計基準強度等

適用箇所

・21

普通コンクリートの設計基準強度

レディーミクストコンクリートの類別 　※Ⅰ類　・Ⅱ類

シアコネクタとセパレーターの兼用 ※兼用してもよい　・兼用しない

間隔（mm）　　※500×500

増打ち壁への有効定着長さ（mm）　

既存壁への有効埋込み長さ（mm）　　※7d（d：シアコネクタの径）

径（mm）　　※D10

種類　 ※金属拡張系あと施工アンカーの異形差筋アンカー

・実施しない

確認強度　　※図示

※実施する（試験方法　※引張試験　・ 　）

試験の適用

　・

・はつり出しによる

探査方法

・図示

※あと施工アンカー施工部分すべて

探査範囲

性能確認試験　 ・実施する（試験方法及び試験数　※図示）　・実施しない

アンカー筋の種類 ※改修標仕表8.2.1の異形棒鋼　・全ねじボルト

接着剤の品質　 ※有機系　・無機系

せん断耐力　　 ※図示

引張耐力　 ※図示

アンカーの種類 ※カプセル型

・接着系アンカー

性能確認試験　 ・実施する（試験方法及び試験数　※図示）　・実施しない

接合筋の種類、径、長さ　 ※図示

せん断耐力　　 ※図示

引張耐力　 ※図示

・・・・

ｽﾊﾟｲﾗﾙのﾋﾟｯﾁ（mm）

・

※図示

・

・φ9

※φ6

・

※SD295A

・

※SR235

（異形鉄筋）

ート用棒鋼

※鉄筋コンクリ

ート用棒鋼

※鉄筋コンクリ

材　質 本数ピッチ等径

・

・はしご筋

適用箇所材　料

※スパイラル筋

種　類

圧接部の確認試験　 ※超音波探傷試験 ・引張試験

耐震壁の開口部補強　　※図示

※ 10

施工箇所

・

・柱､梁､壁及び庇等の外気に接する打放し面

改修標仕表8.3.6の値に加える寸法（mm）

・W－Ⅰ形 ・W－Ⅱ形 ・W－Ⅲ形

帯筋組立の形の種別

　・

※鉄筋の定着長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）

鉄筋の定着長さ

　・

※鉄筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）

鉄筋の重ね継手の長さ

※重ね継手

呼び名（mm）

※ガス圧接　・機械式継手

継手方法

JIS G 3551による

規　格鉄線の径又は呼び名（mm）

・

※6.0

・

※D19以下

※D16以下

※平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の凹面を、全体にわたってつける。

　目荒しの程度

・壁 　　打継ぎ面又は接合面全面の10～15％程度

・柱、梁面　打継ぎ面又は接合面全面の15～30％程度

　目荒しの範囲

※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充填部の接合面

※既存コンクリートとの打継ぎ面

　適用範囲

※露出部分は、錆止め塗料塗りを行う

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

※図示

既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断

※図示

撤去範囲

・制振改修工事

・鉄骨工事

・コンクリート工事

・あと施工アンカー工事

・グラウト工事

・鉄筋工事

・免震改修工事

・スリット新設工事

・連続繊維補強工事

含む）、構造体のはつり）

・撤去工事（設備機器配管及び仕上げの取壊し・撤去（下地の一部又はすべてを

・柱補強工事（連続繊維補強工法）

・柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き工法）

・制振改修工事

・免震改修工事

・耐震スリット新設工事

・柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

・鉄骨ブレースの設置工事

工事内容　　・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・次の箇所を除き防火材料とする。（施工箇所： 　　）

　・

※壁配筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）

壁配筋の重ね継手の長さ

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは目地底から算定する。

継手方法等

※100×100

網目の形状、寸法（縦×横）（mm）

網目の形状、寸法等

割裂補強筋

呼び名（mm）種類の記号

・

・SD345

・SD295A

鉄筋の種類

既存コンクリート面の目荒し

セット方式 ※本体打込み式

・金属系アンカー

材料等 設計基準強度

鉄筋コンクリート柱の溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法での型枠等

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

12

11

JIS B 1198）

（頭付きスタッド

錆止め塗装

スタッド

10 溶接接合

９ 鉄骨工作仮組

８ アンカーボルト

普通ボルト７

高力ボルト

６ 溶融亜鉛めっき

５ 高力ボルト

４ 鋼材

３ 施工管理技術者

２

溶接条件

入熱、パス間温度の

７ 断熱材兼用型枠

穿孔前の埋込み配管

コンクリートの

６

１ 鉄骨製作工場

打込み工法等

８

ート

高い強度のコンクリ１ あと施工アンカー

壁の打増し部に用いる

コンクリートの材料

５ 無筋コンクリート

強度

４ コンクリートの調合

３

２ コンクリートの品質

及び強度

１ コンクリートの種類

５ 型枠工事

シアコネクタ）

（現場打ちコンクリート

４ シアコネクタ

３ 施工確認試験

等の探査

２

７ ガス圧接

６ 壁開口部の補強

適用範囲１

５

４

３

２

壁の配筋

鉄筋のかぶり厚さ

鉄筋の継手及び定着

溶接金網

８ 既存構造体との取合い

１

２

鉄筋

既存部分の処理

既存部分の撤去等１

［8.2.5］

［8.6.5］

［8.1.3］［8.9.1］［表8.9.1］［8.9.3］

［8.1.4］［表8.1.2］

［8.1.4］［表8.1.3］

［8.1.3］［表8.1.1］

［8.7.8］

［8.12.4］

［8.12.4］

［8.21.9］［8.22.7］

［8.3.8］

［8.3.4］

［8.21.2］［8.22.2］［8.23.2］［8.24.4］［8.25.2］［8.26.5］［8.27.2］［8.28.2］

［8.21.3］［8.22.3］［8.23.3］

［8.21.2］［8.22.3］［8.23.3］［8.26.6］［8.27.3］

［8.21.3］［8.22.3］［8.23.3］［8.26.6］［8.27.3］

［7.2.2～7］［表7.2.1～7］

（6.14.1～3）

［8.2.5］

［8.2.5］［表8.2.3］

［8.1.3］

［8.2.4］［8.3.7］

［8.3.4］

［8.3.4］

［7.1.3］

［7.1.3］

［7.2.1］［表7.2.1～7］

［8.3.7］

［8.3.5］［表8.3.6］

［8.2.2］

［8.2.1］［表8.2.1］

［8.2.4］

［8.2.9］［8.1.6］（別2-1.1～1.3）

［8.1.1］

工事種別　　・施工調査（施工計画調査、施工数量調査、調査のための破壊部分の補修）

［8.3.4］［8.3.2､3］

［8.3.7］

［8.3.7］

［8.12.7］

［8.1.4］［表8.1.4］

［8.1.4］［表8.1.5］

素地ごしらえの種別

［7.5.1～7.14.2］［表7.5.1～7.14.1］

［7.4.2､3］［表7.4.1～6］

備　考

EP-Gの場合

EP-Gの場合

EP-Gの場合

2-UE､2-ASE､

2-FUEは除く

［7.3.2～7］［表7.3.1～7］

(嵩上げ)

　－

・

　－

　－

　－

　－

　－

　－

上塗り等級（  ）級

上塗り等級（  ）級

　－

　－

※1種　・2種

※1種　・2種

※1種　・2種

※1種　・2種

塗料の種類

1

1

適用箇所

規格等

[8.15.4]（別2-3.1～3.4）

［8.1.6］（別2-1.1～1.3）

［8.17.2］

［8.15.11］

［8.15.11］

［8.15.11］

［8.15.7］

［8.15.7］

［8.13.10］

（7.12.4）

［8.14.2］

［8.2.9］

［8.1.5］［8.1.6］

［8.16.2～7］

（7.10.3）（表7.10.2）

（7.10.3）（表7.10.1）

（7.2.3）［8.1.6］（別2-1.1～1.3）

［8.1.5］

［8.2.8］［表8.2.7］

 （m ・K/W）

＝0.676以上

＝厚さ／熱伝導率

断熱抵抗

部　位

2

品質等

［8.23.5］

[8.21.8]［8.23.5］

　RA種

※ RB種

・

※ RB種

※ RB種

※ RB種

※ RB種

※ RB種

塗替え

　RC種

　RA種

（2-UE､2-ASE､2-FUEの場合）

（2-UE､2-ASE､2-FUEは除く）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具を除く）

コンクリート面、押出成形セメント板面

下地調整の種別等

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

※ RB種木部

せっこうボード面、その他ボード面

コンクリート面、ALCパネル面

モルタル面、プラスター面

下地調整の種別
下地面の種類

※塗替え面積の30％ ・図示

既存塗膜の除去範囲（塗替えでRB種の場合）

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

建物内部に使用する塗料の材質　 ・水性系

※規制対象外 ・第三種

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

２ 下地調整

材料１

塗
装
改
修
工
事

７

※B種

※B種

（耐候性塗料塗り（ＤＰ）の場合）

（耐候性塗料塗り（ＤＰ）は除く）

コンクリート面、ALCパネル面

コンクリート面、押出成形セメント板面

耐候性塗料塗り（ＤＰ）

※B種

※B種

※C種

その他
鉄鋼面

目地：継目処理工法以外

目地：継目処理工法

※B種

※A種

・A種

・A種

・A種

その他ボード面

せっこうボード面

塗装

３ 錆止め塗料塗り 錆止め塗料塗りの種別等

塗装面 工程種別塗料種別

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※A種　・B種

・A種　※B種

※A種　・B種

屋外

屋内

塗替え

新規（鋼製建具

を除く）

新規鋼製建具

　C種

　C種

※A種　・B種

　C種

※A種　・B種

※ C種

・A種　・B種

・A種　・B種

　A種

※ C種

※ C種

※ C種

※ C種

４

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具を除く）

モルタル面、プラスター面

※A種

透明塗りの場合

不透明塗料塗りの場合

下地面の種類

木部

素地ごしらえ３

素地ごしらえの種別等

　　適用箇所　　 ※屋上，屋上面の金属面

Ｇ高日射反射率塗料　　の適用　※適用する　　・適用しない

※B種　・A種屋外・木材保護塗料塗り(WP)

　　－・オイルステイン塗り(OS)

※B種　・A種・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

※B種　・A種・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

※B種　・A種・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

　ぺイント塗り(EP-G)
※B種　・A種屋内の鉄鋼面

エマルション

※B種　・A種ｺﾝｸﾘｰﾄ面等・つや有合成樹脂

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面
(DP)

　　－亜鉛めっき鋼面
・耐候性塗料塗り

　　－鉄鋼面

※B種　・A種・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

※B種　・A種・クリヤラッカー塗り(CL)

　　－亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種鉄鋼面ペイント塗り(SOP)

※B種　・A種木部屋内・合成樹脂調合

※A種　・B種木部屋外

種　別塗　装

・A種　・B種　・C種

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

・A種

・A種

・A種　・C種

・A種

・B種

・B種

・B種

・A種

・B種

・A種

・B種

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

※ 新設土間コンクリート

※ 捨てコンクリート・18

※ 設備基礎、その他

※ 図示のもの全て

室内の工事における温度補正　　・行う ※行わない

FREE



図

面

名

称

単 図
縮　尺 mm

位 面

番
事業主 松 戸 市 水 道 部 号

建築改修工事特記仕様書（その６）

AA-06

AA-22

耐
震
ス
リ
ッ
ト
新
設
工
事

環
境
配
慮
改
修
工
事

地
業
工
事

12

８ー

土
工
事
及
び
地
業
工
事

11

８ー

10

制
振
改
修
工
事

８ー

免
震
改
修
工
事

８ー

９

８ー

８

９

※15cm又は18cm

スランプ

※18N/mm2
設計基準強度

・基礎梁下、土に接するスラブ下

施工範囲

※50mm

捨コンクリートの厚さ

適用箇所

砂利厚さ

・再生クラッシャラン ・切込砂利及び切込砕石

材料

※図示による（ 　　）　　・　

※図示による（ 　　）　　・　

※図示による（ 　　）　　・　

記録する施工状況等

技能資格者の技量及び溶接部の確認

※図示による（ 　　）　　・　

支持地盤の位置及び土質、杭の根入れ長さ及び水平方向位置ずれの精度

杭工法

　報告書の記載事項等　 ※図示

　位置、本数及び載荷荷重　 ※図示

　載荷試験　 ・行う ・行わない

　載荷試験の方法　 ※図示

地盤の載荷試験

　報告書の記載事項等　 ※図示

　位置、本数及び載荷荷重　 ※図示

　載荷試験　 ・行う ・行わない

　施工方法　 ※図示

杭の載荷試験

試験杭

　試験杭の施工方法　　※図示

　試験杭の位置、本数及び寸法　　※図示

存置範囲（※図示　・　　）

・構内指定場所に堆積 ・構内指定場所に敷均し

※現場説明書による ・構外搬出適切処理

　適用場所（　 　）

・Ｄ種（細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

・Ｃ種　適用場所（ 　）土質(　　)　受渡場所（　　）

・Ｂ種　適用場所（ 　）

・Ａ種　適用場所（ 　）

埋戻し及び盛土の種別

エキスパンションジョイントの仕様、工法等 ※図示

　既存杭の健全性を確認する試験　 ・行う ・行わない

・既存杭の補強方法 ※図示

　既存杭の補強　　・する ・しない

　既存杭の杭頭部等の処理　 ・する ・しない

・既存杭の杭頭部等の処理方法 ※図示

　既存杭の一部を撤去する場合の撤去範囲及び撤去方法　 ※図示

既存杭の撤去等

検査の項目及び数量　　※図示

仕上げ　 ※図示

割裂補強筋の適用　 ※図示

設置位置の寸法許容差　 ※図示

防錆処理　　※図示

製品検査における項目、内容、判定基準、検査頻度等　　※図示

性能確認試験の項目及び数量　　※図示

材質及び緒元　　※図示

既存鉄骨の処置　　※図示

既存鉄骨の撤去範囲及び撤去方法　 ※図示

検査の項目及び数量　　※図示

仕上げ　 ※図示

設置位置の寸法許容差　 ※図示

防錆処理　　※図示

製品検査における項目、内容、判定基準、検査頻度等　　※図示

性能確認試験の項目及び数量　　※図示

材質及び緒元　　※図示

※点検・検査結果の保管

※統括管理体制

※点検項目

※点検種別（定期点検、応急点検、詳細点検）、実施時期

※維持管理の目的、点検種別（定期点検、応急点検、詳細点検）、実施時期

・その他（ 　）

維持管理に必要な計測機器等の設置の有無及び仕様　　※図示

維持管理要領に記載する項目　　※・その他（ 　）

エキスパンションジョイントの仕様、工法等　 ※図示

耐火被覆の適用及び仕様　　※図示

耐火材の使用箇所及び仕様　 ※図示

遮音材の使用箇所及び仕様　 ※図示

耐火被覆面への錆止め塗装　　・行わない ・行う（適用箇所： 　）

スリットの幅及び深さ　 ※図示

・はつり出しによる

※鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

既存撤去部の配管等の探査

耐震改修設計・施工指針」（(財)日本建築防災協会発行）の第4章[補強工事の施工]によ

・｢連続繊維補強材を用いた既存鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の

　なお、プレミックス形と現場調合形で混和材が同一の場合はプレ

合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

(2) 塩化物量は、JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）の9.6

(1) 日本道路公団規格JHS 312-1999（無収縮モルタル品質管理試験方法）

ので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。ただし、現場調

セメント系（酸化カルシウム、カルシウムサルファルミネート等によっ

(社)土木学会「コンクリート標準示方書」に定められた品質を有するも

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通又は早強ポルトランド

無収縮グラウト材の品質及び試験方法（現場調合形においては標準使用量・配合値）

(2) 塩化物量は、JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）の9.6

(1) 日本道路公団規格JHS 312-1999（無収縮モルタル品質管理試験方法）

セメント系（酸化カルシウム、カルシウムサルファルミネート等によっ

(社)土木学会「コンクリート標準示方書」に定められた品質を有するも

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通又は早強ポルトランド

所要性能及び適用箇所

スリットの施工

捨コンクリート地業４

３ 砂利及び砂地業

杭地業２

試験及び報告１

４

３ 建設発生土の処理

山留めの存置

埋戻し及び盛土２

１

減衰材

既存部分の撤去

２

１

１

１

支承材及び減衰材

既存杭

［8.28.4］

［8.28.4］

［8.28.4］

［8.28.4］

［8.28.4］

［8.28.4］

［8.28.3］

［8.28.3］

［8.28.3］［表8.28.1］

［8.28.2］

［8.27.8］

［8.27.9］

［8.27.6］

［8.27.6］

［8.27.6］

［8.27.4］

［8.27.4］

［8.27.2］

［8.27.4］

［8.26.17］

［8.26.16］

［8.26.15］

［8.26.14］

［8.26.13］

［8.26.10］

［8.26.10］

［8.26.7］

［8.26.7］

［8.26.7］

［表8.2.10］

［8.25.2］

［8.25.2］

［8.24.6］

［8.24.6］

［8.24.6］

［8.24.6］

［8.24.6］

［8.2.13］

［8.2.13］

［8.2.12］

［8.2.12］

［8.2.12］

［8.18.2～9］

［8.24.6］

［8.27.2］

［8.26.17］

・60mm ※150㎜

※図示による（ 　　）　

※図示による（ 　　）　

労働省令第21号)（以下，「石綿則」という。）を遵守すること。

※　JIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有測定法」

都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関

測定機関

天候、温度、湿度、外気の風速及び風量

キ．測定時（各測定場所ごと）の

カ．顕微鏡視野面積、計数視野数

オ．マウンティング法

（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）

エ．サンプリング条件

ウ．測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）

イ．測定時間

ア．測定結果

記録する項目

注１:周囲状況により上記によりがたい場合は、監督職員と協議する。

点測　定　点　総　計

※２点 ・ 点

※２点 ・ 点

０．３本／Ｌ０．４７本／Ｌ５０本／Ｌ定量限界

３以上

幅３μｍ未満、長さ５μｍ以上、アスペクト比（長さ／幅）計数アスベスト

総合倍率４００倍、アスベスト繊維総数、通常５０視野計数条件

アセトン固定－有機物灰化－屈折率浸液法試料の透明化

２４０min１２０min５min試料の吸引時間

１０Ｌ／min５Ｌ／min１Ｌ／min試料の吸引流量

フィルタの直径

４７mm２５mmメンブレン

位相差・分散顕微鏡数計機器

測点５測点１，２，４，６，７，８測点３

※２点 ・ 点処理作業室内測定９

※２点 ・ 点又は敷地境界

※２点 ・ 点施工区画周辺測定８

※２点 ・ 点

処理作業室内測定７

※２点 ・ 点又は敷地境界

※２点 ・ 点施工区画周辺測定６

※１点 ・ 点　性能確認）

※１点 ・ 点（除じん装置の

※１点 ・ 点置の排出吹出口

※１点 ・ 点負圧・粉じん装測定５

※１点 ・ 点　確認）

※１点 ・ 点（空気の流れを

※１点 ・ 点ゾーン入口

※１点 ・ 点セキュリティ測定４

※２点 ・ 点

※２点 ・ 点

（注１）

※２点 ・ 点処理作業室内測定３

※２点 ・ 点又は敷地境界

※２点 ・ 点施工区画周辺測定２

※２点 ・ 点

・ 行わない

による。

：光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差、分散顕微鏡法

「JIS K 3850-1　空気中の繊維状粒子測定方法－第1部－

※ 行う（測定する時期・場所等は下表による）

（注１）

※２点 ・ 点処理作業室内測定１

名称

室　　名　　等測定場所測定

・（試料数： 　　）・（試料数： ）

・（試料数： 　　）・（試料数： ）

・（試料数： 　　）

定量分析定性分析材　料　名

による。

分析方法

・ 行わない

・ 行う（分析結果は監督職員に提出する。）

・

※ 調査終了年月日

※ 調査者及び所属

※ 調査結果

※ 発注者からの通知

※ 調査方法

※ 建築物等の種類

※ 事業場の名称

調査結果を公衆に見やすいよう掲示すること。

※ 排出等作業の方法

・

※ 施工範囲と工事範囲区分

調査事項

特定工事に該当する場合，受注者は大防法第18条の15に

調査の結果，設計図書と異なる場合は監督職員と協議する。)

よる届出書の案を作成し，監督職員に提出すること。

書面により発注者に説明の上，提出すること。

※ 石綿含有建材等の使用部位

※ 石綿含有建材等の種類，厚さ，面積

石綿含有分析

石綿粉じん濃度測定

（例）石綿粉じん濃度測定方法

事前調査を行うこと。調査結果は，図面等に記録し、

調査箇所　　　※　図示 ・ （施工調査で必要と思われる箇所）

・

・

・

・（試料数： ）

除去作業者の教育

専門工事業者

作業主任者の選出

技能講習を終了したものの中から、「石綿作業主任者」を選任しなければ

石綿作業主任技能講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者

ならない。

作業者は、就業時に石綿則第27条に基づく教育を受けた者とする。

また、一般健康診断、石綿健康診断及びじん肺健康診断を受診した者と

し、肺機能に異常のない者とする。

た技術を有することを証明する書類を監督員に提出する。

石綿含有建材の除去を直接行う専門業者については、工事に相応し

特別管理産業廃棄物管理責任者の選出

排出業者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有するものを

選任し管理しなければならない。

ただし、石綿含有成形板の処理工事を除く。

更衣室など見やすい箇所に次の表示及び掲示を行う。

※ 喫煙・飲食の禁止

※ 取り扱い上の注意事項

※ 使用すべき保護具

周辺住民の見やすい箇所に以下の表示を行う。

※ 「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への

届出内容、粉じん飛散抑制装置、曝露防止措置等）」

表示及び掲示

作業内容に応じた、呼吸用保護具、保護めがねを使用すること。

保護具、保護衣

※ 他の内装材、廃棄物等と分別保管

場合は、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い、飛散防止に努める。

※ 関係者以外立入禁止

※ 石綿作業主任者名と職務内容

※ 廃石綿等の保管場所である旨の表示を行う。

※ 保管場所での飛散防止を施す。また、石綿含有成形版を運搬する

除去した石綿含有物の保管、運搬等

※ 「石綿除去作業中」の表示

※ 石綿の有害性

石綿等の取扱については，大気汚染防止法(昭和43年6月10日法律第97号)

（以下，「大防法」という。）及び石綿障害予防規則(平成17年2月24日厚生

シーリング材

外壁仕上材

外巾木仕上材

事前調査

・ 行わない

養生等

※ 養生シート等を用いて区画し、場外への飛散防止を行う。

掻き落とし、破砕、切断による除去方法

※ 行わない

によること。

除去工法

※ 粉じん飛散抑制剤などにより湿潤化したあとに、手ばらしによること。

・ 行わない

作業場等の隔離等

※ 作業場は以下によるものとし負圧除じん機にて負圧状態により

飛散防止をすること。

隔離シートの性能

※ 床面

※ 壁面 ※ 0.08mm以上のプラスチックシート等

※ 0.15mm以上のプラスチックシート等で二重

セキュリティーゾーンの設置

※ 洗浄室 負圧

※ 下表による

適用

※

室名

更衣室

状態

※ 更衣ロッカー

※ 呼吸用保護具保管箱

・

※ 前室 負圧

・

※ エアシャワー（温水シャワー）

・ 高性能真空掃除機

・ 使用済み保護衣保管かご

除去物及び汚染等

処理方法

※ 密封処理（二重袋梱包）

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空

掃除機フィルタ、除じん機フィルタについても密封処理を行う。

・ セメント固化

・ 行う　（適用範囲　・図示 　　・　　 　　）

・ 行う　（適用範囲　・図示 　　・　　 　　）

証明書（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等

よる「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査

ただし、（一財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」に

の飛散防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には

監督員の承諾を得ること。

証明書（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等

の飛散防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には

監督員の承諾を得ること。

ただし、（一財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」に

・ 行う…この場合は改修標仕<9.1.3>「石綿含有吹付け材の除去」

石綿含有保温材の除去工事

※ 除去物については改修標仕<9.1.3(2)>により、密封処理とする。

よる「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査

石綿含有吹き付け材の除去工事

・ 行わない

除去工法

養生

※ 作業場は、養生シート等を用いて区画する。

石綿含有成形板の除去工事

有成形板については、湿潤化の上、丈夫なプラスチック袋に入れる等

の飛散防止措置を講ずること。

※ 除去物については、粉じんの飛散防止に努め、特に破砕された石綿含

※ やむを得ず破壊しなければならない場合には、十分に湿潤化した

状態で行うこと。

※ 作業場は、散水等により湿潤化し、手ばらしによること。

・ 行う　（適用範囲　・図示 　　・　　 　　）

・ 行わない

・ 行う　（適用範囲　・図示 　　・　　 　　）

石綿含有仕上塗材の除去工事

汚泥としての処理が必要な場合

運搬　・　

処分　・　

１

除去工事２

共通事項

一般事項

３

石綿保温材の除去４

石綿含有材の除去

石綿成形板の除去５

の除去

６ 石綿含有仕上塗材

［9.1.2(1)］

［9.1.2(2)］

［9.1.2(3)］

［1.5.1］

［9.1.1(5)］

［1.5.1］

適
用

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（各施工箇所ごと）

測定点

撤去後

シート

処理作業後

撤去前

シート

処理作業後

処理作業中

処理作業前

測定時期

[9.1.3(3)][9.1.4(3)][9.1.5(3)][9.1.6(4)]

・ 行う　（大防法第18条の17により，同法の特定工事に該当するか

（※調査済）

※ 新品の保護具

※ 洗顔、うがい設備

［9.1.6］

［9.1.6］

［9.1.3］

［9.1.3］

［9.1.4］

［9.1.4］

［9.1.4］

［9.1.5］

［9.1.5］

［9.1.5］

［9.1.3］

［9.1.2(4)］

［9.1.2(6)］

［9.1.3］

［9.1.2(8),(9)］

８ー

５

鉄
骨
工
事

グ
ラ
ウ
ト
工
事

８ー

６

８ー

７

連
続
繊
維
補
強
工
事

　繊維目付け量　　 ・（ 　　）g/m2　　 ・ 

　ヤング係数（含浸硬化後）　 ・（ 　　）N/mm2　　・ 

　引張強度（含浸硬化後）　　 ・（ 　　）N/mm2　　・ 

0.30kg/m3以上

0.30kg/m3以上

材齢 28日　 2.5 N/mm2以上

材齢 28日　40.0 N/mm2以上

材齢　3日　20.0 N/mm2以上

材齢　3日　25.0 N/mm2以上

材齢 28日　 3.0 N/mm2以上

材齢 28日　45.0 N/mm2以上

　・

　試験数量　　 ※図示

付着強度試験　 ・行う ・行わない

　試験数量　　 ※図示

引張強度試験　 ・行う ・行わない

　種類及び部位　　 ※図示

ひび割れ部改修　　 ・行う ・行わない

下地調整 ※行う

　下地処理の程度　 ※図示

　　大きさ　　 ※図示

　　箇所 ※図示

　柱の隅角部の面取り

　下地処理の範囲　 ※図示

　仕上げモルタルの除去　　※行う ・行わない

下地処理

　プライマー　 ・低臭型

　含浸接着樹脂 ・低臭型

　定着方法　　 ※図示

　シート張り方向　 ※図示

シート厚さ ・（ 　）mm　

連続繊維の材質

・炭素繊維　・アラミド繊維　・ガラス繊維

連続繊維の材料

・（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

　　る工法又は同等の性能を有する工法

連続繊維補強工法

ミックス形のみ試験を行う。

　塩化物含有量の試験方法による。

　による。

試験方法

塩化物量

付着強度

圧縮強度

材齢　7日　収縮しないこと

終結時間　　　　10時間以内

凝結開始時間　　1時間以上

練混ぜ2時間後のブリーディング率　　2.0%以下

　練混ぜ完了から3分以内の値　8±2秒

Jロートによる流下時間

無収縮性

凝結時間

ブリーディング

コンシステンシー

砂

セメント

セメントとする。

て膨張する性質を利用するもの）とする。

混和材

無収縮グラウト材の材料（プレミックス及び現場調合形）

　塩化物含有量の試験方法による。

　　による。

試験方法

塩化物量

付着強度

圧縮強度

材齢　7日　収縮しないこと

終結時間　 10時間以内

凝結開始時間　　1時間以上

練混ぜ2時間後のブリーディング率　　2.0%以下

　練混ぜ完了から3分以内の値　8±2秒

Jロートによる流下時間

（各重量比）　（セメント＋混和材）：砂＝1：1

ので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

無収縮性

凝結時間

ブリーディング

コンシステンシー

砂

セメント

セメントとする。

て膨張する性質を利用するもの）とする。

無収縮モルタルの品質及び試験方法

配合比

混和材

無収縮モルタルの材料及び調合

無収縮モルタル及び無収縮グラウト材の仕様は次による

※無収縮グラウト材（セメント、混和材、砂は無収縮モルタルに準ずる）

グラウト材

※無収縮モルタル

柱底均しモルタル

構造体用モルタル

・

・湿式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・

・ラス張りモルタル塗り

・耐火材巻付け

・耐火板張り

・耐火材吹付け

種別等

種　別

※［8.2.12］及び［8.5.10］による

１時間耐火、柱・梁

耐火被覆13

２ 連続繊維シート

１ 連続繊維補強工法

グラウト材

１ モルタル及び

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

FREE



配   水   池

配水ポンプ室本管

号

番

面

図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

改修キープラン

改修キープラン

ポンプ室

N
o
.
４

N
o
.
３

N
o
.
２

N
o
.
１

電気室

旧塩素注入室旧塩素ボンベ室
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12,000

6,000

１

２

３

４

５

６

７

Ｂ Ａ

ＩＰ

→

工事対象：67.03 ㎡

改修キープラン平面図　S=1/100

一部便所廻りを改修

改修工事範囲：旧倉庫を発電機室に改修

Ｂ ＡＣ

6,000 6,000

12,000

4
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4
,
3
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0

5
,
1
2
0

3
0
0

5
0
0

ＧＬ

建物高さ

電気室→

ＲＦＬ
（水上）

発電機室

工事対象：67.03 ㎡

改修キープラン断面図　S=1/100

改修工事範囲

1/100・200

AA-22

AA-07
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室
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人孔

人孔

汚

ラセン階段

●

●

●

配

水

ポ

ン

プ

室

-412

-512

●

●
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有効水深　H=12.0m
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外灯
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 圧 架 線（66,00

0V）

50,800

●

隣
地

境
界
線

-14
+71

+176

[ 既 存 ]

●

●

●

●

●

●

●

+3650

8
,
2
1
5

8
,
4
3
6

既存RC造擁壁

既存RC造擁壁

+6150

2,963

既存RC造擁壁

+5350

+4950

-752

-742

-697

-247

-400
-248

-27

4,134

52,304

道
路
境
界
線

道路境界線

+1150

● （±0）

435

-582
●

●

12,100

●

(-350)
●

-159

(-550)

バルブ

（±0）

X1
X2

●

+101

雨

雨

汚

外灯

-682

+5750

人孔

●

●

●

6
,
2
0
0

●

●

6,250

+27

-141

No.3

7
,
2
5
0

6,415庇

庇 ｹﾔｷ

●

植栽

植栽

●

-772

Y2

Y1

汚

汚

-339

●

（±0）

● -770
●

雨

47,836

汚

-787

植栽

排水接続管
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-16

最高の高さ H=5,000、最高の軒高 H=4,450

電気室、RC造 1F

既存建物移設（資材置場、S造 1F）

最高の高さ H=2,660、最高の軒高 H=2,617

3
2
,
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0
0

3
,
9
5
0
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1
,
8
00

1,600

1
,
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12,000

5,600 850
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既存建築物

RC造 平屋建て 280.87㎡ 高さ 5.120mm

計画通知番号

昭和50年10月22日 第30号

真
 北

改修工事箇所

10,200

8
,
2
0
0

門扉 W5.0

5
,
0
0
0

法第42条1項1号

（市道）

道　路

1
2
,
0
0
0

16,
000

改修キープラン配置図　S=1/200

法第42条1項1号

（市道）

道　路

道　路

（市道）

法第42条1項1号

[ 既 存 ]

(自火報・監視ｶﾒﾗ・IP盤等)

旧倉庫 発 電 機 室

旧倉庫

幸田配水場非常用発電設備新設工事工事名

資材置場

電 気 室

線

圧

高

鉄

塔

電　気　室

[ 既 存 ]

セキュリティシステム工事(セコム)は別途工事とする



内 部 改 修 仕 上 表

室 名 床 Ｈ 巾 木 Ｈ 壁 天　　井 Ｃ・Ｈ 備 考

改
修
前

直天仕上 モルタル金ゴテt=30の上、塗床 ※２ 塗装 ※２ 塗装 ※２ 白セメント吹付 ※２ 腰壁：壁と同じ、梁型・柱型：壁と同じ、化粧石綿ｽﾚｰﾄ板は塩ビｼﾞｮｲﾅｰ共に撤去 ※２

±0 100 ≒4,150

下地 土間コンクリートt=150 ※２ モルタル金ゴテ ※１ 木毛セメント板t=25の上、化粧石綿スレートt=6.3 ※３ ※２ 木毛セメント板t=20 ※２ 間仕切耐火壁：FP060NP-0483(1)(吉野石膏S12)、消火器10型（既存流用）

発電機室
改
修
後

直天仕上 合成樹脂塗床 合成樹脂塗床 グラスウールボード(t=50ガラスクロス巻)貼 グラスウールボード(t=50ガラスクロス巻)貼 配線ピット、機械基礎、排油側溝・溜枡、防油堤、10型消火器、大型消火器、内装材更新(旧倉庫)
±0 100 ≒4,100

下地 スタイロフォームt=合計300 + 土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150～180直押え 既存モルタルケレン掛け 一部建具閉塞、土間下補強(砕石ｔ150転圧の上、コマ工法330型均しコンクリート共)、室名札

改
修
前

仕上 モザイクタイル貼 ※１ － 75角タイル貼(一部撤去) ※１ 大平板t=5.0　スチップル模様 ※１ SD-3、沓摺(御影石)、鏡一式撤去、ドア設置用壁解体 ※２

±0 － 2,350

下地 モルタル下地 ※１ － モルタル下地(一部撤去) ※１ － ※１ 洗面器撤去<建築設備工事>・鏡上照明撤去<建築電気設備備工事>
通 路

改
修
後

(旧洗面) 仕上 モザイクタイル貼 － 75角タイル貼(一部更新) 大平板t=5.0　スチップル模様 壁閉塞部：モルタル下地の上、75角タイル貼、SD-2新設、室名札

±0 － 2,350

下地 モルタル下地 － モルタル下地(一部更新) －

改
修
前

仕上 モザイクタイル貼(一部撤去) ※１ － 75角タイル貼(一部撤去) ※１ 大平板t=5.0　スチップル模様 ※１ 大便器廻り床一式撤去 ※２

±0 － 2,350

下地 モルタル下地(一部撤去) ※１ － モルタル下地(一部撤去) ※１ － ※１ 大便器一式撤去<建築設備工事>

便 所
改
修
後

仕上 モザイクタイル貼(一部更新) － 75角タイル貼(一部更新) 大平板t=5.0　スチップル模様 ライニング・鏡新設

±0 － 2,350

下地 モルタル下地(一部更新) － モルタル下地(一部更新) － 洋風便器・洗面器新設<建築設備工事>

※１ ：既存のままを示す ※２ ：撤去、又は改修を示す ※３ ：アスベスト含有（クリソタイル）を示す

発電機室改修概要 改修後仕上記号表

部　　位 改　修　前 記号 撤 去 工 事 ・ 下 地 処 理 その他・備考 記 号 改　修　内　容

外部ドア：スチール製両開き扉 建具撤去(外部) 外壁閉塞の上、外壁塗装(一部建具設置) ： 発電機室廻り外壁
外部開口部 １ １

外部窓：ガラスブロック及びガラスブロック枠 カッター入れ+建具撤去の上、外壁鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ閉塞(t=120+30) 複層塗材ＲＥローラー塗、建具は建具表参照

建具撤去(室内ＲＣ部) 室内壁(RC)閉塞の上、内部仕上 ： 発電機室内部壁室内開口部
スチール製片開き扉 ２ ２

(RC部) カッター入れ+建具撤去の上、内壁鉄筋コンクリート閉塞(t=120) グラスウールボード(t=50ガラスクロス巻)貼/背面タイル貼

建具撤去(室内ＬＧＳ部) 既存耐火壁：吉野石膏Ｓ１２WⅠ(千鳥柱) ＡＬＣ壁新設(※1)／耐火壁閉塞の上、内部仕上 ： 発電機室Ｂ通り壁室内開口部
スチール製片開き扉 ３ ３

(LGS部) 新設耐火壁：ＡＬＣt=100　立上基礎：W150-H100共カッター入れ+建具撤去の上、乾式耐火壁(既存と同じ)閉塞 グラスウールボード(t=50ガラスクロス巻)貼/背面ＥＰ塗

外部：モルタル刷毛引きt=30の上、吹付タイル 設備・建具開口用外壁解体 設備・建具用開口部設置 ： 発電機室廻り外壁
吹付タイル：アスベスト含有外 壁 ４ ４

内部：木毛セメント板t=25の上、化粧石綿スレートt=6.3塗装 カッター入れ+外壁解体(小口はモルタル金ゴテ補修) 設備貫通用・建具用開口設置、その他は外壁閉塞

床解体撤去(配線ピット共) 床廻り一式新設(合成樹脂塗床共) ： 発電機室床撤去配線ピット：D420　縞鋼板t=4.5 SOP塗(枠共)
土間コンクリートt=150の上、モルタル金ゴテt=30床 ５ ５

土間コンクリート(配線ﾋﾟｯﾄ共)+砕石を必要な深さまで一式撤去 ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=300+土間ｺﾝｸﾘｰﾄ直押え(勾配)の上、合成樹脂塗床(ｴﾎﾟｷｼ系)新設土間補強：砕石t=150転圧、コマ工法330型

壁下地撤去 壁廻り吸音板貼付 ： 発電機室内壁(柱型・梁型共)化粧石綿スレートt=6.3：アスベスト含有内部壁
木毛セメント板t=25の上、化粧石綿スレートt=6.3塗装 ６ ６

(梁型・柱型共) 既存下地材撤去の上、下地調整 グラスウールボード(t=50ガラスクロス巻)貼(※木毛セメント板は非不燃の為、残置不可)

天井下地撤去 天井廻り吸音板貼付 ： 発電機室天井
木毛セメント板t=20の上、白セメント吹付 (※木毛セメント板は非不燃の為、残置不可)天 井 ７ ７

既存下地材撤去の上、下地調整 グラスウールボード(t=50ガラスクロス巻)貼

WD-1：障子撤去 建具障子更新(開き勝手変更) ： 便所出入口
木製扉（スチール枠）ＯＰ塗装 建具スチール枠に新規錠穴加工室内開口部 ８ ８

スチール枠残置の上、障子(ドア)撤去 木製扉W620×H1800　ポリ合板

発電機基礎(杭共)・消音機基礎(ｺﾏ基礎共)新設 ： 発電機・機械設置部
９ ～ 15 は非該当 ９

発電機基礎：合成樹脂塗床、外部消音機基礎：コンクリート直押え

和式便器床廻り撤去 配線/配管ピット新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋・枠共) ： 発電機室床廻り
モザイクタイル貼 衛生設備撤去は建築設備工事便所床 16 10

和式便器廻り床コンクリート・タイル一式撤去 蓋：細目亜鉛メッキグレーチングT2仕様/内部：合成樹脂塗床

防油堤新設(移送ﾎﾟﾝﾌﾟ槽廻り) ： 移送ポンプ廻り※ 特記無き鉄筋コンクリート壁はt=120 ※新設床仕様 - コマ基礎一式 + スタイルフォームt=300 ※建具撤去は原則としてカッター入れを行う
11

※ 木毛セメント板撤去は手解体+グラインダー処理とする。 W120×H200　鉄筋コンクリートの上、合成樹脂塗床(釜場・床勾配共)

<建築電気設備工事> 照明器具撤去(SW・配線・ﾚｰｽｳｪｲ共) <建築機械設備工事> 洗面器撤去・和式便器撤去 排油側溝・溜枡新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋・枠共) ： 外部ドア手前
12

蓋：細目亜鉛メッキグレーチングT2仕様/内部：合成樹脂塗床(勾配共)

大型消火器 新設 / 10型消火器 既存移設 ： 発電機室
外 部 改 修 仕 上 表 13

大型消火器×１新設、ABC10型加消火器×1(既存流用)外 壁 廻 り たたき廻り名　　称

屋上点検ﾀﾗｯﾌﾟ新設(アルミ・背面ｶﾞｰﾄﾞ付) ： 発電機室外部
外壁：モルタル刷毛引きの上、吹付タイル 床・階段：磁器質100角タイル貼※３(一部撤去)、※１ ※１ 14

昇降高≒5,100

巾木：モルタル刷毛引きの上、吹付タイル 室名札新設 ： 発電機室出入口、通路出入口※３(一部撤去)、※１
15

アクリル樹脂製(乳白) W300×H75×t=5（雑詳細参照）
軒裏：リシン吹付改 修 前 ※３、※１

大便器廻り床 / 壁・ライニング工事 ： 大便器更新部分床・壁 / ライニング
16

建具廻りシーリング 床壁：タイル補修、ライニング天端：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ(雑詳細図参照)※３(一部撤去)、※１

※１： 上下定規アングルＬ65×65×t=6、上端耐火シールとする既存室名札撤去 ※２

<建築電気設備工事> 照明器具更新(SW・配線・ﾚｰｽｳｪｲ共)

外壁：モルタル刷毛引きの上、吹付タイル 床・階段：磁器質100角タイル貼 ※１ <建築機械設備工事> 給気口新設、換気扇新設、ウェザーカバー(FD付)、手洗器新設
　開口閉塞部：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(増打30)の上、複層塗材ＲＥローラー塗

　屋上点検ﾀﾗｯﾌﾟ新設(アルミ・背面ｶﾞｰﾄﾞ付)

　室名札(発電機室、便所)

改 修 後

軒裏：リシン吹付　※１

建具廻りシーリング

※１ ：既存のままを示す ※２ ：撤去、又は改修を示す ※３ ：アスベスト含有（クリソタイル）を示す

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

名

称

単 図
縮　尺 mm AA-08FREE

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

改修項目表・改修仕上表

建具廻りシール及び吹付タイル：アスベスト含有

各設備小開口向け外壁アスベスト除去（立面図参照）
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燃料地下タンク<ﾌﾟﾗﾝﾄ工事>
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Ｃ磁器質タイル100角UP UP Ａ

縁石外部階段 外部階段
配管トラフ<ﾌﾟﾗﾝﾄ工事>

新規大便器・手洗<建築設備工事>

アプローチ アプローチ
便所 便所

±0 便所：2.15㎡ ±0 便所：2.15㎡

洗面：1.81㎡ 通路：1.81㎡洗面 通路

±0±0 ±0±0-300

消消

消+20
-420
移送ﾎﾟﾝﾌﾟ槽

-300
±0

Ｄ
既存耐火壁：吉野石膏Ｓ１２WⅠ(千鳥柱)

配線ピット

防油堤：

±0 -420

±0
±0

+8

+6発電機基礎-300
-300 発電機室 +100

Ｂ 旧 倉 庫 電 気 室 電 気 室63.07 ㎡

±063.07 ㎡

±0 ±0 -420 ±0 -420+20

Ｂ
+6

±0

消音器基礎

Ｂ Ｂ

±0 -420

配線ピット：撤去

配管ピット

±0 -420

吸音材新規貼付

+30

-300 -300

Ａ

Ａ

ポンプ室 ポンプ室

改修前 発電機室平面詳細図　S=1/50 改修後 発電機室平面詳細図　S=1/50

外壁：鉄筋コンクリート壁t=120 + モルタルt=30
消 既存10型消火器

消 大型消火器

ＡＬＣ板t=100

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開方向

1,200 6,190

4,190 1,810 190

190 260 500 2,000 500 320 100 1,200 6,190
320

4,190 1,810 190

190 2,465 900 635

(SD-1)

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
,
1
9
0

1
,
1
9
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
,
1
9
0

2
,
1
9
0

＊2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

6
7
0
～

1,450

5
0
,
1
5
0

5
0
,
1
2
0
,
3
0

5
0
,
1
2
0
,
3
0

8
3
5

8
3
5

1
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

300

3
,
6
9
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
7
8
0

2
,
7
8
0

(
S
S
-
1
)

300

3
8
5

6
9
0

40
0

1
2
,
3
8
0

1
2
,
3
8
0

9
5
0

30
0

1
,
1
5
0

45
0

3
,
5
0
0

1
,
5
6
0

1
0
,
1
9
0

1
0
,
1
9
0

1
0
,
1
9
0

1
0
,
1
9
0

2
,
5
5
0

1,650

150,5 0

1
,
4
0
0

1
,
8
0
0

(
開

口
)

30,120,509
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

5
,
5
0
0

2
,
5
8
0

1 , 1 0 0

150,5 0
50,1002

,
5
5
0

(200)1
,
2
5
0

4
9
5

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

3
0
,
1
2
0
,
5
0

(開 口 ) (開 口 )
965 450 1,575 1,800 1,200 200

190 6,000 190 6,000

6,190 6,190

SD

２

WD
WD

１
１

SD

１GB

２

SD SD
１ ３

GB

１

SD

２

GB

２

●耐火構造リスト

内 壁 １ ：鉄筋コンクリートt=120(耐火構造)

内 壁 ２ ：ＡＬＣパネル　t=100 （耐火構造）

外 壁 ：鉄筋コンクリートt=120(耐火構造)

天井スラブ ：鉄筋コンクリートt=120(耐火構造)

床 ス ラ ブ ：鉄筋コンクリートt=150(耐火構造)

内装床仕上 ：合成樹脂塗床

内装壁仕上 ：グラスウール吸音板t=50（不燃材）

内装天井仕上 ：グラスウール吸音板t=50（不燃材）
16

開口部（ドア）：スチール製自閉式特定防火設備

開口部（ｼｬｯﾀｰ）：スチール製常時閉鎖式特定防火設備

４ 開口部（ﾀﾞｸﾄ）：ＦＤ設置（煙突部除く）<ﾌﾟﾗﾝﾄ工事>16

４

８ ８

１ １ １ １
15

15

12２ 13
２

１
１

10
11

12
９

５ ６ ７
５ ６ ７

１ ４
１ ４

３ ３

９

３ ６
10

１

４ ４４ ４

発電機更新に関わる建築撤去解体工事
発電機更新に関わる建築改修工事

９ ～ 15 は非該当１ 建具撤去(外部)
１ 外壁閉塞の上、外壁塗装(一部建具設置) ９ 発電機基礎(杭共)・消音機基礎(ｺﾏ基礎共)新設

２ 建具撤去(室内ＲＣ部) 16 和式便器床廻り撤去
２ 室内壁(RC)閉塞の上、内部仕上 10 配線/配管ピット新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋・枠共)

３ 建具撤去(室内ＬＧＳ部)
３ ＡＬＣ壁新設／耐火壁閉塞の上、内部仕上 11 防油堤新設(移送ﾎﾟﾝﾌﾟ槽廻り)

４ 設備・建具開口用外壁解体
４ 設備・建具用開口部設置 12 排油側溝・溜枡新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ・枠共)

５ 床解体撤去(配線ピット共)
５ 床廻り一式新設(合成樹脂塗床共) 13 大型消火器 新設 / 10型消火器 既存移設

６ 壁下地撤去
６ 壁廻り吸音板貼付 14 屋上点検ﾀﾗｯﾌﾟ新設(ｱﾙﾐ・安全カゴ付)

７ 天井下地撤去
７ 天井廻り吸音板貼付 15 室名札新設

８ WD-1：障子撤去
８ 建具障子更新(開き勝手変更) 16 大便器廻り床 / 壁・ライニング工事

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改 修 平 面 図名

称

単 図
縮　尺 mm AA-09S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

GB

２

14

１

既存ハンドホール(既存のまま)
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改修前
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アプローチ

床：カッター入れ

改修前 Ａ－Ａ断面図 S=1/50 改修前 Ｂ－Ｂ断面図 S=1/50

改修後

発電機室 アプローチ 発電機室

沈下抑制：コマ基礎

改修後Ａ－Ａ断面図 S=1/50 改修後 Ｂ－Ｂ断面図 S=1/50
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発電機更新に関わる建築撤去解体工事

１ 建具撤去(外部)

２ 建具撤去(室内ＲＣ部)

３ 建具撤去(室内ＬＧＳ部)

４ 設備・建具開口用外壁解体

５ 床解体撤去(配線ピット共)

７ ７ ６ 壁下地撤去
６

７ 天井下地撤去

８ WD-1：障子撤去３
１

９ ～ 15 は非該当

16 和式便器床廻り撤去
５ ５ ５１

発電機更新に関わる建築改修工事

１ 外壁閉塞の上、外壁塗装(一部建具設置)

２ 室内壁(RC)閉塞の上、内部仕上

３ ＡＬＣ壁新設／耐火壁閉塞の上、内部仕上

４ 設備・建具用開口部設置

５ 床廻り一式新設(合成樹脂塗床共)

６ 壁廻り吸音板貼付

７ 天井廻り吸音板貼付７ ７

８ 建具障子更新(開き勝手変更)

９ 発電機基礎(杭共)・消音機基礎(ｺﾏ基礎共)新設６ １ ３ ６４

10 配線/配管ピット新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋・枠共)
３１

11 防油堤新設(移送ﾎﾟﾝﾌﾟ槽廻り)

４ 12 排油側溝・溜枡新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ・枠共)

13 大型消火器 新設 / 10型消火器 既存移設

14 屋上点検ﾀﾗｯﾌﾟ新設(ｱﾙﾐ・安全カゴ付)

15 室名札新設

５ 10 ９ 10 12 10 ９ 10
16 大便器廻り床 / 壁・ライニング工事

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改修断面図１名

称

単 図
縮　尺 mm AA-10S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号



７ Ｃ

７ Ｃ

改修前

SS-1：残置

床：カッター入れ
洗面 便所

改修前 Ｃ－ 断面図 S=1/50 改修前 Ｄ－ 断面図 S=1/50

改修後

通路 便所

改修後 Ｃ－ 断面図 S=1/50 改修後 Ｄ－ 断面図 S=1/50
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発電機更新に関わる建築撤去解体工事

１ 建具撤去(外部)

２ 建具撤去(室内ＲＣ部)

３ 建具撤去(室内ＬＧＳ部)

４ 設備・建具開口用外壁解体

５ 床解体撤去(配線ピット共)

６ 壁下地撤去
８

７ 天井下地撤去

８ WD-1：障子撤去

９ ～ 15 は非該当

５ 16 和式便器床廻り撤去

２

発電機更新に関わる建築改修工事

１ 外壁閉塞の上、外壁塗装(一部建具設置)

２ 室内壁(RC)閉塞の上、内部仕上

３ ＡＬＣ壁新設／耐火壁閉塞の上、内部仕上

４ 設備・建具用開口部設置

５ 床廻り一式新設(合成樹脂塗床共)

６ 壁廻り吸音板貼付

７ 天井廻り吸音板貼付

８
８ 建具障子更新(開き勝手変更)

９ 発電機基礎(杭共)・消音機基礎(ｺﾏ基礎共)新設

10 配線/配管ピット新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋・枠共)

２ ６ 12
11 防油堤新設(移送ﾎﾟﾝﾌﾟ槽廻り)

５

12 排油側溝・溜枡新設(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ・枠共)

13 大型消火器 新設 / 10型消火器 既存移設

14 屋上点検ﾀﾗｯﾌﾟ新設(ｱﾙﾐ・安全カゴ付)

15 室名札新設

16 大便器廻り床 / 壁・ライニング工事

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改修断面図２名

称

単 図
縮　尺 mm AA-11S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号



プラント

プラント

改修前
設備開口用外壁解体 設備開口用外壁解体

改修内容は展開図(アプローチ部)を参照 改修内容は展開図(アプローチ部)を参照

１ＦＬ １ＦＬ

ＳＧＬ

Ｂ Ｃ ７ ６ ５ Ｃ Ｂ

建具撤去/設備開口用外壁解体

東側立面図　 S-1/50 北側立面図　 S-1/50 西側立面図　 S-1/50

設備用開口部設置 設備用開口部設置 設備用開口部設置改修後
改修内容は展開図(アプローチ部)を参照 改修内容は展開図(アプローチ部)を参照

１ＦＬ １ＦＬ

ＳＧＬ

Ｂ Ｃ ７ ６ ５ Ｃ Ｂ

外壁閉塞の上、外壁塗装 消音機基礎 消音機基礎

東側立面図　 S-1/50 北側立面図　 S-1/50 西側立面図　 S-1/50
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工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改 修 立 面 図名

称

単 図
縮　尺 mm AA-12S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

<ﾀﾞｸﾄ周囲充填はﾌﾟﾗﾝﾄ工事>
<ﾀﾞｸﾄ周囲充填はﾌﾟﾗﾝﾄ工事>

<ﾀﾞｸﾄ周囲充填はﾌﾟﾗﾝﾄ工事>

SS-1(特定防火設備)：既存のまま

14
屋上点検ﾀﾗｯﾌﾟ新設(ｱﾙﾐ・安全カゴ付)

外壁閉塞の上、外壁塗装
１

建具撤去
１

C
:
5
5
0

C:1,800C
:
4
5
0

C:450

建築機械

建築衛生

建築衛生

建築衛生

建築衛生

150×150

350×200

200×200

75 × 75

100×100

50 × 50

50 × 50

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

１ 各設備小開口向け外壁アスベスト除去

①

⑤

④ ⑥
⑦

②

③

※開口位置は各設備担当の指示による。



Ｃ Ｂ Ｃ ６ ５

Ｂ Ｃ ５ ６

改修前
建具撤去：旧SD-1､4方ｽﾁｰﾙ枠OP塗、壁閉塞 袖壁：コンクリート塗装 壁：化粧石綿スレートt=6.3塗装、撤去(下地木毛セメント板共)

１ＦＬ

開口 開口 開口

建具撤去：旧GB-3、4方ｽﾁｰﾙ枠OP塗 建具撤去：旧GB-3、 建具撤去：旧SD-2、3方ｽﾁｰﾙ枠撤去、沓摺ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=40×W150撤去

壁閉塞 4方ｽﾁｰﾙ枠、壁閉塞 壁閉塞

建具撤去：旧SD-3

壁閉塞

Ａ シャッター部 Ｂ

旧 倉 庫

壁：化粧石綿スレートt=6.3塗装、撤去(下地木毛セメント板共)

梁型：化粧石綿スレートt=6.3塗装、撤去(下地木毛セメント板共)
SS-1：残置

１ＦＬ

外壁解体 外壁解体 建具撤去：旧GB-2、4方ｽﾁｰﾙ枠OP塗

壁閉塞

巾木：モルタル塗装

Ｃ Ｄ

旧 倉 庫

C:2,920 C:1,000C:420
C:700

C
H
：

≒
4
,
1
5
0

2
,
7
9
0

(
S
S
-
1
)

C
:
2
,
2
0
0

C
:
1
,
9
4
0

C
:
2
,
1
0
0

1
,
8
0
0

C
:
1
,
9
0
0

(
S
D
-
3
)

190 6,000 190 4,000 6,000 190

＊1,400 1,800 1,575 450 ＊965

C:450
C:1,800

4
5
0

C
:
4
5
0

5
5
0

C
:
5
5
0

C:1,350 C:1,660

C
H
：

≒
4
,
1
5
0

2
,
7
7
5

C
:
1
,
1
4
0

2
,
5
5
0

C:635

1
,
8
4
0

C
:
1
,
9
4
0

C
:
1
,
9
4
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

(
S
D
-
2
)

(
旧

S
D
-
1
)

C
:
7
0
0

C
:
1
0
0

(
1
5
0
)

6,000 190 190 6,000 4,000

１ ６

１ １ ３

２

６
６

４ ４ １

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改修展開図１（改修前）名

称

単 図
縮　尺 mm AA-13S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

１
既存φ50貫通孔：壁閉塞

壁閉塞

１ ４
建具撤去：旧GB-1、4方ｽﾁｰﾙ枠OP塗



Ｂ Ｂ Ｂ ７ Ｂ ７

７ Ｃ

改修前

壁：75角色タイル 照明撤去<建築電気工事>

壁：75角色タイル 鏡撤去：500×600 壁：75角色タイル

建具改造：WD-1 衛生設備撤去<建築設備工事> 衛生設備撤去 建具改造：WD-1 和式便器床廻り撤去
<建築設備工事>障子更新 障子更新

建具開口用外壁解体

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

洗　面 便　所

外壁：モルタル刷毛引きの上、吹付タイル

１ＦＬ

外壁解体 建具撤去：旧GB-3 建具撤去：旧GB-3

壁閉塞 壁閉塞

Ｂ Ｃ

アプローチ
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４

４ １ １

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改修展開図２（改修前）名

称

単 図
縮　尺 mm AA-14S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

既存φ50貫通孔：壁閉塞
１

外壁：モルタル刷毛引きの上、吹付タイル

建具撤去：旧SD-3、3方ｽﾁｰﾙ枠OP塗

沓摺ﾃﾗｿﾞt=40撤去、壁閉塞



Ｃ Ｂ Ｃ ６ ５

Ｂ Ｃ ５ ６

改修後
外壁閉塞の上、グラスウールボード貼

袖壁：コンクリート塗装(既存のまま)
新設建具：SD-1

１ＦＬ

開口

防液堤：合成樹脂塗床

外壁閉塞の上、グラスウールボード貼 巾木：合成樹脂塗床

Ａ シャッター部 Ｂ

発 電 機 室

梁型：グラスウールボード貼

壁：グラスウールボード貼 SS-1：既存のまま

開口
開 口

開 口

１ＦＬ

設備開口設置 設備開口設置 外壁閉塞の上、グラスウールボード貼 設備開口設置

Ｃ Ｄ

発 電 機 室
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工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改修展開図３（改修後）名

称

単 図
縮　尺 mm AA-15S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

既存開口：閉塞
５

既存開口：閉塞
５

(ｺﾝｸﾘｰﾄ立上共)

壁：グラスウールボード貼(ＡＬＣパネルt=100下地共)

１
内壁閉塞の上、グラスウールボード貼

３ ６
耐火壁閉塞の上、グラスウールボード貼

巾木：合成樹脂塗床
１

外壁閉塞の上、グラスウールボード貼

1
0
0

(開口補強共) (開口補強共) (開口補強共)

2
0



Ｂ Ｂ Ｂ ７ Ｂ ７

７ Ｃ

改修後

既存建具

壁：75角色タイル 新設建具：SD-2 鏡：500×600 壁：既存タイル ラインング天板：
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt=20

１ＦＬ

建具改造：WD-1 壁閉塞部：75角タイル貼り 壁補修：75角タイル貼 建具改造：WD-1 ライニング：75角タイル貼

障子更新 障子交換・三方枠ＳＯＰ塗装

ｽﾁｰﾙ3方枠：SOP塗装、錠穴加工

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

洗　面 便　所

外壁：モルタル刷毛引きの上、吹付タイル 新設建具：SD-1
三方枠：2-FUE塗装塗装

室名札新設（便所） 室名札新設（発電機室）

１ＦＬ

新設建具：SD-2 外壁閉塞の上、外壁塗装
三方枠：2-FUE塗装塗装

Ｂ Ｃ

アプローチ
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工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改修展開図４（改修後）名

称

単 図
縮　尺 mm AA-16S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

外壁：モルタル刷毛引きの上、吹付タイル

外壁：タッチアップ塗装
１

１
外壁閉塞の上、外壁塗装

衛生器具：<建築設備工事>
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存
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Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ

７ ７ ７ ７

６ ６ ６ ６

５ ５ ５ ５

Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ

改修前 改修後

真
 北

便　所 便　所

CH=2,300 CH=2,300

※１ハ ハ

旧 倉 庫 旧 倉 庫

CH=2,700 CH=2,700
洗  面 洗  面※１ホ ニ

CH=2,300 CH=2,300

※１ハ ハ

軒裏： 軒裏：ニ ニ

※１

旧 倉 庫 旧 倉 庫

CH≒4,150 CH≒4,100梁型： 梁型：ロ ヘ
イ ヘ

仕上凡例

木毛セメント板t=20の上、白セメント吹付 撤去イ

木毛セメント板t=25の上、化粧石綿スレートt=6.3 撤去ロ改修前 発電機室天井伏図　S=1/50 改修後 発電機室天井伏図　S=1/50

大平板t=5.0　スチップル模様 ※１ハ

リシン吹付 ※１ニ

アルミモールディング ※１ホ

グラスウールボードガラスクロス巻ピン止め  t=50 新設ヘ
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※１ ：既存のままを示す

工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改修天井伏図名

称

単 図
縮　尺 mm AA-17S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号



撤去　建具表　S=1/50

スチール両開きフラッシュドア １箇所 スチール製片開きフラッシュドア １箇所 スチール製片開きフラッシュドア １箇所 スチール製ガラスブロック枠(室内のみ) １箇所 スチール製ガラスブロック枠(室内のみ) １箇所 スチール製ガラスブロック枠(室内のみ)型式・数量

型状

▽1FL

発電機室－外部 発電機室－電気室 発電機室－洗面 非常用発電機室－外部 非常用発電機室－外部 非常用発電機室－外部使用箇所

スチール　t=1.6　ＯＰ塗装 スチール　t=1.6　ＯＰ塗装 スチール４方枠（室内のみ）ＯＰ塗装 スチール４方枠（室内のみ）ＯＰ塗装 スチール４方枠（室内のみ）ＯＰ塗装スチール　t=1.6　ＯＰ塗装
材料仕上

扉４０ 枠１００　・扉４０ 扉４０ ９５ ９５ ９５見込

－ ― ― ガラスブロック１４５×２９５×９５　（カスミ） ガラスブロック１４５×２９５×９５　（カスミ） ガラスブロック１４５×２９５×９５　（カスミ）ガラス

付属金物一式ガラリ、付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式 付属金物一式

金物

備考

改造　建具表　S=1/50 新設　建具表　S=1/50
SS

手動式重量シャッター １箇所 スチール枠木製フラッシュドア １箇所 スチール製片開きフラッシュドア（AT） １箇所 スチール製片開きフラッシュドア（内開き）１箇所型式・数量 型式・数量 型式・数量１

型状 型状 型状

▽1FL ▽1FL ▽1FL

発電機室 - 外部 洗面 - 便所 発電機室－外部 通路 －アプローチ使用箇所 使用箇所 使用箇所

スチールt=1.6　ＳＯＰ塗装 枠：スチール　t=1.6　ＯＰ塗装 スチールt=1.6 スチールt=1.6
材料仕上 材料仕上 材料仕上

障子：木製ポリ合板 耐候性塗料塗 ＤＰ（Ａ種） 耐候性塗料塗 ＤＰ（Ａ種）

－ 扉３０ 枠２２０  ・扉４０（ロックウール充填） 枠２２０ ・扉４０見込 見込 見込

― ― ― 型板ガラスt=6.0ガラス ガラス ガラス

非常時安全装置、付属金物一式 レバーハンドル、表示錠、サムターン、付属金物一式 丁番３枚吊・ケースロック・レバーハンドル 丁番３枚吊・ケースロック・レバーハンドル

シリンダー錠、ドアクローザー・SUS沓摺・戸当り シリンダー錠、ドアチェック・SUS沓摺・戸当り
金物 金物 金物

３方枠、付属金物一式 ３方枠、付属金物一式

特定防火設備 特定防火設備（自閉式）、ロックウール充填(T2相当)備考 備考 備考

障子、丁番撤去

錠用掘込み

枠残置

枠：SOP塗

障子、丁番、錠新設
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工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改 修 建 具 表名

称

単 図
縮　尺 mm AA-18S=1/50

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

機械警備設置予定

２箇所

既存残置(既存のまま)　建具表　S=1/50

SD SD SD GB GB GB
1 ２ ３ １ ２ ３

WD SD SD
１ １ ２



溜桝

１ＦＬ

ﾋﾟｯﾄ底

６ ６

６

５ ５

Ｃ ＢＣ Ｂ

ﾋﾟｯﾄ １ＦＬ １ＦＬ １ＦＬ

釜場
当該地盤

Ｃ ＢＣ Ｂ

+100
±0

12
排油側溝：細目亜鉛ﾒｯｷｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

改修前 改修後
±0

+20イ イ
+20-420+15 +20+20+20

-420

+200
-420

-70 移送ﾎﾟﾝﾌﾟ槽
±0

±0
５

10±0 -420床面カッター入れ -42012 配線ピット：-100
細目亜鉛ﾒｯｷｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ排油溜桝：細目亜鉛ﾒｯｷｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

±0

±0
+6

-420 ±0５ ±0
±0床面カッター入れ +7 10

±0 底面：モルタル金ゴテの上、

合成樹脂塗床
10

ピット蓋：細目亜鉛ﾒｯｷｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
+7

±0

ハ

+7-70
配管ピット

+6
旧 倉 庫 ±0

63.07 ㎡
均しコンクリート発電機室

ハ±0 ±0 既存地中梁コマ基礎
63.07 ㎡ 発電機基礎 ９

±0 ±0 ５ +100
土間コンクリート一式撤去５

+8

消音機基礎 ９ロ ロ±0

+6

±0±0

３±0
ALC基礎立上：合成樹脂塗床

+20 +100

５ ±0 -420
杭打用先行解体を見込む事

±0

５ 10
イ イ配線ピット：撤去 配管ピット：

細目亜鉛ﾒｯｷｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

５
床：土間コンクリート直押え(勾配)の上、合成樹脂塗床

±0 -420

+30

1％床勾配を示す

５ 10
床：土間コンクリート直押え(勾配)の上、合成樹脂塗床 蓋：細目亜鉛ﾒｯｷｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ５

床：土間コンクリート直押え(勾配)の上、合成樹脂塗床
９ ９11

機械基礎：コンクリート直押え 発電機基礎：合成樹脂塗床(面取20共)
防液堤：合成樹脂塗床

(面取20共)
ピット壁開口閉塞：コンクリート打ち放し

既存配線ﾋﾟｯﾄ

11 ５
釜場内：合成樹脂塗床 コマ基礎新設

５ 10(間詰め砕石共)
砕石転圧t=150 ピット内：合成樹脂塗床 ５ ９

コマ基礎新設 杭基礎：杭伏図参照
(間詰め砕石共)９

５ 10
コマ基礎新設

砕石転圧t=150 ピット内：合成樹脂塗床(間詰め砕石共)
９

砕石転圧t=150
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工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

改 修 床 伏 図名

称

単 図
縮　尺 mm AA-19S=1/30

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

移送ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 排油側溝
+20

300 730 200



６ 発 電 機 室

天端：コンクリート直押え

+20 Ｃ天端：コンクリート直押えの上、合成樹脂塗床

外 部 消 音 機 基 礎

発 電 機 基 礎
±0

-300 ※現況地盤による

±0+100

±0

６

平面図　S=1/20 平面図　S=1/20

天端：コンクリート直押え

天端：コンクリート直押えの上、合成樹脂塗床
嵩上げ：スタイロフォーム合計t=600

１ＦＬ １ＦＬ １ＦＬ

当該地盤 当該地盤

埋殺し枠：
側面：コンクリート打放し補修

※既存地中梁に荷重を掛けない事

既存地中梁

コマ基礎新設 コマ基礎新設

砕石転圧 砕石転圧

鋼管杭

(構造図参照)

６

６ Ｃ

断面図１　S=1/20 断面図２　S=1/20
断面図１　S=1/20 断面図２　S=1/20
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工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

雑 詳 細 図 １名

称

単 図
縮　尺 mm AA-20S=1/20

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

９ ９発電機基礎詳細図 S=1/20 外部消音機基礎詳細図 S=1/20

3
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450



アプローチ

壁：既存75角タイル貼 壁：既存75角タイル貼

+15 +15

ライニング天板：
11 メラミンポストフォーム t=20

防液堤：合成樹脂塗床

衛生器具一式撤去：<建築設備工事>

移送ポンプ槽

釜場
衛生器具一式撤去：<建築設備工事>

-420 ±0 11+15
高床廻り一式撤去：モザイクタイル(モルタル下地共)防液堤：合成樹脂塗床

衛生器具一式：<建築設備工事>　鉄筋コンクリート床t=120（想定）

11 11平面図　S=1/20 床：モザイクタイル貼 床：モザイクタイル貼(新設)
防液堤：合成樹脂塗床 床：コンクリート直押え(勾配)の上、合成樹脂塗床

モルタル下地共

６
１ＦＬ １ＦＬ

壁：グラスウールボードt=50

移送ポンプ槽 移送ポンプ槽 アプローチ

床施工界 床施工界１ＦＬ

釜場 釜場

配管
ピット

改修前断面図　S-1/20 改修後断面図　S-1/20

11
釜場底：モルタル金ゴテの上、

合成樹脂塗床 断面図１　S=1/20 断面図２　S=1/20
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発電機室 アプローチ

12 12受枠：亜鉛メッキアングルt=6.0
側溝底：コンクリート直押えの上、合成樹脂塗床

12 12
側溝底：コンクリート直押えの上、合成樹脂塗床

側溝蓋：細目亜鉛メッキグレーチング

12
12側溝蓋：細目亜鉛メッキグレーチング

桝蓋：細目亜鉛メッキグレーチングt=19

５
床：土間筋コンクリート(勾配)の上、

　　合成樹脂塗床

12
溜桝側面：コンクリート打ち放しの上、

合成樹脂塗床

１ＦＬ

５
嵩上げ：スタイロフォーム合計t=300５

嵩上げ：スタイロフォーム合計t=200/300

５
５ コマ基礎均しコンクリート：直押え

コマ基礎均しコンクリート：直押え

12
モルタル金ゴテの上、合成樹脂塗床

※1 溝巾200以下 ：H19

溝巾250～400：H25

溝巾450～600：H32
側 溝 部 分 断 面 図 溜 桝 部 分 断 面 図

溝巾650以上 ：H38

※2 グレーチングは全て細目亜鉛メッキ・T2仕様とする（隙間９㎜程度、）

隣接する蓋はクリップ連結固定とする。ノンスリップ模様は不要。

※3 側溝・溜桝内部は原則として合成樹脂塗床とする

蓋寸法
側溝L 400

6 蓋巾：W+100 6

4 4
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工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事

図

面

雑 詳 細 図 ２名

称

単 図
縮　尺 mm AA-21S=1/10・20

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

11 16S=1/20 便所ライニング壁・カウンター S=1/20

12排油側溝、溜枡(グレーチング蓋) S=1/10

防液堤(移送ポンプ槽廻り)

6565

ライニング壁：防水PB12.5+ケイカル板t=8

　75角陶器質タイル貼
（LGS65形下地共）



片面：トレカクロス工法（ＵＴ70－20　2層張）

手掛け金物：アルミステンカラー

安全カゴ横枠：アルミFB-5X25

頭部手掛平面図 S=1/5
改 修 後 開 口

R20
0

ダクト１：W1,800×H550(室内側片面施工)

ダクト２：W1,400×H700(室内側片面施工)

安全カゴ縦枠：アルミφ10 ダクト３：W  450×H450(室内側片面施工)

安全カゴ：アルミステンカラー

点検ハシゴ：アルミステンカラー

取付ブラケット：アルミステンカラー(補強材共)

Ｃ

正面図　S=1/20 断面図　S=1/20

開口寸法
1000 ※ 1000
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工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事
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称

単 図
縮　尺 mm AA-22S=1/5・20

位 面

番
事業主 AA-22松 戸 市 水 道 部 号

４14屋上点検タラップ新設（アルミタラップ頭部手掛けタイプ、安全カゴ付） S=1/5・20 新設開口補強要領 S=1/20

15室名札（発電機室、便所） S=1/3

300
5

7
5

1
2
.
5

12.5 取付穴 5φ

仕　様 材　質 仕　上

アクリル樹脂 5.0mm 溶融系インクジェット印刷平付型
（乳白） 又は屋外設置対応印刷
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C通り壁塞ぎ配筋要領図　 S-1/30
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壁塞ぎ配筋要領図
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一般事項

１ コンクリート Fc＝21+（3）N/ｍｍ2

スランプ　18cm

２ 鉄筋

３ スパイラル筋6φ（スパイラル径75φ）＠50

既設壁 既設壁 グラウト材圧入用特殊型枠

エア抜き10φ

2
0
0

2
0
0

グラウト材圧入パイプ注入口

外部振動機たたき締め

一段目打終り 増設壁 増設壁

壁塞ぎのコンクリート流し込み工法詳細図　1：10

SD295A :  D10、D13

D10＠200
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工事名 幸田配水場非常用発電設備新設工事
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下杭（m） 拡翼部 設計杭長(m) 搬入杭長(m) 本数 採用N値 長期支持力杭先端（m）

0.200

4

3.00

t＝4.5mm t＝9.5mm

Ｄw:　350mm

t＝16.0mm 11.20 11.20

中杭（m）

3.00×2　＝6.00m

t＝4.5mm

杭の種類 杭名称 杭径 上杭（m）

P1 φ139.8

2.000

t＝4.5mm 15 75　KNe-pile next

合計 4

補強筋本数表

鋼管径 鋼管厚 t 本　　数 Ｌ１

（ｍｍ） （ｍｍ） （ｍｍ）

φ139.8 4.5 4－　D13 520

フープ　各厚さ共D10＠150

杭頭キャップ　鉄板t＝3.2L1 補強筋

杭 頭 位 置▽

▽

コンクリート止め

フーチング下面

2
0
0
2
0
0

1
0
0

中詰めコンクリート

鋼管径

杭頭部連結法　1/30

φ139.8

※杭の継手 ：杭の継手工法は、アーク溶接によって行う。

SS400STK400STK400 STK400STK400

P1

P1

P1

P1

1
5
0

2
0
0

250 250

1,650

1,150

1
5
0

2
0
0

2
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

2
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0
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杭伏図・床廻り雑配筋図



号

番

面

図

称

名

面

図

mm
位

単

松 戸 市 水 道 部事業主

縮　尺

幸田配水場非常用発電設備新設工事工事名

コマ基礎構造特記仕様書

AS-04

AS-03

コマ基礎構造特記仕様書 ･ 基礎工事

基礎名称　 トップベース工法

1. 設計条件

設計荷重

許容支持力

地質調査

地質

張度

２．材　　料

2-1 コマ型ブロック　構造物基礎として用いるコマ型ブロック（マイ独楽）６連型

は330型及び500型の二種類である

長期 　 　kN/㎡　短期 　 　kN/㎡

個数　 　個  面積　 　㎡　(間詰め砕石)

コマ型ブロック　330型  φ　5mm

コマ型ブロック　500型  φ　9mm

仕　様

鉄筋径

補強筋：　コマ型ブロックを連結するための内部補強筋

鉄筋径

仕　様

コマ型ブロック　500型  Ｄ13mm

コマ型ブロック　330型  Ｄ10mm

2-2 間詰砕石 　間詰砕石は、原則として充填締め固めに有利な切り込み

砕石 40～0mm（記号C-40）または粒度調整砕石 40～0mm

（記号M-40）、再生砕石40～0mm（記号RC-40）を使用する

(一般例)

工　事　名

路　線　名

施工箇所名

図面の種類

縮　 　尺

図面番号

コマ基礎特記仕様書

図2-2　敷設断面図

３. 標準施行法

トップベース工法施行手順フローチャート

準備工

敷設面のチェック

（平坦性、過掘りなど）

レベル出し

砕石による

均し

敷設面修正

間詰砕石の充填度

チェック

3-1 施工手順

(1) 位置設定 丁張りを設置し、正確にレベルを出し行い、コマ型

ブロックの設置位置を決定する。

(2) 握り方 　標準掘り方は、天端均しコンクリート下面よりコマ型

ブロックのＨ(高さ)の寸法とする。

地盤が柔らかい場合は、まきだし砕石等を行う。

コマ型ブロックのＨ(高さ)×1/2の寸法まで、砕石を

均等に敷く。

(3) コマ型ブロック　ラフテレーンクレーン等を用いてコマ型ブロックを垂直に

 の敷設　 　設置、または圧入して正確な位置に据え付ける。

(5) 間詰砕石の充填　間詰砕石の充填は最大密度が得られるよう砕石を要所に

小運搬してコマ型ブロックの間隙に投入して締め固める。

締め固めには、バール、鉄棒、電動ピック、バイブレー

タ等の道具を用いて行う。根切り床と円錐部下端周辺は

間詰砕石の充填が不足がちとなるから入念に行なう。

図3-2　隣接するコマ型ブロックの段差の限界

図3-3　隣接するコマ型ブロックの傾きの限界

４. 特殊施行法

4-1 曲線部の施工 　曲線部の施工に当たっては、基礎伏せの形態及びその

丁張り、墨出し

コマ型ブロックの搬入

間詰砕石の搬入

コマ型ブロックの敷設

仕上がり確認

清掃

作業完了

不良個所の

修正

（参考図）

4-2 砕石まきだし工法 　足場の軟弱な地盤にコマ型ブロックを敷設する場合は、

コマ型ブロックの脚部先端まで掘り下げ、脚部長さ分

(H×1/2)まで砕石をまきだし水平にならした後施工する。

基 礎

図4-3　コマ型ブロック脚部先端まで砕石をまき出した例

4-3 二層工法 　二層工法は、下図を参照として施工する。

330型：　c=100mm，ｄ=150mm

500型：　c=100mm，ｄ=200mm

(a) 根切床

(b) 一層目コマ型ブロック敷設

(c) 筏ユニオン設置、結束

(f) 二層目部コマ型ブロック敷設

(e) 二層目部砕石まきだし

(g) 筏ユニオン設置、結束

図4-4　コマ型ブロック二層工法の例並びに施行順序

５. 検査･試験

製品検査　  検査試験方法は、(財)日本建築センター コマ型コン

クリートブロックを用いた地盤改良工法「トップ

ベース工法」による。

長期 　 　kN/㎡　短期  　kN/㎡

□ 500型 □ 330型
間詰砕石の充填と締め固め

(f) (g) (h)

(a) (b) (c) (d)

ｈ

根入れ深さ

応力分散線応力分散線

荷重

天端均しコンクリート

段差≦ｈ/2

傾き≦5％
地表面

間詰砕石

ｃ

ｄ ｄ

根切床 間詰砕石

標準として半コマ

構
造
物
の
幅

間
結
砕
石
の
敷
幅

構
造

物
の

幅

間
詰

砕
石

の
敷

幅

コマ型ブロック　500型  Ｄ13mm

仕　様

鉄筋径

　　　　 　ブロック上面に井桁状に配置する鉄筋

筏ユニオンの設置、連結

(e)

(d) 一層目部分砕石充填締め固め (h) 二層目部分砕石充填締め固め

　施工においては、必ずトップベース工法施工管理技士の資

砕石

砕石

　（図３－２、図３－３）

図３－１　筏ユニオンの配置

連結筋 筏ユニオン

　筏ユニオンのラップ長は、（土木１５０ｍｍ以上：建築

　法による事ができる。（図３－１）　

の連結 　通し結束する。必要な場合には溶接または連結筋折曲工

(4) 筏ユニオン 　標準として筏ユニオンをコマブロック上部の連結筋の中に　

　２５０ｍｍ以上）とする。　

３３０型(標準重量　１１５ｋｇ) ５００型(標準重量　３９４ｋｇ)

995

補強筋 D10

9
9
5

補強筋 D13

995

連結筋φ5

先端シュー

3
30

連結筋Ｄ10

1495

5
5

5
00

66
3

1495

165 332.5 332.5 165

247.5 500 500 247.5

3
5

先端シュー

連結筋φ9 連結筋Ｄ13

図2-1　コマ型ブロック（６連型）の形状寸法

FREE

　　　　 ■有， □無，６. 施工指導

間詰砕石締固め試験　 　間詰砕石が適切に充填されていることを確認する試験

筏ユニオン：　コマ型ブロックを、相互に固定するため

コマ型ブロック　330型　　　　　 Ｄ10mm

連結筋：　コマ型ブロックを吊上げるために上面に突起

した円弧状の鉄筋

接続、オーバーラップ補強を行う。

組み合わせを考慮する。この場合筏ユニオンは、

図4-2　割り付け間にコマ型ブロックを部分的に敷設する間隔がある場合

  （同型のコマ型ブロックを使用する）

図4-1　割り付け間にコマ型ブロックを敷設する間隔がない場合

 格を有する施工指導員の指示の下、もしくは事前講習を

受けた現場施工責任者の下で施工を行う。
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コマ基礎配列図
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150 数量 ＠ ３３０ ＝ 製品全長 150

コマ型コンクリートブロック  YK330-R6

RC-40

間詰砕石

筏ユニオン(D10)

D10(SD295A)

コマ型コンクリートブロック  YK330-R6

RC-40

φ330型    ６連タイプ（２×３）

間詰砕石

D10(SD295A)

筏ユニオン(D10)

コマ型コンクリートブロック 標準構造図

S=1/10・30

6
6
3

995

1
5
9

D10

コマ型コンクリートブロック(３３０型－６連タイプ)　質量１１５ｋｇ

φ９

330

165165

筏ユニオン

数　　　量規　　　格品　　名

基

ｍ
3

kg

間詰砕石

10 基

参考質量= 58kg･  5

C-40(JIS A 5021)

基

特記事項

１.掘削工事及び捨てコンクリ－ト打設は、トップベ－ス工法施工範囲外

２.コマ型コンクリ－トブロックの配置は、現場状況により変更する場合があります。

３.間詰砕石は原則として充填締固めに有利な切込砕石C-40（JIS A 5021）

参考質量=115kg/

参考質量= 76kg

余盛砕石部含まず

コンクリ－トブロック

コマ型
φ330型 (６連型タイプ)

φ 330型 (４連型タイプ)

φ 330型 (３連型タイプ)

D10(J I S  G  3 1 1 2 )

計　算　式

1式当り材 料 表

道路用砕石に相当するもの

Ｃ Ｂ

6,000190

当該地盤

１ＦＬ

Ｃ Ｂ

１ＦＬ

4
2
0

3
0

1
0
0

7
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(
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0
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4
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62

157.90

19.20

427個×0.560kg/m



松戸市幸田５丁目１６番地

配水ポンプ棟(新築工事) 15項ＲＣ造　　１階建（地下　階　塔屋　階）

100Ω以下

　〃　（多機能トイレ）

自
動
火
災
報
知

誘
導
支
援

テ
レ
ビ
共
同
受
信

表示灯

記号 接地極の規格・数量

EB( D=10, L=1,500 又は W=30, L=1,200 )×1

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

○ 電話引込口の保安器

○ 測定用

○ 通信用（100Ω）

○ 通信用（10Ω）

○ 交換装置用

○ 高圧避雷器用

○ Ｄ種

○ Ｄ種

○ Ｃ種

○ Ｂ種

○ Ａ種

○ 共同接地

○ 共同接地 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ

Ａ・Ｃ・Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

ＬＨ

ｔ

Ｏ

Ａｔ

Ｄｔ

Ｌｔ

接地抵抗値

Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

　　Ω以下

10Ω以下

Ω以下

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

接地の種類

表－２　接地極一覧表

注）　天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さでは機器の使用に支障がある場合は、監督職員と協議する。

機器収容箱

床上～中心

〃

受信機・副受信機

800～1,500

800～1,500床上～操作部

2,300

2,100

800～1,500

300床上～上端

〃

〃

液化石油ガス検知器

警報ベル

発信機

〃

900

〃

床上～中心　　〃　　（車椅子用）

150～200台上～中心　　〃　　（台上）

構
内
交
換

動
力

壁付電話機（一般） 1,300

200

床上～中心

天井下～上端集合保安器箱

端子盤（室内） 300床上～下端

制御用スイッチ 1,300〃

開閉器箱 1,500〃

壁掛形制御盤 床上～中心
（上端1,900以下）

1,500

電
灯

2,000～2,500

2,100～2,300

150鏡上端～中心

　 〃　　

ブラケット（一般）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　　（踊場）

天井下～上端 200

〃 (和室)

テレビ端子直列ユニット(一般)

150

300床上～中心

〃

機器収容箱

出
退
・
マ
ル
チ
サ
イ
ン

壁付インターホン(上記以外)

外部受付用インターホン(子機)

壁付呼出ボタン(多機能トイレ)

床上～中心

900〃

1,300

「標準図」による。

壁付押しボタン（一般） 1,300〃

壁付発信機

2,300

1,300

〃

〃

ベル、ブザー、チャイム

　　　×0.9情報表示盤 床上～中心

床上～中心

（天井高）

拡
声

時
計

壁付アッテネータ 1,300〃

壁掛形スピーカ

子時計

　　　×0.9（天井高）〃

　　　×0.9（天井高）〃

壁掛形親時計
（上端1,900以下）

1,500

（上端1,900以下）

1,500

150

300

1,100

1,300

〃

〃

〃

床上～中心

 　 〃　　（和室）

コンセント（一般）

スイッチ

電
力
共
通

分電盤 床上～中心

1,800～2,200引込開閉器 地上～中心

1,800～2,000地上～窓中心積算計器

取付高［㎜］測点名称取付高［㎜］測点名称

　 図面に記載がない場合は、工事区分表による。

フラッシュプレートは、図面に記載がない場合、

 最大電力が500［kW］以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

機器種別

 50Hz

 既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編第１章による。

表－１　機器標準取付高さ

取り合い

他工事又は他工種との●

　 図面に記載がない場合は、表－２「接地極一覧表」による。

　 図面に記載がない場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

接地極

機器取付高さ

○

●

　 （ ○ 屋外の配管　　　○ ）

（ ● 金属製（ステンレス、新金属を含む）　○ 樹脂製 ) とする。

　 三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

　 下記の露出配管は塗装を行う。

IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

(2)規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　【備考】(1)規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

インバータ装置の規約効率○

金属管の塗装○

フラッシュプレート●

95.5

45

95.5

37

95.5

30

95.5

22

95.5

18.5

95.0

15

94.5

11

94.5

7.5

94.0

5.5

94.0

3.7

93.0

2.2

92.0

1.5

88.5

0.75

86.0

0.4

規約効率（％）

電動機出力（kW）

配管本数、管路等

　 違しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

　 分電盤、制御盤、端子盤等の2次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、図面と相●

（ ○ 発電   ）

　 仮設備期間（ ○ 図示  ）

　 仮電源  （ ○ 受変電   ）仮設備工事○

●電気工事士

 （　）書きの室名は直天井の室を示し、それ以外は二重天井の室を示す。天井仕上区分

（○走査式埋設物調査 ○Ｘ線調査（費用は別途とする））

 はつり工事は、事前に以下の調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

○

はつり○

なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

機器の重量［kN］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

上層階、

機器

水槽類

防振支持の機器

機器

屋上及び塔屋

地下、1階

● 一般の施設○ 特定の施設

水槽類

防振支持の機器

機器

水槽類

防振支持の機器中間階

1.0

0.6

0.6

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

1.5

1.0

1.0

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

0.6

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

1.0

1.5

2.0

1.0

1.5

2.0

一般機器一般機器 重要機器重要機器

設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）設計用鉛直地震力

○ 交換機　○ 自動火災報知受信機　○ 中央監視制御装置　　○

○ 配電盤　○ 発電装置（防災用）  ○ 直流電源装置 ○ 交流無停電電源装置

　重要機器は次のものを示す。

（１）設計用水平地震力

・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

は3階、13階以上の場合は上層4階とする。

【備考】・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合

設計用標準水平震度

 （独立行政法人建築研究所監修）による。

 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」

施工調査

耐震措置●

●電源周波数

 調査方法（ ○ 図示　　 ○ 　　）

 調査範囲（ ○ 図示　　 ○ 　　）

 調査項目（ ○ 既存資料調査　○ 　　）

 事前調査（ ● 本工事　　　　○ 別途 　　）

Ａ４ファイル綴じ　２  部

Ａ４ファイル綴じ　２  部

● 建築物等の利用に関する説明書

● 保全に関する資料

○ 既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

要の場合、オリジナルファイルも提出する。

ＣＡＤデータの提出（ ● 要（　２　部）　○ 不要 ）

● 提出部数　（原図サイズ　　● Ａ１　○　　、複写図　　２　部）

 なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

 ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

 本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図（１部）を監督職員に提出する。

完成図等●

●

機器・配管固定の施工図 一式

試験成績書 一式

制御システム図 一式

機器製作図 一式

施工図等●

養生○

 方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

 の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き

 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライン

〇 本工事で設置する。

● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 内部足場（ ○　　種　○　　種 ）　○ 外部足場（ ○　　種　○　　種 ）

足場その他●○

製造業者等名機材名

・

・

・

・

・中央監視制御（監視制御装置）

・監視カメラ装置

・太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

・交流無停電電源装置

・高圧変圧器（特定機器）

・高圧負荷開閉器

・高圧限流ヒューズ

・高圧進相コンデンサ

・高圧交流遮断器

・高圧スイッチギヤ（PW形）

・高圧スイッチギヤ（CW形）

・キュービクル式配電盤

・制御盤

・分電盤

・可変速運転用インバーター装置

・照明制御装置

・LED照明器具（一般屋内用に限る）

・蛍光灯器具

指定部分工期 年 月 日

証明となる資料等の提出を省略することができる。

面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、

この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、

基準等を満たすものとする。

推進に関する基本方針（平成28年２月閣議決定）」による特定調達品目の場合は、判断の

（１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の

○ 引渡しを要するもの以外は、構外に搬出し適切処理とし、搬出処理費は別途とする。

④ 建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③ 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

② 建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

ル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。）が添加されていない材料を使用する。

ルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

材料を使用したものとする。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシ

料を使用する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

区分に応じた材料を使用する。

散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発

クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

① 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

ルデヒド発散建築材料以外の材料

材料を指す。ただし、設計図書に規定がない場合は、監督職員と協議する。

は次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」と

に、次の①から④を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

環境への配慮●

発生材の処理等について○

●「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下「標準図」という。）

●「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）

●「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下「標準仕様書」という。）

１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

4．指定部分 ○ 無 ○ 有（対象部分 ）

建設省告示第1455号における区域　別表（ ）

○ 積雪荷重

地表面粗度区分（ ）

風速（Vo= ）

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

○ 風圧力

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

特 記 事 項項　　　目

適用区分○

項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

●印の付いたものを適用する。

2．特記仕様

1．共通仕様

Ⅱ．工事仕様

○

○

○

一式

一式〇 構内配電線路

〇 構内通信線路

○ 火災報知設備

○ 電気自動車用充電設備 一式

○ 電熱設備 一式

○ 情報表示設備

○ 中央監視制御設備

〇 防犯・入退室管理設備

○ 駐車場管制設備

○ 監視カメラ設備

○ テレビ共同受信設備

○ 誘導支援設備

○ 拡声設備

○ 映像・音響設備

○ 構内交換設備

○ 構内情報通信網設備

○ 発電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 受変電設備

○ 雷保護設備

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

延べ面積(㎡)

建築基準法による
階 数

⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

④ 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

③ 安定的な供給が可能であること。

② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

性能を有するものとする。

（１）本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び

特 記 事 　項項 目特 記 事 項項　　　目

機材の品質等●

3．工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

構　造
別表第一の区分

消防法施行令
備　　考

特記仕様書

○

○

〇 動力設備

● 電灯設備

工　事　種　目

一式

一式

屋　外

別種事建物別及び屋外 工

建　物　名　称

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

2．建物概要

1．工事場所

Ⅰ．工事概要

工事設計図
令和 　年　 月（全　　 枚）

01

03

工事名

図

面

名

称

単 図
縮　尺 mm AE-

位 面

番
事業主 AE-松 戸 市 水 道 部 号

幸田配水場非常用発電設備新設工事

幸田配水場非常用発電設備新設工事

建 築 電 気 設 備 特 記 仕 様 書

FREE



02

03

工事名

図

面

名

称

単 図
縮　尺 mm AE-

位 面

番
事業主 AE-松 戸 市 水 道 部 号

幸田配水場非常用発電設備新設工事

１φ３Ｗ　１０５／２１０Ｖ

３Ｐ３Ｅ

電源

２

４

６

３０ｍＡ
　５０ＡＴ
　５０ＡＦ

ＥＬＣＢ

既存電灯分電盤

電灯
（ポンプ室・倉庫）

コンセント
（発電機室）

ポンプ室
シャッター

低圧ケーブルピット
排水ポンプ

流量計室
排水ポンプ

電灯
（発電機室）

予　備

コンセント
（電気室・ポンプ室）

発電機室
シャッター

高圧ケーブルピット
排水ポンプ

予　備

予　備予　備

電灯
（電気室）

スペース スペース

ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ５０ＡＦ２０ＡＴ　１００Ｖ×１４

キー付

照明・シャッター・排水ポンプ分電盤

鋼板製露出壁掛型(姿図)

：今回改修回路

Ａ Ｂ Ｃ

１ ２

３ ４

５ ６

７ ８

９ 10

11 12

13 14

ＬＳＳ１－４－４８Ｋ１－ＬＳＳ１１－３

保守率：０．９２ Ｋ０１４３７７５

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m 5.0m

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ 5.4 5.9 6.3 6.9 7.9 8.7

Ａ２ 11.3 12.7 13.5 15.2 18.6 21.0

Ａ４ 8.5 9.6 10.2 11.6 14.6 17.2

3.5m

7.4

16.9

13.1

消費電力１．３Ｗ 消費電力３１．９Ｗ 消費電力１１．６Ｗ

ＬＳＳ９－２－１５

ＬＥＤ非常灯（２種金属線ぴ取付） （電池内蔵） ＬＥＤベースライト（２種金属線ぴ取付） ＬＥＤベースライト

照 明 器 具 図

建 築 電 気 設 備 工 事

FREE
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3

8

7

8

C

ｒ = 
7,4

00

SS SS
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（注記）

１・照明器具、配線器具及び配線の撤去を行う。 ：蛍光灯ＦＬ４０Ｗ－１(笠付・金属線ぴ取付)

（注記）

１６台

：直付蛍光灯ＦＬ２０Ｗ－１ １台

：壁付蛍光灯ＦＬ１５Ｗ－１(笠付) １台

：シーリングライト(天井付) １台

：同上器具　非常照明付 ２台：ＩＶ２.０×２．Ｅ２.０ (２種金属線ぴ４０ｘ３０)

：ＩＶ２.０×３．Ｅ２.０ (２種金属線ぴ４０ｘ３０)

（凡例）

：ＩＶ２.０×７．Ｅ２.０ (２種金属線ぴ４０ｘ３０)

：ＩＶ２.０×８．Ｅ２.０ (２種金属線ぴ４０ｘ３０)

：ＩＶ２.０×５．Ｅ２.０ (２種金属線ぴ４０ｘ３０)

：ＩＶ２.０×５ (露出配管:Ｅ２５)

：ＩＶ２.０×２．Ｅ２.０ (露出配管:Ｅ１９)

：ＩＶ２.０×８．Ｅ２.０ (露出配管:Ｅ３１)

（凡例）

１・特記なき配管配線は下記による。

：ＥＭ－ＩＥ２.０×２．Ｅ２.０

：ＥＭ－ＩＥ２.０×２．Ｅ２.０

：ＥＭ－ＩＥ２.０×４．Ｅ２.０

：ＥＭ－ＩＥ２.０×７．Ｅ２.０

：ＥＭ－ＩＥ２.０×６．Ｅ２.０

：ＥＭ－ＩＥ２.０×３．Ｅ２.０

：ＥＭ－ＩＥ２.０×２．Ｅ２.０

(露出配管:Ｅ２５)

(露出配管:Ｅ１９)

：　 　ＬＥＤベースライト(金属線ぴ)

：　　ＬＥＤベースライト

：　　ＬＥＤ非常照明(金属線ぴ)

：残置ダウンライト(防水型)

：埋込スイッチ(１Ｐ１５Ａ×１)

：埋込コンセント(２Ｐ１５Ａ×１)

：埋込コンセント(２Ｐ１５ＡＥ極付×２+接地端子)

１台

10台

２台

３台

２個

１個

５個

タイマースイッチ（別途機械工事支給品）

：タイマースイッチ

：コーナーボックス(メタルモールＡ型)

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ（メタルモールＡ型）

：２種金属線ぴ４０ｘ３０(溶融亜鉛メッキ鋼板製)

：同上ジャンクションボックス

(２種金属線ぴ４０ｘ３０)

（別途機械工事支給品）

取付高さＦＬ＋３５００

取付高さＦＬ＋３５００

：空配管

：空配管

(２種金属線ぴ４０ｘ３０)

プルボックス　３００□×２００（ＳＳ）・接地端子座付

ＥＭ－ＩＥ２.０×６．Ｅ２.０（露出配管：Ｅ３１）

ＥＭ－ＣＥ３.５－３Ｃ（１Ｅ）×１（ピット内配線）
ＥＭ－ＣＥ３.５－２Ｃ×２　　　　（ピット内配線）

：ＥＭ－ＩＥ２.０×２ (露出配管:Ｅ１９)

電灯（発電機室）

コンセント（発電機室）

発電機室シャッター 発電機室シャッター

ＣＶ３.５－３Ｃ（１Ｅ）×３（ピット内配線）

ＣＶ３.５－３Ｃ（１Ｅ）×１（露出配管：Ｅ２５）

(２種金属線ぴ４０ｘ３０)

(２種金属線ぴ４０ｘ３０)

(２種金属線ぴ４０ｘ３０)

(２種金属線ぴ４０ｘ３０)

(２種金属線ぴ４０ｘ３０)

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ（天井内コロガシ）

電動シャッター電源

ＣＶ３.５－３Ｃ（１Ｅ）×２（露出配管：Ｅ５１）

Ｐ・Ｂ２００□ｘ２００

Ｐ・Ｂ２００□ｘ２００

電動シャッター電源

：ＥＭ－ＩＥ２.０×８．Ｅ２.０ (２種金属線ぴ４０ｘ３０)

 既存電灯盤  既存電灯盤 (結線図参照)

＊床面で２ルクス確保範囲

シャッター

S=1/50 03

03

工事名

図

面

名

称

単 図
縮　尺 mm AE-

位 面

番
事業主 AE-松 戸 市 水 道 部 号

改修前 改修後

幸田配水場非常用発電設備新設工事

電 気 室

ポンプ室

Ｃ Ｂ

７ ７ ７ ７

６ ６ ６ ６

５ ５ ５ ５

Ｃ Ｂ

SS SS
残置：

１ １

燃料地下タンク<ﾌﾟﾗﾝﾄ工事>

UP UP

外部階段 外部階段

アプローチ アプローチ
便所 便所

±0 便所：2.15㎡ ±0 便所：2.15㎡

洗面：1.81㎡ 通路：1.81㎡洗面
通路

±0±0 ±0±0-300

-300

配線ピット

±0

±0
±0

-300

旧 倉 庫

電 気 室

63.07 ㎡

±0

±0 -420 ±0 -420

±0

配線ピット：撤去

±0 -420

-300 -300

ポンプ室
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4,190 1,810 190
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,
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,
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6
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0
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300

4
,
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0
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300

1
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1
2
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1
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1
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1
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1
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1
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6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

190 6,000 190 6,000

6,190 6,190
改修後 発電機室平面詳細図　S=1/50

改修前 発電機室平面詳細図　S=1/50

吸音材新規貼付

50,100

(200)

3
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,
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,
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,
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0

発電機基礎

+100

-420

1,450

1
,
0
0
0

1 5 0 , 5 0

5
0
,
1
5
0

±0

+20

+30

+8

+6

+6

5
0
,
1
2
0
,
3
0

発電機室

±0

63.07 ㎡

3
,
5
0
0

±0

消音器基礎

(
開

口
)

30,120,50

1
,
4
0
0

1 5 0 , 5 0

+20

消

消

消

Ｃ Ｂ
1,200 6,190

4,190 1,810 190

190 9002,465 635

(SD-1)

-300

配管トラフ<ﾌﾟﾗﾝﾄ工事>

SD

２

WD

１

SD

１

EF

1

2

5

8

2 5 8

2 5

2 5

2EET

2EET

2EET

2EET

2EET

M

C C

CC

C
C

C

9

999

8

8

TM

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

8

2

5

Ａ

Ｂ

Ｃ

8

2EET

M

C

9

ＤＬ

TM

ＥＭ－ＣＥ３.５－２Ｃ×２
ＥＭ－ＣＥ３.５－３Ｃ×１

（露出配管：Ｅ３９）

C

C

C

C

7 8 8

8

8

2

8

8

8
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2

電灯・非常照明（発電機室）

コンセント（発電機室）

ＣＶ３.５－３Ｃ（１Ｅ）×１（ピット内配線）
8

建 築 電 気 設 備 工 事

改 修 平 面 図

2

3 3

：埋込スイッチ(１Ｐ１５Ａ×１) １個

：埋込スイッチ(１Ｐ１５Ａ×２) １個

：埋込コンセント(２Ｐ１５Ａ×２) ２個

：埋込スイッチ(３Ｗ１５Ａ×２) ２個

30
0

3
8
5

40
0

45
01
,
1
5
0



工事設計図

仕様書

１．工　事　概　要

1．工事場所

2．建物概要

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

建物別及び屋外 工事種別

工　事　種　目

○ 空気調和設備

● 換気設備（空気清浄機）

○ 排煙設備

○ 自動制御設備

令和　　年　　月（全　　　枚）

設    備    概     要方式及び種別

自 動 制 御 方 式

給 水 方 式

排 水 方 式

○ 電気式　○電子式　○デジタル式

建物外放流先

ポンプ排水 ○あり（○汚物　○雑排水　○湧水）　　○なし

建物内の汚水と雑排水（○ 合流式　○分流式）

（1）汚　水　○ 直放流下水管

○

○ファンコイルユニット・ダクト併用方式 ○

○ 空気調和　　○単一ダクト方式 ○全空気方式

主 要 熱 源 機 器

空 調 方 式

の

ガ ス の 種 類

○ 屋内消火栓設備 ○スプリンクラー設備消 火 設 備

種　　　 類

（2）雑排水　○ 直放流下水管

　　供給圧力　　　Pa、供給事業者名　　 　　）

○ 高置タンク方式　○ポンプ直送方式　〇水道直結方式　〇水道直結増圧方式

○ 泡消火設備 ○連結散水方式 ○連結送水管

　　指定部分工期：令和　　年　　月　　日

○ダンパー

○風量測定口

○チャンバー （１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。○鋼板製煙道

鋼板厚（○3.2㎜　○4.5㎜）

○ダクト ○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　○アングルフラン

ジ工法）とする。

設計温湿度○
空
気
調
和
設
備

○

冬期

屋　　内　　（調　整　目　標）

一 般 系 統
外　　気

湿度(RH)

％

％

温度(DB)

℃

℃

湿度(RH)

％

％

温度(DB)

℃

℃

湿度(RH)

％

％

温度(DB)

℃

℃

湿度(RH)

％

温度(DB)

℃

12時

14時

16時

9時 ％℃

％℃

％℃

％℃

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○スパイラルダクト（〇低圧　〇 　　）

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの適用範囲及び仕様は図示による。

図示した位置に取り付ける。

（１）防煙ダンパー　 　復帰方式（○遠隔復帰式　○　　 　）

建物導入部配管

水栓柱

○

○

○

管の上端より原則として、一般敷地は（　　　cm）構内道路は（　　　cm）以上とする。

○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス鋼製

管の地中埋設深さ

引込納付金等○ ○要（○別途工事　○本工事） ○不要

配管材料●
排
水
設
備

● （1）屋　　内 　汚水管　 ○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

　雑排水管 ○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

●配管材料
給
水
設
備

●

○ステンレス鋼鋼管（SUS 316）

（3）水道直結配管　○引き込みは水道事業者の指定により、量水器以降の地中埋設配管は

（○　 　　）とし、他の部分は(1)による。

○量水器

○量水器桝

（1）一般配管 ○塩ビライニング鋼管（VA）（上水）　●塩ビライニング鋼管（VB）（雑用水）

○ステンレス鋼鋼管（SUS 304） 　〇

（2）地中埋設配管　●塩ビライニング鋼管（VD） 　〇

○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り（材質： 　））　○標準図MC形

○親メーター（貸与品）　○現地表示式（直読式）　〇遠隔表示式（〇電文式　〇 ）

○子メーター（買取品）　○現地表示式（直読式）　〇遠隔表示式（〇電文式　〇 ）

○その他の部分（○ 5K　○ ）

○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

●弁類 JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10K　○ ）　

○水栓 〇台所流し用の水栓は泡沫式とする。

〇水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　（〇ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする）

〇標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。

〇ポリエチレン配管の施工要領は図示による。

備考

配水ポンプ棟(新築工事)

建築基準法による

RC造 地上１階　地下　階

階　　　　数構　造
延べ面積（㎡）

建 物 名 称 消防法施行令

4．指定部分　●無　　○有　　対象部分（　　 　　）

○ 衛生器具設備

● 給水設備

● 排水設備

○ 給湯設備

○ 消火設備

○ 厨房設備

○ ガス設備

○ 雨水利用設備

○ 排水処理設備

● 撤去工事

新設一式

新設一式

新設一式

5．設備概要（●印のついたものを適用する）　※改修工事の場合は既存概要を示す。

33

○ 都市ガス（種別 13A、高位発熱量45.0MJ/ｍ(N)、　低位発熱量40.6MJ/ｍ(N)3 3

２．工　事　仕　様

1．共通仕様

なお、電気設備工事の工事仕様は、（　／　）図、建築工事の工事仕様は（　／　）図による。

2．特記仕様

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

特　 記　　　　事　　　　項項　　　目章

○●
一
般
共
通
事
項

●印の付いたものを適用する。

適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

〇風圧力

 風速（Vo=　 m/s）

○環境への配慮

○ 不活性ガス消火設備　（○ 　　）　　○

 地表面粗度区分（　　 ）

〇積雪荷重

　建設省告示第1455号における区域　別表（　 ）

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）

夏期

（3）排水槽　○ あり（計画容量：汚水槽　　　ｍ、雑排水槽 　ｍ）　○なし

達品目の判断基準等を満たす環境物品等を選択するよう努める。ただし、公共工事分野の特定

調達品目の機材を使用する場合は、判断の基準を満たすものとする。

①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

　料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

する。

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　とする。

の①から④を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

　料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

施設の分類

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記標準仕様書等のうち、

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの特記仕様書を適用する。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼り

したチャンバーには点検口を設ける。なお、大きさは図示による。

（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施

工する。

○ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

別表第一の区分

●公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)(以下「標準仕様書」という。)

●公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

●公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(令和4年版)(以下「標準図」という。)

に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和4年2月閣議決定）」による特定調

（２）別表－１に機材等名が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たすものと

○

し、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面

を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明と

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっ

材料・機材の

品質等 を有するものとする。

ては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

なる資料等の提出を省略することができる。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

○弁類

（１）蒸気管　給気管　○配管用炭素鋼鋼管（黒）

（２）ピストンダンパー 復帰方式（○遠隔復帰式　○ 　）

○配管材料

○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）　（Sch40）

○

（５）高温水管 ○一般配管用ステンレス鋼鋼菅　〇

（２）油管 ○配管用炭素鋼鋼管（黒） 　〇

（３）冷温水管 ○配管用炭素鋼鋼管（白） 　〇

（４）冷却水管 ○配管用炭素鋼鋼管（白） 　〇

（７）冷媒管 ●断熱材被覆銅管 　〇

（８）ドレン管 ○配管用炭素鋼鋼管（白） ●硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

〇65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

〇鋼管用伸縮継手の種類は図示による。

JIS又はJV　（○5K　 ○10K（図示部分））

（６）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管

〇配管用炭素鋼鋼管（白）　　　〇

○ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

　還管　　○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）　（Sch80）

○一般配管用ステンレス鋼鋼管

○温度計・圧力計 図示の位置に取り付ける。

○瞬間流量計

○油面制御装置 制御盤には（○遠隔警報　○　 　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の

配管配線は製造者の標準仕様とする。

図示の位置に取り付ける。なお、瞬間流量計（○固定形　○着脱形）とする。

○保温及び消音内貼

○還りダクト（RAダクト）の保温範囲は（○図示による ○ ）

標準仕様書第2編3.1.4によるほか、次による。

○外気ダクト（OAダクト）の保温範囲は（○図示による ○ ）

○蒸気還り管の保温不要（屋内露出は除く。）

○膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の温水管の

項による。

○建物内のエア抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による。（エア抜き弁以降の

配管は除く）

○暗渠内（ピット内を含む）の空調用ドレン管は保温（○有　○無）とする。

○冷媒管の保温外装は次による。

● ●低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　○アングルフラン

　ジ工法　●スパイラルダクト）とする。換
気
設
備

●

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○風量測定口

空気調和設備の当該項目による。○ダンパー

○排気ダクトのシール

○チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

○保温

ダクト

○浴室（シャワー室、脱衣室を含む。）系統　○厨房系統　○

○図示による。

　〇屋内露出箇所（○保温化粧ケース（材質：　 ））

　〇屋外露出箇所（○ステンレス鋼板　　〇　　 　）

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1番手厚いものを使用する。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの適用範囲及び仕様は図示による。

図示した位置に取り付ける。

○ダクト

○排煙口の形式排
煙
設
備

○

○排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

○排煙風量測定

自
動
制
御
設
備

○

○

○

○中央監視制御装置

システム構成・機能

電気計装用配線

○自動洗浄装置

小便器

○標記板

及びその組み込み衛
生
器
具
設
備

●

○自動水栓の

電源供給方式

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

●衛生器具ユニット

電線及びEMケーブルは、標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11 による。

○電気式（遠隔操作　○要　○不要）　　〇ワイヤー式

○厨房 ○湯沸室 　の隠ぺいダクト（仕様はh・(ｲ)・Ⅸ））とし、範囲は図示による。

○全熱交換ユニットの排気ダクトの保温要（保温範囲、仕様は図示による）

○全熱交換ユニットの外気ダクトの保温要（保温範囲、仕様は図示による）

次のダクトは保温を行う。

○図示による。

建築設備定期検査業務基準書（2016年版）（(一財)日本建築設備･昇降機センター）の排煙風量の

検査方法に準じる。

別図による。

○衛生器具付属水栓 水抜栓を使用する場合は、水栓は固定こま式とする。

○個別感知フラッシュ方式　（〇ＡＣ電源　　〇自己発電　）

○要（材質： ）　（○大便器　 ○小便器 ○ ）

○有り（○新設　○既設　）　○無し

○亜鉛鉄板 ○普通鋼板（○厚1.6㎜ ○ ）

○ＡＣ電源 ○自己発電 ○乾電池

●大便器洗浄弁

●図示による。

○電気開閉式 ●手動式

○配管用炭素鋼鋼管（白）（厨房高温排水系統）

○満水試験継手

○放流納付金等 ○要（○別途工事　○本工事）○不要

○配管材料

○弁類 JIS又はJV　（○5K　　 ○10K　　（図示部分））

○保温 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第２編

給
湯
設
備

○

3.1.5 表2.3.5のｈ・（イ）・Ⅸとする。

○配管材料
消
火
設
備

○

（２）連結送水管 　一般 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（Sch40）

　地中 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（Sch40）

○ステンレス鋼鋼管（SUS 304）　〇

（１）屋内消火栓 　一般 ○ステンレス鋼鋼管（SUS 304）　〇

　地中 ○ステンレス鋼鋼管（SUS 316）　〇

図示の位置に取り付ける。

●洗面器等の排水管 洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

　ポンプアップ排水管　○排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管　〇

　通気管　 ○配管用炭素鋼鋼管（白） 　〇

（2）屋　　外 　第一桝まで　　 ○排水用塩ビライニング鋼管　〇

●リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（RF-VP）

　桝間　　 ○排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（REP-VU）

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（RF－VP）でもよい。

大便器、小便器、洗面器及び掃除用流しとの接続管は、ビニル管（RF-VP)とする。

○

○

○ システム構成その他

配管材質雨
水
利
用
設
備

別図による。

（2）集水管　　〇

○

○

○ 別図による。
排
水
処
理
設
備

設備方式

●

撤
去
工
事

●撤去内容

引込負担金等○ ○要（○別途工事 ○本工事） ○不要

（1）一般配管　〇

2

○

○屋内消火栓種別

○１０Ｋ

○

厨
房
設
備

○

ガ
ス
設
備

○ 配管材料 ○都市ガス 　ガス事業者の供給規定による。○

○システム

○ 別途（○50kg　 ○ ○ ）×　　本

○ 標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。

充てん容器

集合装置

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（a）　○（b））による。

〇広範囲型２号消火栓　　○易操作性１号消火栓 ○１号消火栓 ○２号消火栓

○保温

○不活性ガス消火設備 別図による。

泡消火設備 別図による。

〇ドライシステム　　〇

○機器の機能等 図示による。

外部警報端子（○無　　○有）

○転倒防止等

○メーター

○子メーター（買取り） 　 〇実測式　　〇パルス式

○親メーター（貸与品） 　 〇実測式　　〇パルス式（パルス発信機は　〇買い取り )

○液化石油ガス　（1）一般配管　　〇

（2）地中配管　　〇

ガス漏れ警報器○

○

○

漏洩検知装置

電気防食

○要 ○不要

○要 ○不要

○弁類

仕様等

●発生材の処理

●図示による

●現場説明書による。

JIS又はJV（〇5K　　〇 　）

〇屋外露出部分　　〇あり　　（〇e2・(ﾊ)・Ⅶ　　〇 　　）　　〇なし

○本工事（図示による）　○別途工事

○ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

〇排水再利用　〇浄化槽　〇厨房除害

屋内消火栓開閉弁

○配管 （1）ステンレス鋼管の接合は、下記による。

（2）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とする。

機器種別
重要機器 重要機器一般機器 一般機器

1.51.5 1.0機器

2.0防振支持の機器

1.0水槽類

1.01.0機器

防振支持の機器

水槽類

0.60.6 0.4機器

防振支持の機器

水槽類

屋上及び塔屋

中間階

○ 特定の施設 ● 一般の施設

上 層 階
2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.5 1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.01.5

1.5

0.6

0.6

0.6

0.6

2.0

2.0

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

13階建以上の場合は上層4階とする。

設計用標準水平震度

地階・1階

（1）設計用水平地震力

設計用水平地震力は、機器の質量[ｋN]（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量）

に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

●電源周波数 ●50Hz ○60Hz

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

○ （1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。容量等の表示

●

○建設発生土の処理

○埋め戻し土・盛土

○

○根切り土の中の良質土　　○山砂の類

○埋戻し後の建設発生土は、監督職員と協議し、構内の決定した場所に敷きならしとする。

○内部足場等（○ 　　種　○ 種）

○外部足場等（○ 　　種　○ 種）

○本工事で設置する。

又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

●工事用仮設物

●

構内につくることが　 ●できる ○できない

足場その他

（●建築工事　　〇電気設備工事　で設置する。）

○場外搬出適切処理　　〇現場説明書による。

運転操作説明板 系統図、機器等の取扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機械室に設け

る。説明板の大きさは約　　　㎡とする。

●機材の承諾図

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

○風量調整　○水量調整　○室内外空気の温湿度の測定　○室内気流及びじんあいの測定

○騒音の測定　○飲料水の水質の測定　○雑用水の水質の測定

総合試運転調整 ○本工事　　○別途○

○ 換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者規格によ

る標準品としてよい。

設備機器の固定は施設の分類に応じて次による。

・重要機器は次のものを示す。

　（名称：　　 　、記号： ）（名称：　 、記号：　　　）

　（名称：　　 　、記号： ）（名称：　 、記号：　　　）

　（名称：　　 　、記号： ）（名称：　 、記号：　　　）

○呼び径６０Ｓｕ以下（ＳＡＳ３２２を満足した継手 　）

（2）溶接部の非破壊検査　　　　○不要　　○要

（抜取率　〇標準仕様書（機械設備工事編）による　　〇　　　％）

電動機

○保温

○絶縁継手

地中埋設標等○

（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要

（1）地中埋設標 ○要（図示の箇所） ○不要

●試験 （1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

図示の位置に取り付ける。

　なお、配管類には弁類を含むものとする。

　凍結防止ヒーター　：自己サーモ式とし、防凍保温を施す。

　（対象機器類：　〇 　〇　 　　〇　　 　）

　防凍保温　　 ：標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5による。

〇共同溝、トレンチの保温は（標準仕様書第2編の施工箇所　　　）を適用する。

〇多湿箇所は下記による。（天井内共多湿箇所とする。）

　（対象室名：　〇　 〇　　 　〇　　　 ）

○塗装、仕上げ

〇屋外露出部の（〇機器類　　〇配管類）には（〇凍結防止ヒーター　〇防凍保温）を行う。

〇屋内露出部の（〇実験室　 〇 ）の保温外装は（〇アルミガラスクロス　）とする。

●別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

耐震施工

・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの。

・水槽類にはオイルタンクを含む。

機械設備工事機材承諾図様式集（令和4年版）によるほか、監督職員との協議による。

：ただし、保温厚さは配管の呼び径25以下は50mm以上、呼び径32以上は40mm以

　上とする。

　（対象配管類：　〇給水配管　　〇消火配管　　〇膨張菅　　　〇ドレン管　　〇　　 ）

●電線類

○天井仕上区分 （　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

○吊り及び支持金物

○施工調査

　調査範囲　 ○図示 　○

（○槽内　○ 　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS 304）とする。

　調査項目　 ○既存資料調査

　調査方法　 ○図示 　○

〇はつり及び穿孔作業を行う場合、事前に走査式埋設物調査を行い報告すること。

電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

○他工事との工事区分 図面に特記なき場合は、工事区分表による。

○既存躯体への穿孔 穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる附属装置等

を用いて施工する。

　　調査内容

露出機材の塗装及び仕上げは下記による。

〇石綿含有分析調査　（〇本工事　　〇別途工事）

事前調査　〇本工事　　〇別途

　〇排水管・通気管（〇指定色塗装　　〇　 　）

○屋内：　〇ダクト （〇指定色塗装　　〇　 　）

○屋外：　〇ドレン菅 （〇指定色塗装　　〇　 　）

　〇冷却水管 （〇指定色塗装　　〇　 　) 

　〇金属電線菅　　（〇溶融亜鉛メッキ仕上げ（付着量300g/㎡) 

（〇指定色塗装　　　）

松戸市幸田５丁目１６番地

幸田配水場非常用発電設備新設工事
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機　器　名 形　式　仕　様 備　考合計
（参考：ＴＯＴＯ）

1

便所

1

11

洋風大便器

手洗器

注記

１.機器能力は表示能力以上とする。

ＥＦ－１ 排気ファン 形　式：パイプ用ファン (丸型グリル) １ １００ １ 　１ 発電機室

２. 部をはつり補修部とする。

記 号

機　器　表（改修後）

機 器 名 称 仕 様
相 電圧（Ｖ） 出力（Ｗ）

台数
階 室名

設 置 場 所電 気 容 量
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機　器　名 形　式　仕　様 備　考合計

1

便所

1

器　具　表（改修前）

和風大便器 洗浄タンク大便器

洗面

撤去

11壁掛洗面器洗面器 撤去

二連紙巻器（YH650）その他標準付属品共

洗浄タンク大便器（CS232B+SH232BA）普通便座（TC301）

壁掛手洗器（LSL870APR）その他標準付属品共

能　力：１５０φ　×　６０ｍ３／ｈ　×　３Ｐａ

付属品：タイマー付コントロールスイッチ　電源コード

　その他標準付属品共

５.９
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